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　復ふく讐しゆう……。そう、復讐だ。

　あの麗うるわしくも憎にくたらしい、女神王ヴィーナスと六ろく芒ぼうの女神どもめ。

　もしも復活できたなら、一体どうしてくれようか……。

　俺はそれだけを考えてきた。不快きわまる神聖空間の流れの中を、精せい神しん体たいのみの状態でゆらゆら漂ただよっているあいだ、ずっとずっと。

　奴らに封印されてから、どれほどの月日が流れたのか……もはやわからない。

　しかし希望は残っている。

　魔王ジュノとしての身体からだは滅ぼされたが、精神──思考力は奪われなかったのだ。

　ゆえに、脱出方法はいくらでも模も索さくできた。しかし結局、実行はできずにいる。手足がないのだからどうしようもない。

　あぁ……なんと歯がゆいことか。

　女神どもへの復讐を誓い、その一念で『魔ま導どう調ちよう律りつ』という史上最強の快楽魔法を編み出すことにも成功した。俺から思考力を奪わなかったことが、奴らの決定的な失敗だ！

　とはいえ、このままでは。

　魔導調律の威力を発はつ揮きすることもなく、これから先も永久に、この神聖空間を漂うしかないわけで……。

　俺を封印してから、女神たちは世界──リリアヘイムに何をしたのだろう。

　魔界の仲間たちはどうなったのだろう。

　リリスは…………無事だろうか。

　そのときだ。

　──っ!?

　ふと、大きな力に引き寄せられるのを感じた。

　精神体になった俺を、この神聖空間の流れから引きずり出そうとするかのような、猛烈な魔力の波動だ。

　どこだ。これほど邪悪で心地ここちよい力……一体どこから!?

　邪悪な波動が強まっていく。加速を感じる。遠く彼方かなたへ引き寄せられていく──。

　その速度が頂点に達したとき。

　俺は、一切の思考を断ち切られた。




　ガッシャアアァァァァンッ!!




　激しい破は砕さい音おんが耳をつんざく。

　直後に衝撃。地面に倒れたのだとわかったのは、それからしばらく経たってからだ。

「……うぐ、ぐ……」

　自然と声が洩もれた。……声？　声が出せる、だと？

　いや、声だけではない。

　ざらざらとした地面を感じる。薬草のような匂においがする。ぼやけた視界の先には、石づくりの壁が見える。あと、身体が濡ぬれている。というかヌルヌルする。

　どれもこれも、精神体のままでは感じ取れないものばかりだ。

　ということは。もしや！

　混乱していると、ふいに声をかけられた。

「魔王……様？」

　こちらを見下ろすのは、幼い堕だ天てん使しだ。

　ツインテールにまとめたピンクの髪。頭上に浮かんだ黒い光こう輪りん。

　なだらかなラインを描えがく未成熟な身体を、扇せん情じよう的てきな黒革の衣装で包んでいる。

「もしもし、魔王様？　魔王……ジュノ様ですよね？」

　ジュノ──俺の名だ。

　幼女は緊張しているのか、やや表情がこわばっている。

　だが、間違いない。この愛あいらしい顔！　愛いとおしい声！

「リリス、か」

　切れ切れにそう告げると、次の瞬間。




『わああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁっっ!!』




　室内のあちこちから、少女たちの大歓声が巻き起こった。

　ここはどこだ？　リリスの他には誰がいる？　とっさに起き上がろうとしたが、身体が動かない。くっ、周囲の様子を確かめたいというのに。

　すると、後頭部にふにゅっとした感触がやってきた。

「あぁ、魔王様……魔王様ぁ……！」

　リリスが膝ひざまくらをしてくれたのだ。

　大きな瞳ひとみには涙があふれ、俺の身体にポタポタと滴したたってくる。

「リリス……会いたかったぞ」

　俺は右腕に力を込めた。よし、ゆっくりなら動かせそうだ。

　手を差し伸べ、リリスの頰ほおをそっと撫なでる。柔やわらかい。温かい。

「うぐっ、ひぐっ……リリスも会いたかったです魔王様ぁ……うわぁぁぁぁんっ！」

「リリス……うわぁぁっ!?」

　俺は目を瞠みはり、リリスよりも大きな声を上げてしまった。

　腕が！　封印される前は、漆しつ黒こくの鎧よろいそのものだった俺の腕が！

「人間族の腕、だと!?」

　そう。

　浅黒く、やや筋肉質の、人間族の腕になっていたのだ。

「な、なんだ、これは」

「あのぅ……ジュノ様。これ……どうぞ」

　別の幼女から手鏡を渡される。

　なんて完成度の高い鏡だ。これほど鮮明に対象を映す鏡など、見たことがない。

「これが……俺、なのか？」

　鏡に映し出されたのは、人間族の青年だった。

　紫がかった黒髪。利り発はつそうな瞳。とてつもなく整った顔立ち。

　しかし額ひたいに二本のツノが生えている。

　このかっこいいツノは以前、俺の鎧についていたモノと同じだ。

　少し額に力を入れると、ツノがスッと引っ込んだ。出し入れ自由というわけか。ツノがなくなると、いよいよ人間族の青年そのものである。

　いや、待て。待つのだ。頭とツノが痛くなってきた。処理すべき情報が多すぎる。

　──と、そこで気づいた。

　室内にいる魔族の少女たちの視線が、俺に集まっているのだ。

　主に、俺の下半身に。

　皆、なぜか頰を染めている。

　……まあ、それはともかく。ようやく視界がハッキリしてきた。

　見たところ、ここは工房のようだ。

　たくさんの魔導書がつまった本棚。床に描かれた複雑な魔法陣。

　そして砕けた巨大なクリスタル。

　クリスタルの中に入っていた液体が、破片と一緒に激しく飛び散っている。

　よし。だんだん気分が落ち着いてきたぞ。周囲の状況がわかったことだし、次の疑問を解決するとしよう。

「俺の身体は一体……」

　そうつぶやくと、リリスに手を握られた。

「ぐすっ、ぐすっ……えっへへ～♪　魔王様。積もるお話は、お風呂でしちゃいましょう。はい、こっちですよ～」

　リリスは泣きながら笑っている。

「まずは魔導溶液のヌルヌルを落としちゃいましょうね。ほい、あんよのおけいこですよ～。いっちに♪　いっちに♪」

「う、うむ……」

　リリスに手を引かれながら、赤子のようにヨチヨチ歩いていく。

　そんな俺たちの背後では、

「リリス様ずる～い！」「わたしもジュノ様と入りたいよぉ」「私もですぅ！」

　魔族の少女たちがブーブー文句を言っていた。

「まーまー皆さん。これは魔導研究師長の特権ってことで～♪」

　しかしリリスはどこ吹く風だ。まったく、この子はぜんぜん変わっていないな。







　奥の扉を出て、石づくりの廊下を歩き、短い階段をのぼる。そこにあった浴室に入ると、もうもうとした湯気に迎えられた。

　ほどよい熱気に目を細め、俺は感心のため息を洩らした。

「俺が封印されている間に、治ち水すい技ぎ術じゆつが発達したのだな……」

　浴室自体はさほど広くない。リリスぐらいの幼い魔族が六人も入れば満室だ。

　リリスによると、取っ手をひねれば湯があふれ、使用した湯は地中に敷かれた管を通って屋外へ排水されるのだという。さらに現代では、水を温める魔法が大幅に簡略化され、広く民に普及しているそうだ。

　大理石の床を踏みしめ、その便利さに感じ入っていると、

「魔王様が封印されてから三〇〇年……。この世界も、この国も、いろんなことが変わっちゃいましたよ。ささっ、どうぞ」

　全裸のリリスに促うながされ、小さな木のイスに腰かける。

　ここまで移動する間に、ずいぶん身体が動かせるようになった。

「三〇〇年か……」

　魔族は基本的に長命だ。三〇〇年という期間は、あくまで寿命の一部である。

　だが俺にとって、この三〇〇年は実際以上に長く感じられた。

　魔界の仲間たち──大切な家族と、いきなり離ればなれにされたのだ。

　神聖空間の中で、何度さびしさを感じたことか……。

　そこで俺はハッとした。

「リリス。するとお前は、俺を復活させるために……三〇〇年間、ずっと？」

「そりゃ～もう♪　じゃ、お背中流しま～す」

　さらっと応じ、リリスが俺の背後に回った。

　彼女が手のひらで俺の背中をこすると、身体が泡だらけになっていく。

　どうやら薬液をつけているようだ。すぐに魔導溶液のヌルヌルが落ちていき……なんとも心地いい。

　背中を丁寧にこすりながら、リリスは言う。

「魔王様が封印されちゃって、魔界も小さくなっちゃって……。でもリリス、諦あきらめなかったんです。みんなで魔王様を復活させようって声を上げて……それからず～っと、復活魔法の研究に打ち込んだんですよ」

「神聖空間から俺の精神体を引き揚げ、生身の肉体へ移す魔法か」

　三〇〇年前には存在しなかった術式だ。

　それを一から研究したとは。なんという想いの強さだ。

「ありがとう……リリス」

「いえいえ♪　魔界のみんなは魔王様が大好きなんです。心から魔王様を信頼してるからこそ、三〇〇年間、復活魔法のために魔力を分けてくれてたんですよ！」

　それだけの術式、発動させるには多大なる魔力が必要だろう。

　魔界のみんなが少しずつ魔力を出し合い、リリスたちが研究を続けたことで、やっと俺は復活できたのか……。

　感謝の想いで胸がいっぱいになり、じわりと目頭が熱くなる。

「むっ……」

　ふいに、瞳から熱い雫しずくがあふれてきた。……涙だ。

　以前の俺は涙など流せなかった。

　だが、これは……。

「リリス。人間の身体とは、良いものだな……」

　しみじみつぶやくと、リリスが俺の前へとやってきた。

　細い指先を俺の目もとに添え、そっと涙を拭ぬぐってくれたかと思うと、

「魔王様……復活、おめでとうございますっ！　だいだいだ～い好きですっ！」

　いきなりむぎゅっと抱きつかれた。

　あぁ……なんて柔らかい身体なのだ。

　幼い胸。その真ん中には、薄桃色の小さな突起。うっすら浮き出た鎖さ骨こつ、肋ろつ骨こつ。

「リリス……」

「ひゃんっ！　……もぉ、魔王様ったらぁ」

　思わず左右の手を伸ばし、彼女の小さな臀でん部ぶをつかんだ。

　とろけそうなほど柔らかな尻肉に、指先がむにゅっと埋まっていく……。

　あまりの心地よさに、俺は衝撃を受けた。

　硬い鎧と人間族の皮膚とでは、相手に触れたときの快感が段違いなのだ！

　この繊細な手があれば、もっとリリスを可愛かわいがれる気がする。

「むぅ！　リリス、これはすごいぞ！」

「はぁっ……んっ、んっ……魔王、さまぁ……ぁんっ！」

　リリスの尻は小さく、柔らかいのにハリがあり、指先をほどよく押し返してくる。

　──楽しい。幼女の尻を好き放題にまさぐるのは、なんて楽しいのだ！

「んぁっ、あぁぁっ……はぁぁんっ……！」
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　リリスが洩らす甘ったるい声も、興奮を刺激してきて…………む？

　そこで、ふと気づいた。

　股またの付け根がものすごく熱いのだ。患かん部ぶを見下ろし、俺は瞳を見開いた。




　股こ間かんにくっついている棒状の器官が、雄お々おしく膨ふくれ上がっていたからだ。




　な、なるほど。人間族の姿になったということは、コレも生えていて当然か……。

　この股間の巨木は、漆黒の鎧だった時分には存在しなかった器官だ。よって、特に興味や関心は持っていなかったのだが……いざ生やしてみると、どうにも落ち着かない。

「わわっ！　魔王様ったら……むふふっ」

　戸惑う俺をよそに、リリスはなんだか嬉うれしそうだ。大きな瞳をイタズラっぽく細め、膨張した器官を両手で握ってくる。

「ちょうどいいです。身体が動くようになってきたわけですし、コッチも正常かどうか、ちょっと試してみましょうか」

「リ、リリス。なにを……ふぐぅっ！」

　俺は低くうめいた。

　股間のダークネス・ブレイドを握ったリリスが、両手を上下に動かし始めたのだ。

「魔王様、いかがです？　シコシコするの……気持ちいいですかぁ？」

　ねっとりした口調でささやかれる。

　リリスの吐息が耳をくすぐり、ますます股間が熱くなっていく。

「えへへ♪　男の子は、こうすると気持ちいいって本に書いてありました。どうやらホントだったみたいですね」

　彼女の手のひらには薬液が残っている。

　それが滑りをなめらかにして、浴室内にぐちゅぐちゅという音が響き始めた。

「はぁ、はぁ、リリス……！」

　股間に甘い刺激が走る。予想外の快感に襲われ、自然と腰が浮いてしまう。

　俺はたまらずリリスを抱きしめた。しかし、その未成熟なぬくもりに触れていると、ますます気持ちが昂たかぶってきて──。

「リリス、しかし、これは……い、いいのか？」

　彼女に負担を強しいているような気がするのだが……。

　しかし、リリスはニッコリ笑ってうなずいた。

「いいんですよ魔王様。つるぺったんなリリスの身体で、こ～んなにおっきくしてくれたんですもの。リリス、とっても嬉しいです♪」

　パァッと、輝くような笑みを向けられる。

「そ、そうか。安心したぞリリス。股間が膨らむのは、むしろ良いことなのだな！」

「もちろんです♪　女の子を前にしたら、おっきくするのが作法というもの！　魔王様、どうか自信をお持ちくださいっ！」

　そしてリリスは声音を静め、

「三〇〇年前……魔王様は女神どもの封印魔法を受けながら、わずかに残った魔界の領土に転移魔法をかけてくれましたよね？」

　手首のスナップを利かせて、元気よく肉にく茎けいをしごき始めた。

　さらに、ときおり先端部分を手のひらでこね回してくる。

「転移魔法に力を注いだせいで、魔王様は封印されてしまいました。……ですけど、おかげでリリスたちは助かったんです。それから三〇〇年間、『マカイノ村』という名前を使って、なんとか生活を維持してるんですよ」

　リリスが両手の動きを速める。ヌルヌルになった股間が、なおも刺激される。

　腰の奥が……痺しびれてきた。

「マカイノ村は、『神聖アルテミス王国』の田舎いなか町まちってことになってます。女神王ヴィーナスは……魔王様を封印してから、リリアへイムを六つの国に分割したんですよ。で、今は配下の六芒の女神たちがそれぞれの国を統治してます」

　腰が──熱い。背筋が震える。

「この国の人間たちは、女神王ヴィーナスの他に、六芒の女神の一角である『アルテミス』を信仰してます。国名は、それぞれ国教になってる女神の名前がついていて……」

　そこまで言って、リリスはわずかに眉まゆを上げた。

「おや、むくむくって膨らみましたね。あぁ～魔王様、お顔がすっかりとろけちゃって。カワイイです♪」

「リ、リリス。このまま続ければ……俺の魔導砲が暴発を……」

「だいじょーぶですっ♪　我慢せず、リリスに向かってい～っぱい出してください！」

「う、うむっ……！　ならば──全力で解き放つぞ!!」

　ついに限界を迎えた俺は、リリスに向かって勢いよく腰を突き出した。

「アーン♪」

　彼女は両手を激しく上下させながら、口を大きく開けてみせる。

　そして。

　びゅるっ！　びゅるるるっ！　ぶびゅるるるるるるるぅっっ!!

　パンパンに張りつめた魔導砲の先端から、おびただしい量の白濁液が放出された。

　その瞬間の快感たるや──。

　全身がジワ～ッと甘い痺れに包まれ、意識が飛びそうになってしまった。

「んぁぅっ！　すごっ……たくさん……っ！」

　吐き出された粘液が、リリスの全身に容よう赦しやなく降りかかっていく。

　ピンクの髪。大きく開けられた口の中。そして幼い裸体へと……。

「はぁはぁ……あむっ、じゅぷっ……ぢゅるるるっ」

　全身にこびりついた白濁液を、リリスは美お味いしそうにすすっていく。額や頰から粘液をすくい取ってはちゅぱちゅぱと指をしゃぶり、口内に溜めているのだ。

「……ごっくん♪」

　待ちわびたように喉のどを鳴らし、うっとりと虚こ空くうを見つめるリリス。

「はぁぁ～……。魔王様の一番しぼり……リリスがいただいちゃいましたぁ～♪」

「う、美う味まいのか……？」

　荒い息をつきながら訊たずねると、リリスはボーッとしたまま、

「だって、魔王様の想いそのものですもの。そりゃ～もう美味しいですし、心が満たされますよぉ。魔王様の貴重な子種が、体内に入ってくる感覚……たまりません♪」

「そ、そうか」

　まあ、リリスが満足しているなら良しとしよう。

　すると彼女はポンと手を叩たたき、

「それはそうと魔王様。リリス、シコシコしながら、魔王様が封印されてからのお話をしましたけど……ちゃんと聞いてましたか？」

「…………」

「……魔王様？」

　小首をかしげるリリス。ここは魔界を統すべる王として、威い厳げんあふれる回答をしなければならないところだが、しかし。

「……気持ちよすぎて、何一つ覚えていない」

「で、ですよねー……」

　リリスがクスクス苦笑する。その表情の、なんと愛らしいことか。

　この子の前では正直になってもいいだろう。

　俺は、そう思った。
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　よもや、あれから浴室で一一回も精せいを放ってしまうとは……。

　そこまで放出したところで、股こ間かんの暗黒武装がやっと柔やわらかくなった。

　今の俺は魔ま賢けん者じやのごとく落ち着いた心持ちである。

　……で、身体からだを脱だつ衣い所じよで拭ふきながら、リリスに改めて現状を説明してもらった。

　まとめると、こんな具合になる。




・俺が封印された後、この世界──リリアヘイムは六つの国に分割された。




・六つの国には別々の国教がある。女神王ヴィーナスの配下、六ろく芒ぼうの女神たちがそれぞれの国で崇すう拝はいされている。なお、女神たちの長おさである女神王ヴィーナスは、すべての人間族にとっての崇拝対象である。




・女神王は五〇年前に代替わりした。『ヴィーナス』の名は次代へと継承され、先代の女神王は行方ゆくえをくらませている。




・ここマカイノ村は、六芒の女神の一角『アルテミス』を崇あがめる、『神聖アルテミス王国』の田舎いなかにある。以前は『シュピーゲルベルク王国』という名前だったが、アルテミスの支配が始まるにあたって国名が変更された。




・マカイノ村の人口は五〇〇名ほど。魔族のみんなは人間族に擬ぎ態たいする魔法によって、まわりの街や村と交易しながら細々と暮らしている。




　さて。ここで考えるべきは、『俺は今後、何をするのか』だろう。

　そのとき、リリスに声をかけられた。

「さぁさぁ魔王様、こちらへどうぞ♪」

　なんて無邪気な笑顔なのだ。さっきまで白濁液で全身ドロドロだったリリスだが、その後しっかり湯を浴びたおかげか、今では肌がツヤツヤだ。

「……うむ。この席だな」

　言われるがまま、イスに腰かける。

　浴室を出た俺とリリスは、工房の食堂へやってきたのだ。

　リリスは先ほどと同じ黒革の衣装。

　俺は『魔王の衣ころも』をまとっている。

　禍まが々まがしくも高貴な色合い。毛皮がついた豪ごう華かなマント。俺の復活を見越して、リリスたちが長年かけて仕立てていたらしい。

　時刻は昼下がり。食堂の規模は手て狭ぜまだが、人ひと気けはない。

　ちなみにこの施し設せつは、俺の復活魔法を研究するために建てられた工房らしい。

　俺が神聖空間に閉じ込められた後、リリスの主導で建造が決まったという。

　当初、研究はたった数人で始めたそうだ。

　それから少しずつ協力者が増え、今やリリスは二〇人の魔導研究師を束ねる立場になっている。彼女の役職は『魔導研究師長』だ。

　部下の半数は、当初からマカイノ村に住んでいた魔族。

　もう半数は、この三〇〇年のあいだに村で生まれた魔族らしい。

「よいしょっと♪」

　リリスが俺の対面に座った瞬間だった。

　ぐぐぐぅぅぅ～っ!!　俺の腹から、世にも奇妙な低音が響いた。

　思えば、さっきから未体験の欲求に襲われている。これは一体……。

　するとリリスがクスクス笑い、

「魔王様、お腹なかがすいちゃったんですね。カワイイですっ！」

　パッと席を立つと、奥の厨ちゆう房ぼうへ走っていった。

「お腹がすいた……か」

　なるほど、これが空腹か。以前は感じることなどなかったが、人間の身体を得た以上、空腹は宿命といえるだろう。面倒なものだ。

　ため息をついていると、リリスが戻ってきた。

　なにやら四角いトレーを持っている。

「お昼ごはんが残ってましたよ！　野菜のスープと黒パンだけですけど……ささっ、一緒に食べちゃいましょう♪」

「う、うむ」

　リリスはスプーンを手に取り、スープを一すすり。続いてパンを小さくちぎり、ポンと口に放り込んだ。

　リリスに何度も下半身を愛されているうちに、部下の少女たちは昼食を済ませたようだ。思えば、ずいぶん長いあいだ浴室にいた気がする。

「ん～っ、美味しいです！　お風呂でいっぱいえっちな運動しちゃったせいか、パンとスープが身に沁しみますねぇ～♪」

　リリスは幸せそうに表情をゆるめている。食事など、面倒なだけではないのか？

　そう思いつつ、彼女の仕し草ぐさを真ま似ねてスープをすすり、パンを食べる。

「……むぉっ!?」

　瞬間、俺は目を剝むいた。口内に広がるコレは……旨うま味みというやつか！

　以前は食事など不要だった。よって、旨味とやらを感じることなどなかったが……なんということだ。

　コレを味わわぬまま生きていたとは、大いなる損失だ！

「あぐっ、むぐっ……ずずっ……！」

　俺は一心不乱にパンをかじり、スープを飲んだ。

　美味い。美味すぎる！　人間の身体はすばらしいぞ！

「おぉっ！　魔王様、いい食べっぷりです！」

「リリス、もう一杯スープをくれ。パンも……もっとだ！」

「はいは～い♪」

　パン、スープ、パン、パン、スープ。

　やがて満腹を迎えた俺は、イスにゆったり寄りかかった。

「はぁ～……。満たされたぞ。満腹とは、なんと心地ここちいいことか……」

「性欲に食欲。生身の身体はご満足いただけましたか？」

「ああ、大いに満足だ。生理的欲求を満たすのが、これほど心地いいとは」

　この身体は、おそらく夜になれば睡眠を欲するはずだ。睡眠欲──さぞかし官かん能のう的てきなのだろう。楽しみである。

　そのとき、リリスが思い立ったように腰を上げた。

「魔王様、腹ごなしに運動をしましょう！」

「運動か。よ、よし。望むところだ」

　俺も立ち上がり、彼女に迫っていく。

「……とはいえ、しばらくは出せそうにないのだが……」

　一抹の不安を抱いていると、リリスがプッと噴き出した。

「やだもー魔王様のえっち！　ぴゅっぴゅするんじゃなくて、魔王様の肉体がどこまで魂たましいとマッチしてるかテストするんですよっ！」

「むぐっ……」

　勘違いか──。くっ、恥ずかしい。顔が熱くなってきたではないか。人間の身体の、なんと不便なことよ！

　恥じらいを吹き飛ばそうと、声を低くして訊ねる。

「コホン。して、リリスよ。俺の禍々しき漆しつ黒こくの魔ま導どう鎧がい装そうだが……この身体で、アレの力を発はつ揮きすることはできないのか？」

　漆黒の魔導鎧装──。

　三〇〇年前、女神たちに封印されるまで、俺の身体は鎧そのものだった。

　生身の肉体は存在しない。魔王ジュノたる思念体が魔導鎧装と一つになることで、〝俺〟という存在を形づくっていたのだ。

　その威力の一端を、今の身体で使うことができれば……。

　俺の願いに、リリスは首肯した。

「もちのロンです♪　魔王様の魂と融合した肉体に、あの魔導鎧装と同等の能力を付与するための術式は、一五〇年ぐらいかけてキッチリ構築しましたから！」

「でかしたぞ、リリス！」

「魔王様ぁ～！」

　俺が両腕を広げると、そこへリリスが飛び込んできた。

　彼女を抱きしめ、しばらく二人で小躍りする。

　だが、話には続きがあるらしい。

「とはいえ、すぐに全力全開の威力を発揮するのはムリっぽいです。魔王様の魂と肉体がマッチするにつれて、だんだん完璧な状態に近づいていく感じですね」

「まあ、それが道理だろうな」

　この身体で生活していれば、いずれは力を取り戻せるというわけだ。

「では、『審しん理りの魔ま眼がん』は使えるか？」

「たぶん平気ですっ！　試しにやってみますか？」

　俺はうなずき、リリスを床に下ろした。

　両目にグッと力を込めて、魔力を集中させていく。

　審理の魔眼。

　それは、魔族の瞳ひとみに与えられた能力の一つだ。

　効果は単純にして奥深い。

　審理の魔眼で相手を見つめることで、その力量を分析できるのだ。

　どれだけ詳細な情報を得られるかは、審理の魔眼の使い手次第である。

「それじゃあ魔王様ぁ～」

　くねるような声で、リリスが妖あやしい流し目を送ってくる。

「リリスのこと……い～っぱい見てくださぁい」

　食堂の床にしゃがみ込んだかと思うと、彼女はそのまま両脚を大胆に広げてみせた。

　黒革に包まれた幼い秘部が、ぐいっと前方に突き出される。

　右手で大げさに前髪をかき上げ、誘さそうような視線を向けてきて……。

「むんっ！」

　俺は瞳を見開いた。リリスの幼くも扇せん情じよう的てきなポーズを、穴が開くほど強く見つめる。

　なるほど、さすがリリスだ。

　股間を見せつけるようなポーズによって俺の視覚をほどよく刺激し、審理の魔眼が発動しやすくしているのだ！

　両目に魔力が集まっていく。魔力の膜が眼球を包み込む。

　そして──。

「見えたぞ！　…………ん？」

　視界の中のリリス。その傍かたわらに、ぼんやりと文字が浮かんでくる。

　以前の俺は、相手の名前、種族、職業、趣味、武器、所持金、力、耐久、敏びん捷しよう、魔力、魔法、スキル……といった数値を、くわしく読み取ることができた。

　だが、今は──。




【名前】リリス　【バスト】ぺったん　【ウエスト】なだらか　【ヒップ】かわいい




　……ガクリ。俺は床に崩れ落ちた。

「な、な、な……」

　たったこれだけだと!?　情報はアバウトすぎるし、そもそも何だこの項目は。バストだのヒップだの、魔王のくせに性欲に支配されすぎではないか!?

　いや、待て。

　思えばこの身体を手に入れてから、射精しかしていないな……。

　クッ。となると、この結果は必然か。

「魔王様、元気を出してくださいっ！」

　俺の魔眼のていたらくを察したらしく、リリスが駆け寄ってきた。

　慰なぐさめるように俺の肩をなで、

「大丈夫ですっ。魔導鎧装と同じく、魂と肉体がマッチするにつれて、審理の魔眼もどんどん正確になるはずですから！　……で、魔王様。リリスのカラダから、どんなかんじの情報が読み取れたんですか？」

「ま、まあ、それは置いておくとしてだな」

　リリスから目をそらし、威い厳げんたっぷりに立ち上がる。ここは話題を変えねば。

「俺は、これから何をするべきだろうか？」

　それは当初から気になっていたことだ。こうしてリリアヘイムに復活を遂とげ、しかも魔王たる力は、どんどん高まっていくという。

　いちばん先に思いつくのは……。

「そりゃ～もちろん、魔王様を封印した女神たちをボッコボコにして、リリアヘイムを征服するっきゃないです！」

　リリスが人さし指をピンと立てる。瞳がキラキラ輝いている。

「やはり、そう思うか」

　俺は顎あごに手を添えた。

「神聖空間に閉じ込められていたとき、たしかに俺もそう考えていた。麗うるわしくも憎たらしい女神たちに制裁を加えようと、新たな術式も編み出したのだ」

　新たな術式──魔ま導どう調ちよう律りつのことである。

　俺の言葉を耳にして、リリスはますます鼻息を荒くした。

「でしたら話は早いです！　ふくしゅーですよ、ふくしゅー！　魔王様のお力を、今こそリリアヘイム中に轟とどろかせるのです。リリアヘイム魔界化計画ですよっ！」

　リリアへイム魔界化計画──。

「……ごくり」

　その悪魔的な語感に、思わず生なま唾つばを飲み込んでしまった。

　が、しかし。

　俺はゆっくり頭かぶりを振った。己の手のひらを見下ろして、

「この身体でリリスを抱きしめたとき、俺は〝ぬくもり〟の尊とうとさを知り、いっそうお前を愛らしいと思うようになった。もし、リリアヘイムの支配に乗り出し、女神どもと戦いを繰り広げれば、多くの犠ぎ牲せいが出てしまうだろう」

　そっと手を握る。リリスを見つめる。

「大切な家族が傷つくのは、もう嫌なのだ。このマカイノ村で、魔族の皆とともに平和に過ごすのも悪くないのではないかと、今は思っている」

「魔王様……」

　リリスはしばしポカンとして、

「魔王様のそういうところ、リリス……好きです」

　じわっと赤く、頰を染めた。どうやらわかってくれたようだ。

　俺はホッと息をつく。

「今、人間族は女神どもが見守っているのだろう？　信仰とは信頼関係に他ならない。双方の関係が上手くいっているならば、この世界の片隅で、ひっそりと平和を享きよう受じゆするのも魔族の生き方の一つでは……」

　そこまで口にしたところで、




「それがですね、魔王様。現代のリリアヘイムは結構ヤバイことになってるんです」




　いきなり言葉を遮られた。

　リリスは短く呪文を詠えい唱しようし、床をコツンと殴りつける。

　すると、床に円形の魔法陣が発生した。

　ピンク色の燐りん光こうが舞い散る。リリスの魔法陣の特徴だ。

「これは……遠とお見みの魔法か」

　魔法陣の中央──円形の空白に、どこぞの街の景色がゆらゆらと浮かんでくる。

　石やレンガの建物群。石いし畳だたみを歩く人間族。

　建物は、どれも民家や商店のようだ。

　だが、そこを歩く人間族たちの様子を見て、俺は目を疑った。

「なんだ……これは」

　老ろう若にやく男なん女によを問わず、誰もが淀よどみきった目をしているのだ。足取りは重く、背筋は曲がり、表情も暗い。

　魔法陣の景色が変わった。こちらでは、大勢の人間族が殴り合っている。目を血走らせ、拳こぶしを赤く染めながら……。

「この街、神聖アルテミス王国の王都なんです」

「アルテミス……つまり、マカイノ村がある国か」

　リリスがうなずく。

「これほど王都が荒廃するとは。憲けん兵ぺいや騎士団、王族どもは何をやっているのだ？」

　俺が眉まゆをひそめると、再び魔法陣の景色が変わった。

　これは……王都の城内だ。

　美しく磨かれた大理石の大広間。

　そこでは酒しゆ宴えんが開かれ、飲めや歌えやの大騒ぎが繰り広げられている。

　服装を見る限り、王族や貴族たち……それに憲兵隊や騎士団もいるようだ。

　疲ひ弊へいした民や荒廃した街をほっぽり出し、こやつらは何を……。

　彼らの背後には女神像が見える。

　長い髪。大きなタレ目。たっぷり実った二つの膨ふくらみ。

　このむちむちした肉体──間違いない。六芒の女神の一角、アルテミスの像だ。

　女神たるもの、人間族の堕だ落らくを見過ごすなど言ごん語ご道どう断だんである。

　なのに、どうしてこのような有様に……。

「ほ、他の国はどうなっているのだ？」

　六芒の女神どもは、それぞれ自分の国を持っているという。この国が腐ふ敗はいしているのは明らかだが、さすがに世界中がこうなっているわけではあるまい。

　だが、リリスは左右に首を振る。

「どこの国も、大なり小なり腐っちゃってます。国を動かしたり、民を統すべる立場の人間族が、ことごとくポンコツのダメっ子になっちゃいまして。ですけど、六芒の女神は誰ひとりとして動こうとしなくてですね……」

　天界の女神どもと国家の上層部が機能しなくなった結果、民の生活が困こん窮きゆうし、心が荒すさんでしまったというわけか。

「では、この状況に立ち向かおうとする人間族は現れなかったのか？」

「ポツポツ現れたんですけど、み～んな非ひ業ごうの死を遂げちゃいました……。このダメダメすぎる状況を、まるで女神どもが望んでるみたいなかんじなんです」

　絶句する。

　詳くわしいことはわからないが、これは明らかな異常事態だ。俺が眠っている三〇〇年のあいだに、リリアヘイムはどうなってしまったのだ。

「これなら、俺が支配した方がマシなのではないか……？」

　胸の奥に、ふつふつと熱気が込み上げてくる。

　リリスを見つめ、俺は力強くうなずいた。

「リリアヘイム魔界化計画──やるぞ、リリス！」

「うっは～！　それでこそ魔王ジュノ様ですよぉ～！」

　リリスは瞳に星を散らし、その場でぴょんぴょん飛び跳ねた。

　これで方針は固まった。

　国を治められない無能でむちむちな女神──アルテミスを叩たたき潰つぶし、俺が代わりに人間族を支配するのだ。

「手伝ってくれるな、リリス？」

「もっちろんで～す♪」

　互いの気持ちを確かめ合ったその瞬間。




　ヴィ────ッッ!!　ヴィ────ッッ!!




　円形の魔法陣から、けたたましい音が鳴り響いた。

「これは……まさか敵襲か？」

「そのようですね……。まだけっこう距離がありますけど、一直線にマカイノ村に向かってるっぽいです！」

　魔法陣の景色が変わる。森の中だ。

　白はく銀ぎんの鎧をまとい、剣やランスで武装した騎馬隊の姿が映っている。

　その数、約三〇。練度は高いらしく、山道をものともせずに進軍してくる。

「よし。迎え撃つぞ、リリス」

「はい、魔王様！」

　この国を女神から取り戻すと決めた以上、足踏みなどしていられない。

　史上最強の快楽魔法『魔導調律』で、すべてを蹂じゆう躙りんしてやるのだ！
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　マカイノ村に接近する一団は、この国の第四王女が率いる騎馬隊らしい。

　リリスによれば、

『むぐぐ。魔王様が復活した衝撃で、魔力の波動が周辺地域にブワーッと広がったんです。一瞬だけだったんで大丈夫だと思ったんですが……ちょうど、近くに王女たちがいたみたいですね』

『マカイノ村のまわりには、普段から強烈な人払いの結界を張ってるんですよ。ですけど魔王様の魔力が強すぎて、その波動を結界の外で感知されちゃったっぽいです』

　とのことだ。

「王女だというのに、こんな田舎いなかで何をしているのだ？」

「あー……。そうですよね、そこから説明しちゃいましょう」

　リリス曰いわく、この三〇〇年間はつくづく激動の時代だったらしい。

　俺の封印をきっかけに、六ろく芒ぼうの女神どもが各国を支配するようになった。

　つまり、国の頂点に宗教が据すえられたのである。

　相対的に王族の力は弱まってしまう。

　そんなある日、事件が起きた。

　魔界の残党狩りの最中、当時の勇者が死亡したのだ。

　勇者か……。人間族のわりに厄やつ介かいな相手だった。

　それはさておき、この一件で勇者の血けつ脈みやくは途絶えてしまった。

　勇者とは、民の希望の象徴だ。国内には大きな動揺が走ったという。

　そのとき出しゃばってきたのが、当時の国王だった。

　なんと、『王族が勇者の代わりに戦う』と言い出したのだ。

　民の希望の象徴となることで、王族の権威を回復させようとしたのである。

「──と言っても、王位継承権が上位の王族たちは、王都でベロンベロンに酔っ払ってるんですけどねぇ……」

　説明を終えたリリスは、深いため息をついた。

　実質、勇者の代理として仕事をしているのは、王位継承権が下位の王族らしい。

　へんぴなところへ野生の魔ま獣じゆう狩りに出かけたり、人間同士のトラブルを解決したり、民の希望の象徴として式典に参列したり……。

「ほほぅ。つまり先頭のおなごが、この国の王女というわけか」

　魔法陣に映し出された少女に、視線が吸い寄せられていく。

　きらめくようなロングの金髪。色白の肌に、キリッとした大きな瞳ひとみ。騎上の姿勢は美しく、その横顔は世にも凜り々りしい。

　なにより、胸の膨ふくらみっぷりがすごい……。彼女の白馬が脚を進めるたびに、たゆんたゆんと官かん能のう的てきに揺ゆれているのだ。

[image: ]

　しかし、不自然なほど表情が硬い。

　その理由に思いを巡らせ──俺はニヤリと口角を上げた。

「どれだけ胸がたゆんたゆんだろうが、奴らは敵だ。俺の大切な家族を脅おびやかす者は、決して許さぬぞ！」

「えぇ、やっちゃいましょう！」

　リリスが食堂の床を叩く。すると新たな魔法陣が発生した。

　同じく円形だが、先ほどよりも径が大きい。これは転移魔法のゲートである。

　リリスは振り返り、ほのかに眉まゆ尻じりを下げた。

「あ、あの……リリスたちだけで大丈夫でしょうか？」

「問題ない。この身体を慣らすには丁度いい相手だろう」

　なぜならば。

「俺の身体はリリスの尊とうとい作品だ。お前の腕を、俺は心から信じている」

「魔王様……！」

　リリスが頰を赤らめ、胸のところでギュッと両手を組み合わせる。

　彼女の背中に、そっと手を添え──。

　俺たちは魔法陣の中へ飛び込んでいった。







　ゲートの出口は森の中。

　うっそうと茂った木々を切きり拓ひらき、申し訳程度に整備された道だ。道幅は、馬車が一台通れるほど。

　この道を進めばマカイノ村だ。王女どもを通すわけにはいかない。

「……ふむ」

　聖なる波動が、俺の肌をチリチリ灼やいてくる。どうやら王女は女神の加か護ごを受けているようだ。

「魔王様、作戦はどうしましょう？」

　傍かたわらのリリスが言う。

「俺が合図を出したら結界魔法を使い、王女と部下を分断してくれ。以上だ」

「は、はいっ……って、それだけですか!?」

「それだけで充分だ」

　俺は右手を掲げ、五本の指をワキワキ動かした。

「三〇〇年かけて錬ねり上あげた魔ま導どう調ちよう律りつで──あの金髪王女を手に入れるのだ」

「ごくり……。つ、ついにアレを使っちゃうんですね!?」

　魔導調律の概要は、すでにリリスに伝えている。

　史上最強の快楽魔法が、あの高貴で凜々しい王女をどれほど乱れさせるのか……。考えるだけで胸が高鳴ってくる。

「すー……はー……。うむ。森の空気はなんとも爽さわやかだな。さあ、リリスも深呼吸だ。二人でハァハァしていては、いまいち格好がつかんからな」

「で、ですね。すーはーすーはー。リリスのムラムラ、落ち着いてくださいっ。すーはーすーはー……」

　二人で興奮を抑え、王女たちの到着を待つ。ちょっとした仕掛けのために、魔力を体外へ洩もらさないようにして……。

　その後。

　さほど待つまでもなく、奴らは姿を現した。

　木々の向こうに白馬の頭が見え、王女の騎馬隊がこちらへ近づいてくる。

　奴らも俺たちに気づいたようだ。

　先頭を行く金髪王女が、柔やわらかな笑みを見せる。

「失礼、貴族さん。そこを通してくれるかしら？　私はスピカ・フォン＝シュピーゲルベルク。ご存じ、神聖アルテミス王国の第四王女よ」

　なにが『ご存じ』だ。それに、魔王の衣をまとった俺を貴族だと思っているらしい。

「高貴で崇すう高こうなる私たちの王女様が、邪悪な魔力を感知したのです」

「さあ、脇へどいてください。史上最高の美び貌ぼうを誇る王女様のお通りですよ」

　部下の少女らが賞賛の言葉を続ける。

　──そのときだ。

　第四王女・スピカの眉み間けんに小さな皺しわが刻まれた。せっかくの美人が台無しだ。

　しかし、すぐに表情を整え、

「驚かずに聞いてほしいわ。この近くで魔王が復活したようなの。それはもう邪悪な魔力をまき散らしていて……」

　その言葉の途中で。

「スピカよ。キサマがお探しの魔王というのは……」

「こぉんな魔力を発してましたかぁ～？」

　俺とリリスは、体内に抑えていた魔力を──一気に解放した！

　ゴゴゴゴゴ……!!

　その衝撃で地面が円形にえぐれ、禍まが々まがしい魔力の波動が周囲に弾け拡がった。

　邪気をはらんだ大風が巻き起こる。

　風圧で木々が倒れていく。

　よほど驚いたのか、スピカの白馬が激しくいななき、前脚を高く上げた。

「なっ!?」

　慌あわてて手た綱づなを引っ張るスピカも、両目を大きく見開いている。

　無理もない。

　追いかけていた魔王の力が、いきなり目前の男から発せられたのだ。

　いたずら、大成功である。

「フハハハハッ！　リリスよ、王女の顔を見るのだ！」

「うわっ、ビビリまくりですね！　めっちゃ無ぶ様ざまです！」

　露骨すぎる挑発だが、しかし王女はノッてきた。

「バカにして……！　みんな、魔王が現れたわ！　ここで討伐するわよ！」

『ハッ、スピカ様！』

　およそ三〇名の部下たちが、ビシッと声をそろえる。

　すぐさま馬を下り、それぞれ武器を構えた。片手剣、双剣、槍やり、メイス……三〇〇年経っても、武器の種類にさほどの違いはなさそうだ。

　そこで満を持して、王女スピカが馬を下りてくる。

「答えなさい。あなたが魔王ジュノなの？」

　腰の剣を颯さつ爽そうと引き抜き、射い貫ぬくような眼光を放ってきた。

「いかにも。俺が魔王ジュノだ。この幼き堕だ天てん使しリリスによって、三〇〇年ぶりに復活を遂げた。人間族の姿でな」

　俺は余裕たっぷりに答える。

　するとスピカの背後から、少女たちの声が聞こえてきた。

「あの殿との方がたが魔王なの？」「わっ、いい男……」「きれいな顔……」「見た目に騙だまされちゃダメよ！」「そうよそうよ、スピカ様の方がルックスは上だわ！」

「魔王ジュノ──覚悟！」

　やたらとハデな装飾が入った剣を、スピカは大上段に構えた。

　ふと、俺は首をかしげる。

　スピカの部下たちが、彼女の背後に隠れているのだ。せっかく武器を持っているのに、陣形を組むこともなく……。

　やがて、部下の少女らが声を上げ始めた。

「われらが敬愛する最強無敵の王女スピカ様に、大いなる力を！」「神聖アルテミス王国ばんざい！」「届け、この想い……スピカ様の御み心こころへ！」

　部下たちの身体から魔力が発せられる。

「親愛なる尊き王女様に、われらのすべてを捧ささげます！」「全国民の命と希望を、スピカ様のもとへ！」「神聖アルテミス王国が誇る、史上最も貴き華はなよ！」

　そして全員の魔力が、スピカの剣へと集まっていった。

　すぐに刀身が金色に輝き始める。

　光はどんどん強くなる。聖なる魔力が周囲にあふれ、俺の肌を熱く灼いた。

　そうか、このスピカという女──。

「なるほど。キサマは魔法剣の使い手か」

　景色が金色に染まる中、俺はうなずきながら言った。

　魔法剣とは、文字どおり剣に魔法を宿す技だ。

　しかもスピカたちがやっているのは、いわば合体魔法剣。三〇名ぶんの魔力を使って強大な一撃を放とうとしているらしい。

　これは、三〇〇年前には存在しなかった術式だ。威力は相当なものになるだろう。

　だが、どうしたことか。

　華々しい言葉を浴びるたび、スピカの表情が少しずつ歪ゆがんでいくのだ。

　彼女が何を思っているのか──すでに予想はついている。

　俺は口もとを曲げた。

「つまり実質、この部隊で戦うのはキサマ一人というわけだな、スピカよ。愚かな部下どもはキサマを盾にして、安全なところから魔力を供きよう給きゆうするばかり……」

「……ッ！」

　スピカの眉間に、また深い皺が寄った。

　頰が引きつり、奥歯をギリッと食いしばる。

「な、ななな何てことを言うの!?　み、みんな私の大切な仲間よ！」

「ほほう？」

　なんて露骨な反応だ。疑惑が確信に姿を変える。

「では、確かめてみるとしよう」

　俺は両目に魔力を集めた。発動させるのは、審しん理りの魔ま眼がんだ。

　先ほどよりも精せい神しんと肉体が嚙かみ合あっている気がする。今ならば、より詳細な情報を得られるはず──。

　ほどなくして、スピカの周囲にさまざまな項目と数字が浮かび上がってきた。




【名前】スピカ・フォン＝シュピーゲルベルク

【種族】たぶん人間族

【職業】おうじょ、ま法けん士

【趣味】ポエムづくり

【筋力】およそ一〇〇？

【防御】【器用】【敏びん捷しよう】【所持金】まあそこそこ？

【魔力】八〇～一二〇ほど

【知力】二〇

【性欲】八八〇

【ストレス】三二〇以上




「ふむ……なるほどな」

　よし。さっきリリスに使ったときよりも、いくらか精度が上がっているな。

【筋力】と【魔力】は、女神の加護を受けているだけのことはある。

　三〇〇年前の基準になるが、人間族の成人男性の【筋力】は、どれだけ鍛えても四〇～五〇程度。【魔力】に関してはゼロの者がほとんどだ。

　残念すぎる【知力】の隣におかしな項目があるが、ここで俺が注目したのは──。

【ストレス】である。

　まさか三二〇以上とは。人間族ならば、心が壊れても不思議ではない数値だ。

　これこそ、審理の魔眼の真しん骨こつ頂ちよう。

　相手の心と身体の情報を読み取り、弱点を探ることができるのだ！

　自身の背後に隠れる部下。のしかかる期待。歪められた表情。

　──スピカを堕おとすためのカギが出で揃そろった。

　そのとき、近くの地面に一本の剣が突き刺さった。スピカの部下が放り投げたのだ。

　全身に金色の魔力を湛たたえたスピカが、キリッと宣言する。

「魔王ジュノ、剣を執とりなさい。神聖アルテミス王国の第四王女として、丸腰の者は斬きらないようにしてるのよ！」

　すかさず部下たちが騒ぎ立てる。

「さすがスピカ様！」「あぁ、誇り高き王の剣つるぎよ！」「スピカ様の慈悲深さ、いつもながら感服いたします！」「スピカ様ばんざい！　神聖アルテミス王国ばんざい！」

　ますます魔力が高まっていく。ますますスピカの顔が歪んでいく。

「ま、魔王様……」

　リリスが心配そうに見上げてきた。

　ピンクの髪を優しくなでて、俺は一歩、前へ出る。

「結界魔法の準備だ。だが、俺が合図を出すまでは発動させるな」

　そう言い残し、地面に刺さった剣を執る──。

　──はずもなく、軽く足あし蹴げにした。構わず前進する。

「なっ!?」

　スピカが瞳を見開いた。部下の少女たちも同じく。

「王女を屠ほふるのに剣は不要だ」

　俺はスピカを見すえ、悠然と近づいていく。

「槍も、メイスも……すべて不要だ。王女ごときを終わらせることなど造作もない。この魔王ジュノにとってはな」

「くっ……！」

　瞬間、スピカの顔に敵意が燃えた。両手に力が込められる。

　大上段に掲げられた剣には、充分な魔力が溜まっている。部下たちの魔力をすべて吸い上げたようだ。

　ならば──来るか。

「天にまします我らが女神、アルテミス様──今こそ私に紅ぐ蓮れんの加護をッッ!!」

　スピカが叫ぶ。

　その剣を軸にして、巨大な炎の竜巻が生み出された。

　一瞬にして灼しやく熱ねつが巻き起こる。熱風が吹きつけ、視界のすべてが真しん紅くに染まる。

　スピカは大いなる気合とともに、豪ごう炎えんの魔法剣を振り下ろした。

「クリムゾン・デス・インフェルノォォォォォ!!!!」

　熱気が迫る。聖なる魔力の塊かたまりが襲いかかってくる。

　だが、俺は避けない。

　漆しつ黒こくの魔ま導どう鎧がい装そう。その防御力を、この肉体が宿しているならば。

　魔法、物理を問わず、どれほど強力な攻撃にさらされても。




　回避の必要など、皆無だ。




　──衝撃。

　俺の脳天に、魔法剣が直撃した。

　閃せん光こう。爆熱。聖なる魔力が全身を駆け巡る。

　まわりの木々が容よう赦しやなく吹き飛んでいく。地面が大きくえぐられる。

　スピカの部下たちの悲鳴が聞こえてきた。

　視界は真紅。一面の炎だ。ほう、人間族のくせに大した魔法剣だ。

「フフッ……」

　しかし、俺は嗤わらった。

「聖なる女神の加護を欲しているくせに、デスだのインフェルノだのと……。これが知力二〇の限界か」

　スピカの魔法剣がもたらした大破壊が収まり、俺の視界が晴れたとき。

『……ッッ!?!?』

　目の前には、無様に驚きよう愕がくするスピカたちがいた。「な、な、な……！」「バカな……！」などと混乱を露あらわにしている。

　そんな中、当然のように無傷の俺は、背後のリリスに告げた。

「リリスよ。最高の肉体……改めて感謝するぞ」

「あぁぁよかったです魔王様！　三〇〇年かけた甲か斐いがありましたっ！」

　俺が盾になったので、リリスのぷにぷに肌は無傷である。

「さて──。それではこちらも反撃といこうか」

　俺はパチンと指を鳴らした。それが合図だ。

「魔王様の御心のままに……っ！」

　すかさず、魔法剣によってえぐられた地面をリリスが殴りつける。

　発生するのは紫色の魔法陣。今度は大小の三角形を組み合わせたような形状だ。

　標的は、第四王女スピカ。

「……ッ！　スピカ様、危な──」




　──────景色が途切れ、静せい寂じやくが訪れる。




　勘のいい部下は気づいたようだが、時すでに遅し。

　俺とリリス、スピカの三人は、禍々しくも心地ここちいい魔空間に転移したのだ。

　周囲はよどんだ紫色。邪悪で甘美な瘴しよう気きが、モヤのように立ち込めている。

「うぐっ……！」

　その空気にあてられたのか、スピカが苦しげにうずくまった。

　しかし気丈に俺を睨にらみ、

「こ、この卑ひ劣れつ漢かんめ……！　これから私をどうしようというの!?」

「お前には今日限りで王女を辞めてもらう。俺の忠実なる下げ僕ぼくとなれ、スピカ」

「ふんっ、なるわけないわ！　私は神聖アルテミス王国の第四王女にして、王族最強の魔力を持つ者、スピカ・フォン＝シュピーゲルベルクよ。あなたなんかに、決して屈したりしないわ！」

「ほほう。我が熟練の愛あい撫ぶに、果たしてどこまで耐えられるかな？」

　俺は見栄を張りつつスピカに近づき、両手を伸ばした。

　目標は、スピカのたわわな胸の膨らみ。

　これはあくまで魔導調律の下準備であり、ただの好奇心や性欲による行動ではない。

　本当の本当に、断じて違うのである。
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「くっ……無礼者！　んぁっ、はぁんっ……！」

　私は奥歯をきつく嚙みしめた。

　首を巡らせ、私を後ろから抱きしめている男に嫌けん悪おのまなざしを向ける。

　背後の男。

　それは人類の宿敵。三〇〇年ぶりに復活を遂げた、魔王ジュノだ。

「は、離しなさい！　ふぁっ、んんっ……わ、私を誰だと思ってるの!?」

「スピカ・フォン＝シュピーゲルベルク。今は神聖アルテミス王国の第四王女だが、すぐに俺の下げ僕ぼくとなるおなごだ」

「げ、下僕なんて……んぁっ、バカにしないで！　……あぁぁっ、はぁっ……！」

　私の口から、おかしな声が洩もれる。

　自分が発したとは思えない、淫みだらではしたない声……。

　無理もない。

　鎧と服を剝ぎ取られ、今や身につけているのは下着だけ。

　さらに、背後から魔王に抱かれ、剝き出しになった乳ち房ぶさを優しく、執しつ拗ように揉もまれたら、誰だってこんな声が出てしまう……はずだ。

　断じて、私がえっちなわけじゃない！

「ぶ、ぶれいものぉ……！　はぁぁっ、んぅっ……ひぁぁぁっ！」

　再び叫ぶ。全身を巡る魔ま道どう経けい絡らくが焼き切れそうなほど、悔しくて、恥ずかしくて、頭が変になりそうだ。

　身をよじらせても、魔王の拘こう束そくは揺ゆるがない。

　伝承によると、魔王は常に禍まが々まがしい鎧をまとっているらしい。

　だけど、今は半裸だ。

　鍛え抜かれた上半身が、私の背中にぴったりくっついている。

　背中に感じる、しなやかな筋肉の感触──。

　割れた腹筋。ぶ厚い胸板。

　なのに汗くさいなんてことはなく、ほんのり良い匂いがしてきて……。

　くっ。魔王のくせに、私がドキドキするほどの肉体美を誇るとは。なんて卑ひ怯きような！

　それに、顔だって人間そのものだ。

　紫がかった黒髪。やや長めの前髪からのぞく、優しげな瞳ひとみ。

　見た目だけなら真ま面じ目めそうな好青年なのに！

　でも……さっきから私の胸をしつこく触り続けている。

　手のひら全体で円を描くように揉んだり、下乳に指先を添えてたぷたぷしたり……あぁぁ！　こ、こんなの……気持ちよしゅぎて、我慢れきないわよぉぉぉ……!!

「はぁぁんっ……！　んあっ、あぁぁっ！」

　いよいよ耐えられなくなってきた。

　お腹の奥が……熱いぃぃ……。

　するとそのとき、

「プププ！　さっきから魔王様を罵ば倒とうしてるくせに、感じちゃってるのがバレバレですね～♪　憎い相手にされちゃうと、逆に〝イイ〟って聞きますけど……ぶっちゃけどんなかんじです？」

　私を小馬鹿にするような声が聞こえた。

　声の主は背後の男──魔王ジュノではなく、さっきから私の乳房をジーッと観察している幼女だ。

　見た目は一〇歳ぐらい。ピンクの髪をツインテールにまとめ、頭上には黒い光こう輪りん。

　見ているこっちが恥ずかしくなるほどの扇せん情じよう的てきな衣装に身を包んでいる。

　黒革と金具でできた服だ。とても一〇歳が着ていいデザインじゃない。

　こいつの名前はリリス。さっき、魔王ジュノにそう呼ばれていた。

「くっ……！」

　リリスを睨にらみつける。

　この子……見た目は幼女だけど魔族であり、たぶん結界師だ。

　私は今、魔空間に閉じ込められている。

　空間全体が紫色のウネウネした瘴しよう気きで覆おおわれた、世にもおぞましい場所だ。

　リリスが地面を殴った瞬間、周囲の景色が変化した。

　こいつの結界魔法によって、私は部下たちと分断されてしまったのだ。

「ひぅんっ！　き、気持ちよくにゃんか……んんっ！　にゃ、にゃいんだからぁ……はぁぁんんっ！」

　どうしても声がえっちになってしまう。だって、その間も魔王はずっと私の胸を触り続けているのだ。

　指先を乳肉に沈めてぷにぷに揺らしたり、乳にゆう輪りんをゆっくりなぞったり。

　とにかく優しく、興味深そうに……。

「ふーッ！　ふーッ！」

　歯を食いしばって快感をこらえていると、リリスは呆あきれたように言う。

　大げさに肩をすくめ、

「いやいや、もう顔がトロットロじゃないですか～。瞳は虚うつろ。口はだらしなく半開き。ヨダレまで垂たらしちゃってからに」

「……っ！」

　慌あわててヨダレを拭おうとする。

　が──腕が上がらない。魔王に揉まれているうちに、身体の力がすっかり抜けてしまったのだ。

　たぶん、これは魔王ジュノのあやしい魔法だ。そうに違いない。

　決して私が、えっちな刺激に弱いわけじゃない！

　ふと、リリスが私の背後に目をやった。

「魔王様、いかがです？　たゆんたゆんなお胸の感触は。リリスのちっぱいとは、また違った趣おもむきじゃありませんか？」

「…………」

　しかし魔王はしゃべらない。私の胸をひたすら揉み続けている。

　リリスは苦笑し、

「やだもー。魔王様ったら夢中ですねぇ。もしもーし、魔王様～？　王族最強（笑）の王女のおっぱいはいかがですか～？」

　ニヤニヤしながら繰り返す。

　私の背後にいる魔王ジュノは、長い沈黙の末に。




「ふむ……。これは至し高こうの揉み心地ごこちだな」




「まじめなトーンで何言ってるのよアホ魔王！」

　私は首を巡らせ、思いっきり叫んだ。

　うぐっ。なんて凜り々りしく、理知的な顔……。とても他人の胸を弄もてあそんでいるとは思えない表情だ。

「案ずるな、スピカ。痛くはないだろう？」

「気安く名前で呼ばないで……ぁんっ！　んぐっ、だ、だからぁ……い、痛いとか、そういう問題では……あぁんっ、な、なくてぇ……！」

　どうしよう。問題が多すぎる。

　だって。だって魔王の下半身が。

「はぁっ、はぁ……。あぁぁっ……背中、あ、当たって……」

　私は思わず腰をくねらせた。

　さっきから私の背骨に沿って、押し当てられているのだ。

　魔王の……あれが。

　すごく太い。とっても長い。それが彼のズボンの中で、ドクンドクンと激しく脈打つのを感じるのだ。

　怖いような、見てみたいような。私の中で葛かつ藤とうが生まれ……って違う！　そんなおぞましいもの、見たいわけがない！

「だ、だからぁ……んぅっ！　も、揉まないでぇぇ……ぁンっ！」

　魔王が乳房を下から支え……手を放す。

　ぷるんっ！　と弾む二つの膨ふくらみに、彼は「おぉ……！」と声を洩らした。

　あぁぁ、ダメだ。気持ちよしゅぎる。

　魔王の指が柔やわ肉にくに埋まるたび、全身に甘い痺しびれが走る。

　乳輪をくすぐられると、お腹の奥がじゅわっと熱くなってしまう。

　だって、手つきが優しいのだ。

　敵の女を捕らえたときって、たぶん普通は乱暴にするはずなのに。

　だけど魔王ジュノは違う。この男は私の身体に、たっぷり愛情を注ぐように触ってくるのだ。

「はぁっ、はぁっ……。あっ……！」

　私はハッとした。下唇を嚙みしめ、太ももを擦り合わせる。

　あまりにも快感が続いたせいで、お腹の奥から熱い蜜みつが溢あふれてきてしまったのだ。

　こんなになってるなんて、絶対に気づかれちゃダメだ！

「おっ、濡ぬれてきましたね」

　さっそくリリスに気づかれた!?

「なっ!?　わ、私は下着を濡らしてなんて……！」

「あーはいはい。そういうのいいですから。バレバレですから」

　ひらひらと手を振り、リリスがこちらへ寄ってきた。

　そして手を差し伸べる。

　リリスの指先が、今いちばん触られてはいけない場所へ近づいていく。

「ま、待ちなさいっ！　わ、私は……ひぁぁぁんっ！」

　到達してしまった。指が。私の下着に……！

　指の腹でクロッチをこすられる。

　割れ目に沿って、何度も何度も。

「はぁぁんっ！　んぅっ、や、やめっ……んあぁぁっ！」

「うは～っ！　すっごい濡れっぷりですねぇ。まあ、魔王様の愛あい撫ぶにかかればこれぐらいトーゼンですよっ！」

「魔王冥みよう利りに尽きるというやつだな」

　背後のジュノがしたり顔でうなずく。

　二人にビンタをお見舞いしてやりたい気分だけど……目下の問題は下着だ。

　快楽のトロ蜜は止まらない。すでに下着はぐっしょりだ。リリスの刺激も手伝って、太ももに垂れてきてしまっている。

　もはや言い訳不能。私は誇り高き王女なのに、こんな、こんな！

　すると、リリスがニコッと八重歯をのぞかせ、

「それじゃー魔王様。そろそろ……」

「そうだな。魔ま導どう調ちよう律りつと行こうか」

　まじめなトーンで魔王ジュノが応じる。

　魔導調律──。

　耳慣れない単語に、私は混乱した。

「魔導……んぅっ、ちょお……りつぅぅんっ……!?」

　その間も、ずっと魔王に胸をいじられ、リリスに大切なところを弄ばれているのだ。どうしても声が乱れてしまう。

　魔王が言う。

「魔導調律とは、俺が女神たちに封印されている三〇〇年の間に編み出した、新たな魔法だ」

「そ、その魔導調律で……はぅんっ！　わ、私に、なにを……!?」

　おそるおそる訊ねる。

　すると魔王は、驚くべき答えを投げ返してきた。




「魔導調律によって、お前を魔族に堕とすのだ。高貴なる第四王女スピカよ」




　──なにを言ってるの？

　私を、魔族に？　神聖アルテミス王国の王女を、魔族なんかに!?

「そ、そんなこと……はぁんっ！　さ、させっ、なっ……！」

　抵抗したいのに、身体に力が入らない。

　魔族とは、倒すべき敵だ。

　私たちが信仰する女神王ヴィーナス様と、六ろく芒ぼうの女神様たち。その貴き方々の対極に位置する、禍々しき存在である。

　私が今から、そんなモノに!?

　そんなの嫌だ。ぜったいに嫌だ！

「嫌……っ！　いやぁぁぁっ!!　……あぅぅっ、はぁぁんっ！　ま、魔族なんて、絶対なりたくにゃいぃぃ！　私は王女……んぁぁあぁっ！　全国民の期待を一身に背負い、皆に、き、希望を与える存在なんだからあぁぁんっ！」

　私は叫んだ。快楽の渦うずの中で、泣きながら声を張った。

　なのに。

「いやいやスピカさん。魔族生活って、けっこう楽しいですよ？」

「うむ。リリアへイム魔界化計画、ぜひスピカと一緒にやりたいものだ」




「あなたたちは、なんでそんなに軽いのよ────ッッ!!!!」




　私の敵意なんてどこ吹く風。リリスとジュノは構うことなく、その『魔導調律』とやらの準備に入ってしまった。

　リリスが私の愛あい液えき沼から手を離す。

　彼女の指先と下着の間に、つぅ──と銀色の橋が架かかった。

「ありゃりゃ。スピカさん、こぉんなに糸引いちゃってますよ～？」

「み、見せないでよぉ……！」

　リリスは濡れた指先を美味しそうにしゃぶり、

「ちゅぱ……くちゅ。さぁ魔王様、濡れ具合は充分です。スピカさんも魔導調律を待ってるっぽいですし、やっちゃってくださいな！」

「べ、別に──」

　待ってないわよ！

　と、言いたかった。

　だけど次の瞬間、私の口から発せられたのは──、




「あぁぁああぁぁぁああぁあああぁああああぁああぁっっ……!!」




　まぎれもない、盛大な絶ぜつ頂ちようの叫びだった。

　頭の中が白く飛び、腰が不規則に跳ね上がる。あぁぁ……下着も、太ももも、床も、びしょびしょになってしまった。

　魔導調律──。

　それから始まったのは、一方的な蹂じゆう躙りんだった。

　悔しくて、恥ずかしくて。

　だけど気持ちよくて、気持ちよすぎて、気持ちよしゅぎてぇぇえぇぇええぇ……！

　いつしか私は手放していた。

　王女としての誇りも、尊厳も。




　今まで守り抜いてきた、スピカ・フォン＝シュピーゲルベルクのすべてを──。
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　俺が使った審しん理りの魔ま眼がんは、やはり精せい度どを上げていた。

　知力二〇。性欲八八〇。

　自称、誇り高き第四王女。スピカ・フォン＝シュピーゲルベルクの珍妙なステータスは、彼女自身の乱れっぷりが証明してくれたのだ。

　いやはや。

　王女のくせに、ちょっと胸を触っただけで嬌きよう声せいを洩もらし、快楽に耐えられず下着を濡ぬらしてしまうとは。あまりにチョロすぎて、こちらが心配になってくるではないか。

　下準備の愛あい撫ぶを終え、俺が魔ま導どう調ちよう律りつを発動させた瞬間、




「あぁぁああぁぁぁああぁあああぁああああぁああぁっっ……!!」




　というスピカの甲かん高だかい絶ぜつ頂ちようの声が、魔空間に響き渡った。

「はぁ、あぅ……今、何を……あぁぁ……」

「安心するのだ、スピカ。これからもっと気持ちよくしてやろう」

「やっ……やらぁぁ……。もぉ、イクの……やあぁぁ……」

　スピカは小刻みに痙けい攣れんし、もはや膝ひざはガクガクだ。それでも辛かろうじて立っているのは、王女としての使命感ゆえなのか。

　まあいい。そんなもの、すぐに快楽で塗りつぶしてやろう。

　俺は呪文を詠えい唱しようする。

　女神王ヴィーナスと、その手下である六ろく芒ぼうの女神たち。奴らに封印されている三〇〇年の間に編み出した史上最強の快楽魔法を、このスピカに味わわせるのだ。

　俺の両腕に魔力が集まる。

　やがて腕を軸にして、黄色く光る円形の淫いん紋もんが何重にも現れた。

「さあ、始めよう。俺の三〇〇年──とくと味わうがい」

「……ひぁんっ！」

　俺は、たわわに実ったスピカの膨ふくらみを両手で包み込んだ。

　鷲わしづかみにするような愚ぐは犯さない。

　そっと、優しく、想いを込めて。

　リリスに教わった愛撫の流儀は、きちんと守らねばならないのだ。

「あっ、あぁっ……にゃによ……これぇっ！」

　すでにスピカのろれつが怪しい。

「何よと問われれば──俺の両腕に幾いく重えにも浮かび上がっていた淫紋が、スピカの体内にすべて注ぎ込まれた。といったところか」

「れっ、冷静に説明しないでよぉ……あぁあんっ！」

　手のひらに、たっぷりとした質感が広がる。ふにゅっ、ふにゅんと柔やわらかく、ハリがあるスピカの乳ち房ぶさ……。なんと瑞みず々みずしいことか。

「あぁぁっ……入ってくるぅぅぅぅ……。嫌っ……あなたの魔力でできた淫紋なんて、入れたくないのにぃぃぃ……！」

　スピカが力なく身をよじるが、俺は決して離さない。

　両手の親指で横乳をこね回す。薬指と小指で下乳を刺激する。

　スピカの体内に淫紋の力が行き渡るまで、さほどの時間はかからなかった。

「はぁ、はぁ……身体っ……熱いぃ……」

「案ずるな。スピカの魔ま道どう経けい絡らくへの介入が完了したのだ」

「……ッッ!?　そ、そんなこと、できるわけ……！」

　身体にいくつもの淫紋を浮かべたスピカが、愕がく然ぜんとする。

　魔道経絡。それは魔力の源。

　魔法を扱う者の全身に張り巡らされた、魔法の設計図のようなものだ。

　魔道経絡の形は一人ひとり異なる。魔法の鍛練を重ねるたびに身体の奥底で少しずつ成長し、やがて全身に唯一無二の根を張るのである。

　つまり、魔道経絡とは。

　決して侵してはいけない、魔術師の人生そのものなのである。

　俺の魔導調律は、その尊とうとき魔道経絡に介入できる。

　相手の能力を潰すことも、奪うことも、与えることも、すべてが思いのままなのだ。

　そこまで説明し、俺は微笑ほほえんだ。

「この魔導調律によって魔道経絡を書き換えることで、お前を『王女』から『魔族』へ堕とすというわけだ」

「やっ……やめっ……んぁあぁぁんっ、くぅぅっ……ああぁぁあんっ!!」

　口では嫌がっているスピカだが、さっきから小さな絶頂を繰り返している。

　そう。

　魔導調律には、とてつもない性的快感がともなうのだ。

　もちろん痛みを与えるように術式を組み上げることもできた。

　だが、あの麗うるわしくも憎にくたらしい女神どもに復ふく讐しゆうするには、性的快感が適している。我が魔性の愛撫によって喘あえぎ狂い、無ぶ様ざまに絶頂を欲するようにしてやるのだ。

「さあ、それでは……」

　たっぷりもったいつけてから、俺は指先を移動させた。

　今まであえて触らずにいた、乳房の先端部分へと。

　淡いピンク色のそこは、すでにツンと勃たっている。まるで快感を欲するかのように、ヒクヒク震えているのだ。

　俺は細心の注意を払い、その先端に触れた。

「ぁんっ……！」

　スピカがかわいい声を洩らす。感度は良好……いや、敏感すぎるぐらいだ。

　だったら話は早い。

「はぁ、はぁ……。負けない……！　あなたのえっちな魔法になんて、ぜったい負けないわ……！」

　なおも気丈に言い返してくるスピカ。

　澄んだ瞳ひとみの輝きが、俺をまっすぐ射貫いてくる。

　──だが、無駄だ。

「は、離しなさい……！　私はスピカ・フォン＝シュピーゲルベルク。し、神聖アルテミス王国の……誇り高き……」

　言葉の途中で乳首をつまんだ。やや強めに。

　スピカのまっすぐな心を、愛撫の快楽で叩き折るために──。

「～～～～～～～～～～～～～ッッ!!」

　効果は抜ばつ群ぐんだ！

　スピカは声にならない悲鳴を上げて、身体を弓なりに反らせた。

　俺は構わず愛撫を続ける。

　もはや遠慮はいらない。今までずっと触るのを我慢していた、スピカのぷっくりとした乳首。指先で弾き、ゆっくり押し込み、つまんでクリクリこね回す。

「あぁぁあぁっ！　しゅごいぃぃ……じゃなくて！　や、やめなさいぃんっ！　……んんぅ……くぅぅうんっ！」

　淫みだらに悶もだえるスピカの裸体には、黄色い淫紋が浮かび上がっている。

　だが、すぐに淫紋の色が黄──赤──ピンクと変化していく。

「な～るほどっ♪　淫紋の色によって、魔導調律の進行度がわかるわけですね。ナイスです魔王様っ！」

　傍かたわらのリリスが快かい哉さいを叫ぶ。

　彼女の瞳はギンギンに輝いている。呼吸は荒く、鼻血を垂たらしているが……まあ、やりたいようにやらせてやろう。

「んんっ、あっ……んぅ……ひぁぁああぁっ！」

「スピカよ。いろいろ反応を見てきたが、つまんで引っ張り、そのままクリクリするのが好みのようだな」

「うっ、うるさいぃぃ……はぁぁっ、あぁぁんっ……！」

　スピカの体内は今、大変なことになっている。

　なにせ、これまで女神の加護を受けてきた魔道経絡がバラバラに崩され、女神とは正反対の魔族仕様に組み直されているのだ。

　それにともなう快感の激しさといったら──、

「あぁぁぁっ……！　んぁあっ、はぁんっ！　だめっ、らめぇぇぇ……！　わたひの魔道経絡ぅぅっ！　ぐちゃぐちゃにしちゃらめぇぇぇ……！」

　スピカの鼻にかかった悲鳴から、大いに察することができる。

　俺は右手で乳首を弄びながら、左手で金髪をなでた。

「もはや我慢することもあるまい。潔いさぎよく魔族になったらどうだ？　魔族として、リリアへイム魔界化計画に協力するのだ」

「なるわけにゃい！　わ、私は……ほ、誇り、高っ……ぁぁっ、あぁぁ……！」

　声は乱れているが、まだまだ心は王女の形を保っているようだ。

　ならば、揺ゆさぶりをかけるとしよう。




「魔族になれば、王女の重圧から解放されるのだぞ？」




「──ッ!?」

　スピカがビクッとする。絶頂による震えではない。

「な、なにを言ってるの？　んんっ……わ、私は戦う王女としての運命を背負って……んんっ、神聖アルテミス王国の、民の、ために……」

「誰もがキサマに寄りかかり、希望という名の重圧を無遠慮に押しつける。そしてキサマがどれほど頑張ったところで、国の上層部の腐ふ敗はいは変わらぬ。……そんな王国、身を挺ていして守るほどの価値があるのか？」

「ど、どうしてそこまで事情を知ってるの!?」

「スピカ……。そういうことは、もう少し隠そうとした方がよいぞ？」

　正直すぎて、敵ながら心配になってくる。さすがは知力二〇だ。

　……と言いたいところだが、今は魔導調律の快楽によって判断力を失っているのだろう。かわいそうなので、そう考えてやることにする。

「はぁ、はぁ……まぞくに、なれば……」

　むっ、スピカの反応が変わってきた。これはもう一押しか？

「……く、腐りきった王国を……変えられる……とでも？」

「変えられるとも。俺は腐敗した世界を女神どもから取り戻し、リリアヘイムを魔界に変える。今の世界は腐敗しすぎて、俺が支配した方がマシな状況だからな」

「た、民は……どうなるの？」

「無用な殺せつ生しようはしない。俺は民を──家族を心から大切にする」

「それはリリスが保証しますっ♪　魔王様は、と～ってもお優しいんですよ！」

　横からリリスが話に入ってきた。

　彼女はスピカの秘所を指先で刺激しながら、上目づかいに言葉を続ける。

「魔族になって魔王様の下げ僕ぼくになれば、この快楽が毎日味わえるんですよ？　それに、この国を腐敗から救えるときました！　ささ、受け入れちゃいましょうよ♪」

「やっ、やらぁぁ……！」

　スピカが首を左右に振る。

「はぁぁっ、んぅっ……だめぇ……。わたしはおうじょ……魔族じゃにゃい……。あぁぁぁっ……でも、気持ひぃいいぃぃ……！」

　まだまだ葛かつ藤とうするスピカ。だが、もう遅い。

　魔導調律は最終段階だ。スピカもすでに限界が近いはず。

　俺は改めて乳首をつまんだ。スピカの弱点は把握済み。硬くなった先端部分を強めにつまみ、執しつ拗ようにこねる、引っ張る、こねるこねる引っ張るこねる！

　──そして。

「まっ、魔族になんかならにゃいぃぃっ！　あぁぁっ、でも……れもぉぉ……頭、白く、飛んじゃう……気持ちよしゅぎてぇぇ……もぅ、もぉ……!!」

　とうとうスピカに限界が訪れた。

　今一度、ビクンッ！　と身体を強烈に震わせて。

　ぷっっしゃああぁぁぁぁ……！

　魔空間の床を盛大に濡らし、ついにスピカは悦楽の彼方かなたへと旅立っていった。

「あぁ、あぁっ、あぁぁ……」

　魔導調律、完了である。

　俺は脱力したスピカを優しく抱き留め、微笑みかけた。




「スピカ・フォン＝シュピーゲルベルク。ようこそ、魔族の世界へ」




「あぅ、うぅ……うぅぅ……」

　生まれ変わったスピカの表情は、快楽にとろけきっていて──。

　俺の腕に抱かれながら、彼女は意識を失った。
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　明けて翌日。

　窓から差し込む朝日を浴びながら、俺は工房の二階廊下を歩いていた。

　目的地は、スピカが眠る部屋である。

　昨日、俺の魔ま導どう調ちよう律りつによって気絶した彼女を、リリスの転移魔法でマカイノ村へ連れてきたのだ。

　魔空間で愉たのしみすぎたせいで、戻ったときには真夜中になっていた。スピカは服を着替えさせ、二階の空き部屋に寝かせることになったのである。

　四階建てのこの工房は、もともと俺を復活させる研究のために建てられたものだ。

　リリスをはじめとする魔導研究師たちは、二階から四階の個室に住み、ひたすら研究に明け暮れてきたという。

　ちなみに俺は最上階に部屋を用意してもらった。

　魔界の領土を拡大するまでは、ここが俺の魔王城というわけだ。

　よし、着いた。──コンコン。

「スピカ、入るぞ」

　俺はノックとともにドアを開けた。

　なんと室内では、スピカが服を着替えていた──などという悪魔的幸運はなく。

「ううっ、ぅぅん……」

　それどころか、彼女はベッドでうなされていた。汗の浮かんだ額ひたいに金色の前髪が貼り付いている。眉み間けんには皺しわが刻まれ、なんとも苦しそうだ。

　俺はベッドサイドのイスに腰かけた。

　夢む魔まに憑つかれている気配はない。ただの悪夢のようだ。

「とはいえ、辛つらかろう……」

　ぎゅっ……。汗ばんだスピカの手を、両手で包み込む。

　すると、どうだろう。

　彼女は俺の手を弱々しく握り返してきた。だんだん表情が和やわらいでいく。やがて汗も引き、寝息も落ち着いていった。

　安らかな寝顔を見つめることしばし。

「んぅっ……」

　スピカがモゾモゾし始めた。そろそろお目覚めのようだ。

　大きな瞳ひとみをゆっくり開き、

「……おうじ……さま？」

　こちらの手を握ったまま、むにゃむにゃとつぶやいた。

「残念。俺は魔王様だ」

「おぅじ……まぉぅ？　──ハッ！」

「おはようスピカ。気分はどうだぶふぅっ!!」

　直後、俺の顔面に枕がヒットした。スピカが投げつけてきたのだ。

　彼女は状況を察したらしい。俺の手を振りほどくと、ベッドの隅へ飛とび退のいた。

「な、な、な……！　また私に変なコトを!?　まだ朝なのに！」

　昨日の魔導調律を思い出したらしい。首から上が真っ赤である。

　スピカはギッと眉まゆを吊り上げた。

「よくもぬけぬけと気分はどうとか言えたものね！　私をあんなにイカせ……コホン。おかしな状態にしておいて！　気分なんて最悪に決まって……」

　そこまで言いかけ、何かに気づいたようだ。スピカは無言で立ち上がり、ベッドの上で肩や首を回したり、深呼吸を繰り返す。

「で、気分は？」

　再び訊ねる。スピカはプイッと目線をそらした。

「か、肩の荷が下りた……ような感じだわ。すごく身体が軽くて……気持ちも、晴れ晴れしてる……」

「そうか、それはなによりだ」

　俺は微笑ほほえみ、審しん理りの魔ま眼がんを発動させた。スピカの【ストレス】は──一二。

『三二〇以上』という昨日の数値がウソのようだ。

「すぐに身支度をして食堂へ行こう。リリスも交え、朝食を摂とろうではないか」

　しかし彼女はこちらへ来ない。

　ふとんにくるまり、真っ赤な顔で俺を睨にらんでくるばかり。

「あ、あなたねぇ！　私にあれほど恥ずかしいコトをしておいて、どうしてそんなに落ち着いてるのかしら!?」

「まあ、俺は魔王だからな」

「答えになってないわ！　……ッ!?」

　絶句するスピカ。自身の服装に、ようやく気が回ったらしい。

　服装とは──全裸に白シャツである。

　たわわな胸の膨ふくらみは、もはやシャツに収まっていない。

　生地はパツンパツンに張りつめ、今にもボタンが弾けてしまいそうだ。

「ちなみにそのシャツは昨日、俺が着ていたモノだ」

「そ、そう。だから王子様の夢を……じゃないわ！　あなたの匂いを感じながら寝てたなんて屈くつ辱じよくよ！　脱ぎ捨てるからあっちを向きなさい！　向きなさいってば！」

　両手でグイグイ押され、俺は仕方なく反対側を向いた。

　しゅる、しゅる……と背後で衣きぬ擦ずれの音が聞こえる。スピカが身につけていた白はく銀ぎんの鎧と衣装は、昨夜のうちにリリスがベッドサイドへ戻しておいたのだ。

　雫しずくが滴したたるほど濡ぬれていた下着は、もちろん洗濯済みである。

「ねぇ、ジュノ。私……魔族になったの？」

　そっと、スピカがつぶやく。

　ジュノ、か。まあいい。スピカらしい呼び方だ。

「いかにも。お前の魔ま道どう経けい絡らくは魔族仕様に書き換わっている。王女から魔族となり、すべてのしがらみから解放されたからこそ、お前は晴れやかな気分でいられるのだ」

「…………そう」

「いきなり魔族に堕ちたのだ。混乱もあるだろう。だが──」

　着替えの音が止やんだ。

　俺は振り返り、笑みを浮かべる。

「今はひとまず朝食だ。詳しい話はそれからしよう」

　王子を意識して恭うやうやしく手を差し伸べると、スピカの赤面が濃くなった。

　今度は拳が飛んでくるかと思ったが、

「んっ……行くわ。……心が軽いのはホントだし」

　意外にも、スピカは俺の手をやんわり握ってきた。

　清せい楚そで凜り々りしい白銀の鎧。ひらひら揺れるスカート。

　その高貴なる美び貌ぼうは言わずもがな。

　さらにロングの金髪は、朝日を受けて華はなやかにきらめいている──。







　食堂でリリスと落ち合い、三人で食事を始めた。

　食堂内には少女たちの談笑があふれている。

　リリスの部下である魔導研究師の少女らは、これから俺のメイドになるらしい。俺が不在のときは魔術や魔道具の研究を行い、その発展に努めるのだとか。

　で、スピカはといえば──。

　結局、牛肉のスープを四杯飲み、パリパリに焼いた鶏とり肉にくを八切れ食べ、バターをたっぷり使ったパンを七つも平らげた。

　俺の復活を祝うため、今日は朝食が豪ごう華か仕様になっているという。

　食事を終えたスピカはニコニコ顔でお腹をなでている。

「はぁぁ～。こんなに食事が美味しいと思ったの、生まれて初めてかもしれないわ」

　対面のリリスは呆れ顔だ。

「ほぉら、だから言ったじゃないですか。魔族生活、けっこう楽しいでしょう？」

「……そ、そうね。悪くない……かも。まあ、私は魔族ではないけれど、ごはんが美味しいのはいいことだわ」

　魔族になった事実を受け止められないスピカが、俺をギロッと睨んできた。

　腹が満たされ、『詳しい話』をする余裕が出てきたようだ。

「私の仲間……王立騎士団のみんなはどうしたの？」

　これにはリリスが答えてくれる。

「リリスの部下たちに命じて、あの子たちは王都へ強制転移させちゃいました。記憶も消去したんで、魔王様の魔力を感知したことも忘れてます♪」

「こ、殺してはいないのね？」

「殺す理由もありませんからねぇ～。おやおや、みんなからの期待を重荷に感じてたくせに、けっこう心配してるんですね？」

「そ、それはそうよ。物心ついたときから一緒だったんだもの……」

　ニヤニヤするリリスから視線を切り、スピカが怖い顔で俺を見つめた。

「ジュノ。そもそも、どうして私に魔導調律をしたのよ？」

「そりゃ～もちろん女神を倒す術式の実験台に……むぐぐっ」

　リリスの口を塞ふさぐ。たしかにそれも理由の一つだ。

　しかし、俺が魔導調律に踏み切った、最も大きな理由は──。

「──お前が、とても辛そうにしていたからだ」

「！」スピカが目を見開く。

「周囲からの重圧。無責任な期待。王女としての責任。お前が心にとてつもない負担を感じていたのは、端はたから見ても明らかだった」

「……だから私を助けようとしたっていうの？」

「フッ、俺は魔王だ。聖人のようなことはしない。重圧のあまり、お前はたびたび顔を歪ゆがめていた。それでは美人が台無しではないか。だからお前を魔族に堕とし、俺の下げ僕ぼくとしてのびのび生きられるようにしてやろうと思ったのだ」

「魔王様は、スピカさんが気に入っちゃったんですよ♪」

「その通りだ。俺は、お前が欲しかった」

　おや、スピカがまた赤面している。

　彼女は下を向いてぷるぷる震えたかと思うと、机をバンと叩いた。

「だ、だからあなたは！　どうして『美人』とか『欲しい』とか、そういう恥ずかしいことをしっかり口に出してしまうのよ！」

「……。ま、まあ、俺は魔王だからな」

　クールな決めゼリフのつもりだったが、しかし。

「……ふん。まあいいわ。そういうことにしといてあげる。……私、しばらくここにいるわ。その後のことは……知らないけど」

　言葉を収め、スピカはプイッとそっぽを向いた。

　その口もとが緩んでいるのと、俺の頰がじんわり熱いのは、たぶん無関係だろう。







　それからリリスにマカイノ村を案内してもらった。

　工房を出ると、涼しい風が吹きつけてくる。湿度は低めで心地ここちいい。昨日も感じたが、この村の気候は俺の肉体に合っているのだろう。

「この村……神聖アルテミス王国の辺境にあるのよね？」

　あたりをキョロキョロしつつ、スピカ。

　先頭のリリスが振り返る。

「ですね～♪　まあ、いわゆる田舎いなかの村ですよ。それにしては規模も人口もわりとビッグですけど」

　緑の草が生い茂る村の中には、二階建て、三階建ての民家（石づくり）が点在している。堅けん牢ろうな家畜小屋もセットだ。三〇〇年の間に、建築技術も進歩したらしい。

「主な産業は酪らく農のうです。人間族の村や街と取り引きしつつ、今日まで細々とやってきたんですよ～」

「人間族、ねぇ……」

　スピカはしきりにキョロキョロしている。さっきから、たくさんの村人が俺たちを遠巻きに眺めているのだ。彼女はそれが気になるのだろう。

「リリス。ここの村って、つまりは魔界の領土なのよね？」

「えぇ、いかにも。村人たちはみ～んな魔族です。人間族は一人もいませんよ」

「擬ぎ態たい魔ま法ほうというわけね。……すごい精せい度どだわ。村の人たちの外見も魔力反応も、人間とまったく同じなんだもの」

　そう。スピカの言うとおり、村人たちの外見は人間そのものだ。もちろん、審理の魔眼を使えば魔族だとわかるのだが。

　リリスは頰を掻き、得意げに説明する。

「そりゃまあ、女神どもによる残党狩りから逃れるために、みんな必死で擬態魔法をマスターしましたからね。今では、呼吸するのと同じぐらい自然に擬態できるようになりましたよっ！」

「ふむ。擬態魔法があれば、人間族との取り引きもスムーズに進められるだろうな」

　と、そのとき。ある一家と目が合った。

　思えば、復活してからキチンと挨あい拶さつをしていなかったな。

「苦しゅうない。こちらへ来るのだ」

　俺は彼らへ視線を送り、手招きをした。

「魔王さまー！」「ジュノさまー！」

　すると、許しを与えた一家がこちらへ駆け寄ってきた。

　彼らだけではない。ずっと俺たちを眺めていた村人らが、ドッと押し寄せてきたのだ。瞬く間に人だかりができてしまった。

「魔王様、よくぞご無事で！」「なんと精強なお姿！」「あぁ、夢じゃなかろうか！」

　口々に俺の復活を喜び、瞳を輝かせている。

　そんな中、俺はコホンと咳せき払ばらいをした。

「このたび、魔王ジュノはこうして復活を遂げた。これには魔導研究師長たるリリスの功績が大きいが──」

　村人たちを見渡す。

「──復活までの三〇〇年間、皆がリリスの工房へ、魔力を供きよう給きゆうし続けてくれたと聞いている。……ありがとう。皆のおかげで俺は復活できたのだ。これからは、ともに生きていこう。俺の大切な家族たちよ！」

　その言葉には、すぐさま大きな拍手が返ってきた。

「魔王様ばんざい！」「うぐっ、ひぐっ……ジュノ様ぁ！」「魔王様ぁぁ！」

　涙を流す者に寄り添い、集まった者たちの握あく手しゆや抱ほう擁ように応じていく。

　やはり魔界はいい。家族とは……なんて尊とうといのだろう。

　村人たちに別れを告げ、再び青草を踏みしめていると、

「あなたって、人気者なのね」

　スピカがポツリとつぶやいた。どこか遠い目をしている。

「互いを尊び、信頼し合っているならば、民の心は重荷にならない。今のように、胸に優しく響いてくるのだ」

「……!!」

　スピカが息を呑のんだ。関心、期待、希望。それらを重荷に感じていた彼女には、思うところがあったのだろう。

「だったら……」

　そっとつぶやき、スピカは立ち止まった。俺の顔を見上げてくる。

　その瞳は真剣だ。頰と耳を赤く染め、言葉を選ぶように声を詰まらせている。

「だったら……魔族になった私のことも、家族みたいに大事だって思ってくれるの？　そ、それなら、私……！」

「ぬ!?」

　俺は思わず大声を上げた。スピカの言葉を遮ってしまったが、それどころではない！

　しばらく彼女と見つめ合っていたら、審理の魔眼が発動した。

　注目すべきは【職業】。

　そこへ新たな項目が加わっていたのだ！

　スピカ・フォン＝シュピーゲルベルク。

【職業】王女、魔法剣士。

　そして三つ目。

　──告こつ解かい魔ま法ほう士し。

「私、王女として生まれて、両親じゃなくて侍女たちに育てられて……。あったかい家族ってすごく憧あこがれてたの。……だ、だからね？」

　ブツブツ言っているスピカの手を、俺は力強く握りしめた。

「ひぁんっ！　あの、でも、心の準備が……！」

「スピカ喜べ。俺とお前は、快感を得れば得るほど強くなる関係になったのだ！」

「…………ハァ？」

　しおらしかったスピカの表情は一転、虫ケラを見るようなまなざしになる。

「さあ交わろう。ほれイくぞ！」

「もう……ばか──────ッッ!!」

　マカイノ村の空に、スピカの怒声が響き渡った。







　スピカとリリスを引き連れ、俺の部屋へ戻ってくる。

　しばらくプンスカしていたスピカだが、だんだん怒りが鎮まってきたようだ。

　俺の部屋を興味深げに見回し、

「こ、これが男の人の部屋……あぁ、ニオイが……」

　頰を染め、鼻をスンスンさせている。

　俺の部屋は、魔導研究師たちの居室と同じ広さだ。

　一人用のベッドに机、そしてタンス。手て狭ぜまで簡素なつくりだが、この肉体のサイズにはちょうどいい。

　するとリリスに尻をつつかれた。

「それじゃー魔王様、告解魔法士のお話をお願いします」

「うむ」

　告解魔法士とは文字どおり、『告解魔法』の使い手を意味する。

　俺が神聖空間に封印されている間に編み出した、新たな魔法体系だ。

　使い手として覚かく醒せいするキーとなるのは、魔導調律である。

　魔道経絡を書き換えることで、告解魔法士としての素養を植え付けられるのだ。

　告解──。

　それはすなわち、罪の告白。

　己の心に抱えたやましい事柄の暴ばく露ろが、そのまま詠えい唱しようとなるのだ。

　必然、発動までには時間がかかる。しかし威力は絶大だ。罪の告白が終わるまでは俺が前衛となり、絶大なる防御力によって時間を稼ぐのである。

「魔王なのに、危険な前衛に……」

　そこまで説明すると、スピカは意外そうに声を洩もらし、

「私、その告解魔法っていうの……使えるの？」

　請うような視線を向けてくる。

「もちろんだ。この力を完全に体得すれば……そうだな。この腐ふ敗はいしきった現代を、まるごと改革することすらできるだろう」

「ッ！　私にも、改革が……」

　スピカがピクッと眉を上げた。

　しかし、まだ逡しゆん巡じゆんするように視線を泳がせている。

「で、でも、告解魔法士として強くなるためには、あ、あなたと……えっちなことをしなきゃいけないのよね？」

「もちろんだ。告解魔法は魔導調律と密接に関係している。俺とともに快楽を感じれば感じるほど、告解魔法士としての力は高まっていく」

「いっぱいえっちすると強くなれるなんて、超～お得じゃないですか！　よかったですねぇスピカさん。嬉しいでしょう？」

　スピカはプルプル震えながら、リリスのほっぺたを両手で引っ張った。

「魔族の基準で語らないでよ！　私は清らかな王女なの！」

「むぎゅぎゅ！　れ、れもスピカひゃん、気持ひいぃの……好きれしょ？」

「お、女の子はみんな好きよ！　あんなところ触られたら、誰だって……！」

「気持ひいぃだけじゃありまふぇん。魔王様に優ひく、たっ～ぷり愛を注いでもらへるんれすよ？」

「……！　愛を……」

　リリスの殺し文句が効いたようだ。

　スピカは開き直るように声を張り上げ、

「ああもう、わかったわよ！　するわよ！　強くなるために、仕方なくね!!」

　そこで一気に声量を落とし、俺を上目づかいに見つめてきた。

「……そ、その代わり、優しくしないと……許さないんだからね？」
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「あひぃっ、あぁぁあぁぁっ……ま、またイクぅぅぅ……っ！」

　今日こそきっちり耐えてみせるはずだった。なのに、私は……！

「ねぇ待って！　私、今イッてるからぁ！　イッてる最中だからぁ……！」

　どんなに叫んでも、ジュノは手を止めてくれない。

　ここはジュノの部屋。

　ベッドサイドで後ろから抱きしめられて、あとは彼の思うがままだ。

　露わになった膨ふくらみを手のひらで揉もみしだかれ、ぷっくりしてきたピンク色の頂いただきを、しつこく弄ばれる。こんな男に翻ほん弄ろうされるなんて屈くつ辱じよくなのに。あぁ、でも……！

「ひあぁぁぁあぁぁっ！」

　また気持ちいいのが昇ってきて、頭の中を真っ白に飛ばされてしまう。

　腰が跳ねる。背筋が痺しびれる。うぅ、これでもう四回目……。

「あぁぅ……ジュノ、んんぅっ！」

「スピカよ、いい反応だ。男として嬉しく思うぞ」

「う、うるさいわね！　全然、こんなの気持ちよくないんだからぁぁあん！」

　太い腕にむぎゅっと包み込まれ、抵抗の声を封じられる。

　私の背中に、ぶ厚い胸板が当たっている。ジュノのいい匂いを……感じてしまう。

　しかも今、彼は全裸だ。私のスカートの中に、大きくしたものを突っ込んでいるのだ。

　だから、感じる。

　下着越しに、彼の力強い脈みやく動どうが、生々しく……。

「あぁ……おしり、熱いぃ……」

　おっきい。硬い。たくましい。灼けた鉄棒のようなそれを、ジュノはしきりに私のお尻にこすりつけ始めた。

「はぁっ、うっ……スピカ……」

　ジュノの声が切なそうに揺ゆれる。

　そのとき──不思議と胸が高鳴った。

　私の身体を使って、こんなに気持ちよさそうな声を出すなんて。そう考えると、なんだかこの魔王が可愛く見えてきて……って！　騙されちゃダメよ、私！

「はぁぁっ！　ジュノぉぉっ、そこぉ……らめぇぇぇぇ！」

　乳首をつままれ、その快感に悶えながらも、私は首を左右に振った。

　この男が可愛いなんてありえない！　こいつは魔王。悪いやつなのだ。

　私が必死に葛かつ藤とうする中、

「ハァハァ……スピカさん、じつにイイですよ～」

　リリスは鼻血を垂たらしながら、こちらに魔導カメラを向けている。

「あぁんっ……と、撮らないでよ！」

「いやいや。これほどの痴態を記録しないなんてもったいないですよ！」

「もったいなくないわよばかぁ！」

　私が叫ぶと、ジュノが魔導カメラに興味を示した。

「はぁ……うっ。そ、その魔導カメラとやら、一体なんだ？」

「これはですね、場面を記録できる魔道具なんです。魔王様とスピカさんの情事を、後から何度でも見られるんですよ♪」

　すかさずリリスが答える。ジュノは「ほう」とずいぶん感心しているようだ。

　そうか。ジュノは三〇〇年ぶりに復活したから、魔導カメラを知らないんだ。

　くっ……考えてみれば、ジュノって相当なお爺ちゃんじゃない！　こんなお爺ちゃんに何度もイカされてしまうなんて、私ったら……！

「……スピカよ。今、失礼なことを考えていなかったか？」

　ドキッ！

「ど、どうしてわかったのよ!?」

「乳首に触れていれば、それぐらいわかる。乳首は口ほどにモノを言うのだ」

「やっぱりあなた、わけがわからないわ！」

　だけど、非を認めてしまったのはマズかった。ジュノは私の下乳をくすぐりながら、リリスに告げる。

「これは罰が必要だな。リリス、結界魔法を発動させるのだ。景色は……ふむ。スピカに直接訊くとしようか。ククク……」

「いえっさです！　さぁてスピカさん♪　今からとっても恥ずかしいコトが起こっちゃいますよ～？」

　ジュノとリリスがニヤリと笑う。と、とっても恥ずかしいこと!?

「……ごくり」

「スピカさん。今、期待したでしょ？」

　リリスにジトッとした視線を送られる。

「き、期待なんてするわけないでしょ!?　くっ……もういっぱいイッたんだから、そろそろ許し……」

　しかし、言葉はそこで断ち切られた。

　リリスが床を殴り、結界魔法が発動したのだ。

　いきなり景色が入れ替わる。

　──外だ。青い空。白亜の城壁に緑の芝生しばふ。演台の上にいる私を、たくさんの人たちが見つめている。

「ここは、まさか……」

　神聖アルテミス王国の、王宮の中庭だ！　私は王女として、ここで何度となく演説や式典をやってきたのだ。

「なっ……エミル、ソフィア、リューコ!?　他のみんなも、ど、どうして！」

　群衆の最前列で目が止まる。

　私の騎馬隊で、ともに活動してきた少女たちだ！

　その後ろには無数の町人や貴族がいる。あぁ、お父様にお母様まで！

　だけど様子がおかしい。みんな私を見上げて、赤面したり、顔を覆おおったり、汚いものを見るような視線を投げかけてくるのだ。

「ほっほー。こりゃ～壮観ですねぇ♪」

「フフフ。公開処刑のようで、股こ間かんが引き締まる思いがするぞ」

「リリス、ジュノ！　……はぁあぁぁんっ！」

　淫みだらな竿さおをお尻の割れ目に押し当てられ、私ははしたない声を上げてしまった。

　それからすぐに絶句する。景色が変わっても、私の格好はそのままだったのだ。

　たぷんと露出した胸。

　屈強な魔王に抱かれているのを、みんなに見られている！

「さすがはリリスだな。なんと芸術的な結界魔法だ」

「お褒めいただき光栄ですっ♪　この結界は、スピカさんの記憶とリンクさせてますからね。そりゃ～もうリアルですよ」

「これが、ニセモノ……!?」

　信じられない。だとしたら、なんて精せい度どの結界魔法なの!?

「ちょ、やめっ……あぁん！」

　ジュノに横乳をタプタプされ、つい嬌きよう声せいを洩もらしてしまう。

「スピカ様……なんていやらしい」「お下品なお乳ですこと」「王女のくせに恥ずかしくないのかしら」「存在そのものが国辱だわ」

　無数の群衆が表情を歪ゆがめ、口々に非難の言葉を投げかけてきた。

　その間も、ジュノは私の横乳を……！

「んぁっ……みんな、見ないで！　こんな私を見ないでぇ！」

　だけど──あぁ、快感が昇ってくる。

　みんなに見られているのに、なぜか、さっきよりも気持ちいい──！

「あぁイク、イクぅぅっ！　みんなの前で、イ……くぅ？」

　もう、盛大に下着を濡ぬらす覚悟はできていた。

　なのに快楽の大波が、唐突に霧散してしまった。

「ククク、どうしたのだ？」

「うぅぅっ、ジュノ……！」

　私が達する寸前で、魔王が愛あい撫ぶをやめたのだ。なんて卑劣な！

　下唇を嚙みしめる。あぁぁもどかしい。お腹の奥がムズムズする。こんな仕打ち、ひどすぎる……！

　そのとき、ジュノが私の耳もとに唇を寄せた。

　甘い吐息が鼓膜をくすぐり、それだけで「ぁんっ！」と声を洩らしてしまう。

「スカートをたくし上げるのだ、スピカ。無論、お前自身の手でな」

「ッ！　そんな、みんなが見てるのに……」

　わかっている。目の前のみんなは、リリスが創り出した幻だ。でも……その造形があまりにも細かくて、やっぱりニセモノとは思えない。

　私がためらっていると、またしてもジュノがささやいてくる。

「やるのだ、スピカ。そうすれば、とびきりの絶ぜつ頂ちようを与えてやろう」

「──ッッ」

　気がつくと、私は両手でスカートの裾すそをつまんでいた。

　そのまま、ゆっくりたくし上げていく。

　太ももが顔をのぞかせる。群衆がざわつく。

　真っ赤な下着が露わになる。群衆がどよめく。

「はぁ、はぁ……。や、やったわよ……？」

　われながら、なんて情けない声を──。しかし気持ちとは裏腹に、身体が快楽を求めてしまう。ジュノの指を、欲してしまう。

「うむ。ごほうびだ、スピカ」

「な、なにを……んぁあぁぁぁ！」

　直後、快感がイナズマのごとく全身を駆け巡った。

　視界が激しく明滅する。頭の中がジーンと痺れる。

「ひぐっ、はぁぁっ……あ、あなた、どこ触って……」

　なんとジュノは、私の下着に右手を突っ込んできたのだ。そして女の子の一番大切なところを、いつものように優しく、しかし執しつ拗ようにいじってくる。

「あぁぁ……しゅごいぃぃ……」

　おそるおそる視線を下ろす。

　私の下着の中で、ジュノの指がモゾモゾ蠢うごめいている──。

　しかも、その様子を無数の視線にさらしているのだ。

「あぁ、あ……」

　押し寄せてくる。とてつもなく大きな官能の波が、もう、すぐに──！

「だ、だめっ、ジュノぉぉ……そこ、ホントにらめぇぇぇぇ！」

「気持ちよければいいではないか。王国の民も温かく見守っている。さぁ、安心して達するがよい」

「ひぁあぁぁっ！　みんな、見ないでぇ！　見ないでよぉぉ！」

　下着の中からぐぢゅぐぢゅと水音が聞こえてくる。

　いやらしい音は、さっきよりも明らかに大きくなっていた。

　視線が突き刺さる。たくさん。私の恥ずかしい部分へ……！

「うわっ、お汁で水たまりができてますよ」「これがメスの顔というやつね」「スピカ様、幻滅しました」

　エミルが、ソフィアが、リューコが。

　他のみんなも、お父様もお母様も、私がイクのを観察してる……！

「み、みんな！　ちがっ……これは違うのぉぉ！」

　たしかにみんなの想いを、ずっと重荷に感じていた。

　だけど、一〇年以上も一緒だったのだ。エミルたちのことは友達だと思っている。

　本当に腐っているのは国の体制だ。

　エミルたちが私に寄りかかるだけになってしまったのも、腐った国が原因なのだ。

　だから、告こつ解かい魔ま法ほう士しの力を使ってこの世界を改革して──。

　みんなを救いたい!!

「こ、これは強くなるための儀式らからぁあぁぁっ！　んぁっ、あぁぁん……ぜ、ぜんぜんいやらしくないのよぉぉぉ……！」

　ジュノの指が、愛おしい。

　基本は優しく。だけど私が『もっと』と思った瞬間、責め方が変わる。

　激しく、ねちっこく、私を快楽の頂点へ引っ張り上げていくのだ。

　濡れた割れ目をこすられる。

　ぐぢゅっ、ぶぢゅっ……と愛あい液えきが弾ける。

　もうダメ。こんなの我慢できない。気持ちよすぎる。えっちすぎる。

「んぐぅっ！　ジュノぉぉ！　もぉ、もぉイカせてよぉぉぉ……！」

　群衆の前で、誇りも、尊厳もかなぐり捨てた悲鳴を上げた。

　なのにジュノは！

「ふぅ……。少し腕が疲れたな。む、どうしたスピカ。泣きそうな顔をして」

　しらじらしくも、指の動きを止めたのだ。

　あと一回。あと一回だけ指を動かしてくれたら、最高の絶頂を味わえたのに。

「ぁう……えぅ……」

　もう、言葉にならない。女の子の部分が疼うずいて、お腹の奥が切なくて。

　ジュノに、もっと強く抱きしめてほしくて──。

　そう思った矢先、彼が甘くささやいてきた。

「スピカよ。ここで自分が魔族だと宣言するなら、指を止めずにイカせてやろう」

「……！」

　なんて卑ひ怯きような！　やっぱりこいつは悪いやつだ！

　私の心が叫んでいる。胸に怒りが湧いてくる。

　なのに──。

　心の片隅で、声が聞こえてきた。

『もう身体は魔族なんだし、ちょっと認めるぐらいならＯＫじゃないかしら？』『もっと気持ちよくなりたいわ』『告解魔法士として国を救うためなんだから、セーフよ』

　それは紛れもなく私の声だ。

　押し殺していた本心だ。

　愛液が演台に滴したたる。下着の中にあるジュノの手が…………やっぱり、愛おしい。

「…………する、わ」

　かすれた声で、つぶやく。




「……わ、わたひ、スピカ・フォン＝シュピーゲルベルクは……魔王ジュノ様の、み、御心によってぇ……ま、ま、まじょく……ま、魔族に、な、なりましたぁ……」




　──言った。言ってしまった。

　しかし、同時にすさまじい解放感が全身を駆け抜け、かすかに残っていた肩の荷をまるごと吹き飛ばしていった。

「よく言えたな。スピカ」

　ジュノに頭をなでられる。大きな手……。あったかい。優しい。

「これでお前は正式に、俺の大切な家族だ」

「はぁい……」

「では、イこうか……！」

「はぁい……んんっ！　はぁぁあぁああぁああぁぁんっ!!」

　ジュノの指が加速する。

　ぐぢゅっ！　ぶちゅっ！　ぐちゅちゅちゅっ！

　私の〝女の子〟を、さらに激しくかき回していく。

　頭の中がじゅわ～っと痺れる。

「ぁひっ……あぁああぁああっっ！　ジュノ……んうっ、ジュノさまぁ！　もっと激しく……んぁぁっ……ひぃああああぁあああぁああぁ……!!」

　そして、ついに。

　私は大きく腰を突き出し、




　──ぷっしゃあああぁぁぁぁぁ……!!




　演台の上から、絶頂の証を迸ほとばしらせた。

　最前列のエミル、ソフィア、リューコたちの顔に、私のお潮が降り注いでいく。

　かつての仲間たちが、群衆が悲鳴を上げた。

　あぁ……。もう、ぜんぶ、おしまいだ。

　過去との訣けつ別べつ。

　そんな言葉が脳のう裏りに浮かび、私は腰から崩れ落ちた。

　……かに思えたが。

「スピカ。改めて、ようこそ魔族の世界へ」

　ジュノはたくましい腕で私を抱き留め、そのままひょいと持ち上げたのだ。

　この体勢は……お姫さまだっこだ。

「ジュノぉ……」

　私はすがりつくように、彼の首もとへ腕を回した。彼の体温が、胸を苛さいなむ喪失感を埋めてくれるような気がして……。

　ずっと憧れていたお姫さまだっこ。まさか、こんな男に叶えられるなんて。

　彼に敵意を抱こうとしたが──できない。

　だって、だって。




　こんなに優しくだっこされたのは、生まれて初めてだったから──。




　景色が揺らぐ。結界魔法が解け、ジュノの部屋に戻ってきた。

「よく頑張ったな、スピカ」

　彼のベッドに寝かされ、いい子いい子と頭をなでられた。

　目を細め、私はそれを受け入れる。

　後悔は──ない。

　この男はえっちでいじわるで尊大だ。だけど、心の中では私のことをちゃんと考えてくれている。

　愛撫の指が、とっても優しかったのだ。激しくしながらも、最後の最後まで、私のことを一番に考えてくれていた。そうでなかったら、彼のささやきを甘いと感じることもない。彼の匂いを心地ここちよく感じることもない。達した後に、こんなにも満たされた気持ちになれることだって……きっとない。

「ジュノ、す、す……」

　膨らんでいく好意を、一思いに告白しようとしたときだ。

「ありゃりゃ。魔王様、ずいぶん苦しそうですねぇ」

　リリスの能天気な指摘が、私の言葉を遮ってきた。

　彼女はジュノの股間を見つめている。

　霞かすんだ視界の中、私もそこへ目をやって──。

「あぁ……」

　思わず、ため息をもらした。

　ジュノの男性の証は、今にもはち切れんばかりに反り返っていたのだ。

　膨れ上がった先っぽが、不規則にピクピクしている。……たしかに苦しそうだ。かわいそうだ。なんとかしてあげたい。

「んっふっふ♪　それじゃあ不肖リリスが、お世話しちゃいますね～」

　しかし、私の気持ちを代弁したのは堕だ天てん使しの幼女リリスだった。

　彼女はジュノと向き合い、恭しくひざまずく。

　そして股間を両手で握ると、上下に元気よくしごき始めた。

「はぁ……うぅっ、リリス……いいぞ」

「んん～っ、いいお顔です魔王様♪　そのまま遠慮なく、リリスのおクチへぴゅっぴゅしてください。魔王様のお汁……みぃ～んなリリスがいただいちゃいますからっ」

　視線を絡め合うジュノとリリス。

　そんな二人を目の当たりにして、私は……。

　──むかっ。

　胸の奥が熱くなった。苦しいような切ないような、生まれて初めての感覚だ。

　だけど、今の私にはどうすることもできなくて……。

　次第にまぶたが重くなり、意識は、闇に呑まれた。




『──スピカ・フォン＝シュピーゲルベルク。告解魔法【斬ざん式しき】第一章「過去との訣別」を習得しました──』




　どこか遠くで、そんな声が響いた。
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　早いもので、あれから一週間が過ぎた。

　そのうち五日は大宴会。

　俺の復活を祝うセレモニーを行ったあと、マカイノ村の仲間たちが盛大な酒しゆ宴えんを催してくれたのだ。

　それからさらに二日が経ち、マカイノ村は酔いから醒さめつつあるが……。

「むぐぐ……」

　昼食を前にして、俺は自室のベッドに横たわっていた。枕に顔をうずめ、何度うめいたかわからない。

　なぜならば。

　スピカの様子が、おかしいのだ。

「むぅ……。さすがにアレはやりすぎだったか？」

　一週間前のプレイ……いや、儀式のことを思い出す。

　あの翌日からスピカは俺を避けるようになったのである。

・目が合うと、慌あわてた様子でそっぽを向く。

・俺が話しかけても赤面するばかりで、リリスの背後や物陰に隠れてしまう。

・明らかに食欲が落ちた。

・窓から空を見上げ、ため息ばかりついている。

　確認できたのはそんな症状だ。

　嫌われてしまったのかと思っていたら、セレモニーのスピーチを終えた俺に、大きな拍手を贈ってくれたり……。

「わからぬ……。スピカよ、お前はどうしてしまったのだ」

　審理の魔ま眼がんだって何度も使った。

　しかし──スピカの体調は万全で、ステータスにも異常はなかった。まあ【性欲】が八八五に上がっていたぐらいだ。

　たまらずリリスに訊ねたこともある。スピカの症状に心当たりはないか、と。

　するとリリスは、

『にっしっし～♪　コレは間違いなくアレですよっ。いや～面白くなってきたじゃないですか魔王様ぁ～♪』

『人間族は……特にスピカさんみたいな人は、素直じゃないですからねぇ。いろいろと葛かつ藤とうがあるんですよ♪』

　そう言ってニヤニヤするだけで、答えは教えてくれなかったのだ。

　ともかく現状を打破しなければ。

　まずはスピカと会話をするのだ。せざるを得ない状況を作るのだ！

　ゴ──ン……ゴ──ン……。

　そのとき、正午の鐘かねがマカイノ村に響いた。

　俺はベッドから跳ね起き、使命感めいた心意気とともに食堂へ走る。

　そして堂内のスピカとリリスに告げたのだった。

「午後は街へ買い物に行くぞ！」







　で、昼食後──。

　俺はスピカ、リリスとともに、転移魔法で近くの街へやってきた。

　街の名前はアルテミール。

　リリスによれば、六ろく芒ぼうの女神アルテミスを強く信仰する街だそうだ。

　たしかに、街のそこここに女神像が飾られている。長い髪。大きなタレ目。そして肉感的すぎる身体……。まさしく憎きアルテミスだ。

　さらに、道行く人々の多くは三日月をかたどったネックレスをつけている。あれがアルテミス教徒のシンボルらしい。

　今日は休日。それもあってか、大通りにはたくさんの人間族の姿がある。

「ほほぅ。思ったよりも大きな街だな」

「このあたりでは最大規模ですよ。ここアルテミールは交易の中心地の一つなので、お買い物には持って来いです！」

「それは楽しみだ。しかし……見たところ、さほど荒廃していないようだな。王都はひどいものだったが」

「王都がいちばん荒れてますからねぇ……。この街も、以前よりは治安がアレなかんじになっちゃいましたけど、まだマシな方です」

　俺とリリスが会話をする中、

「……うぅっ、買い物なんて。ま、まるでデ、デ、デートだわ……」

　スピカはブツブツつぶやいている。……例によって赤面したまま。

　ちなみに、顔バレ対策は万全だ。

　スピカはこの国の王女であり、魔族になっても外見は変わっていない。対策を取らずに街へ繰り出せば、大騒ぎになるだろう。

　なにせ、行方不明ということになっているのだから。

　だが、そこはリリスが『魔ま道どう迷めい彩さい』という術式でなんとかしてくれた。

『スピカさんの魔力の流れに手を加えて、周囲の人からは別人に見えるようにしてあります。部下の子たちは記憶を消してますし、まあ顔バレはしないでしょう♪』

　これにはスピカ自身も同意しているそうだ。

『え～と、たしかスピカさんは「私は告こつ解かい魔ま法ほう士しとして世界を改革して、みんなを救うの。そのためなら別人になったって構わないわ」……とか言ってましたねぇ』

　とのことである。

　この買い物を経て、スピカとの関係を改善する──。

　心に目標を刻みつけ、俺たちは大通りを歩き始めた。

　ちなみに、俺の服装はシンプルな白シャツに黒のズボンだ。今は魔力を抑えており、額ひたいのツノもしっかり引っ込めている。

「ふんふんふ～ん♪　お店を見てるだけでも楽しいですねぇ」

　リリスの足取りは軽い。彼女の服装は清せい楚そな白のワンピースだ。魔力も抑え、頭の光こう輪りんも外して、変装はバッチリである。

「ねぇリリス。私、鎧が見たいわ」

　スピカはいつもの鎧姿だ。彼女も魔力を抑えている。魔族になったことで魔力の種類が変化したため、人間族に探知されないようにしているのだ。

　リリスのワンピースは膝ひざ丈たけ。肉づきの薄い、儚はかなげな脚が伸びている。

　対するスピカのスカートは超ミニだ。脚は健康的に引きしまっている。

　それぞれの脚線美を贅ぜい沢たくに見比べつつ、俺は彼女らの背後を歩く。

「おっけーですスピカさん♪　じゃあ最初に防具店へ行きましょう！」

「ふふっ、案内よろしくね」

　なごやかに会話を交わすリリスとスピカ。よし、ここだ！

「スピカ。鎧を新調するのか？」

「……ッッ！」

　だが。

　俺が話しかけたとたん、スピカはビクッと身を震わせてリリスを盾にした。

「……え、ええ。そ、その予定よ……」

　と、頰を染めながらおずおずと応える始末だ。

　くっ……。リリスとは普通に話しているというのに！

『らっしゃいらっしゃい！』『南海、ペルヒタ教国製の水着が入ったよ～！』『メイスを二つ買うと、二本目は半額だー！』

　通りの商店主たちが、盛んに呼び込みを行っている。

　その中には、

『殴られ屋～！　一回一〇アルティだよ～』『腕うで相ず撲もうで店主に勝ったら、賭かけ金の二倍を支払うぜー！』『カードゲームだ！　女なら、賭け金がなくても遊べるぞ～』

　などという、怪しげな一角もあった。

　それらの声を聞き流しつつ、人ひと混ごみの中を歩いていく。

「ここです、ここ！　このお店がイイんですよ～」

　やがてリリスが一軒の店を指した。

　店先には厳いかめしいデザインの甲かつ冑ちゆうが並んでいる。ここが例の防具屋らしい。

「ほほぅ、かなりの品揃えだな……」

　床板を踏みしめた瞬間、金属とホコリの臭いが鼻をついた。決して広くない店内には、あらゆる防具類が所狭しと詰め込まれている。

「おやリリスさん。いらっしゃいませ」

「どうもどうも。あのボンデージ、重宝してますよ～♪」

　リリスのところへ、緑髪の幼女がやってきた。ここの店主のようだ。

　二人はそのまま会話に花を咲かせ始める。

　すると必然──。

「ス、スピカ。どのような鎧を探しているのだ？」

　よし。スピカと話さざるを得ない状況ができあがった！

「ふぇっ!?　え、ええと、ええと……」

　が──話を振っても、スピカはモゴモゴするばかり。俺を上目づかいにチラッと見たり、店内の鎧へ視線を泳がせたり……なんとも落ち着きがない。

　頰を真っ赤に染めながら、

「今の白はく銀ぎんの鎧を売って、黒っぽい鎧……中古で買おうと思うの」

　スピカはためらいがちに言った。

「ほほぅ、漆しつ黒こくの鎧か。魔族らしくて良いではないか」

「……私ね、なんだか好きなモノが変わってきたのよ」

　よし、会話が繋つながったぞ！

「ふむ。食べ物の好みなどか？」

「それもあるわ。あとは……」

　依然、彼女は俺と目を合わせない。

「犬よりコウモリが好きになったり、黒い剣がカッコよく見えてきたり、ポエムを書くより拳けん闘とうが観たくなったり……。それに下着の趣味だって大胆に……」

　スピカはグッと言葉を呑み込んだ。耳までカ～ッと真っ赤になっている。

　俺に下着の話をしたのが恥ずかしかったのだろう。

「魔族になって価値観が変化したのだな。だが、不安に思うことはない。何を好み、何を愛めでようとも、スピカはスピカであることに変わりはないのだから」

　俺はうなずき、笑みを捧ささげる。




「──どんなスピカであろうと、俺は真正面から受け入れるぞ」




「～～～～ッッ！　あ、あぅ、あぅ……！」

　するとスピカは、いよいよ前後不覚に陥おちいってしまった。赤面が濃くなっているし、まるで酔っ払いのような足取りだ。

　なのに、その口もとはふにゃっと緩んでいる。悪い反応ではない……はずだ。

　よし。ならば、もう一押しだ！

「スピカよ、家族になった記念だ。お前が気に入った漆黒の鎧──俺がプレゼントしよう。中古などと言わず、本当に好きなものを選ぶのだ。値段は気にしなくていい」

「──!?　プ、プレゼント……男の人からの、プ、プレ……」

　とうとうスピカの頭から湯気が噴き出した。……だ、大丈夫か？　顔が今にもはち切れそうなほど赤くなっている。

　そのとき、リリスに腕をつつかれた。

　彼女はなんとも申し訳なさそうな顔をしている。

「魔王様。そのぅ……たいへん言いづらいのですが……」

「どうした？　俺のサイフ──つまりは村の予算から、スピカへのプレゼントをだな」

「……ないんです」

「何がないのだ？」

「お金が……ないんです」

「なん──だと……？」

　俺が愕がく然ぜんとしていると、リリスはひょいと出すい納とう帳ちようを差し出してきた。

　予算の残額を確認し──俺の頰に、冷や汗が伝う。

「これはひどい……。な、何が原因なのだ？」

「魔王様の復活セレモニーと、五日間ぶっ続けのパーティーです。ちょっと盛大にやり過ぎちゃいまして。今年の予算の大部分が、もう……」

　──ガクリ。

　俺は店内にくずおれた。

　なんということだ。パーティーのやりすぎで魔界が財ざい政せい破は綻たん寸前だと!?　そんなの笑い話にもならん！

「どうにかして金を作らなければ……」

「そうなんです。安い中古品ならまだしも、新品の高級鎧をプレゼントしたら……リリアへイム魔界化計画どころじゃありません！」

　俺はバッとスピカを見た。

「～♪」

　あぁぁ、ホクホク顔で鎧を選んでいる！

　やっと見られたスピカの笑顔──是が非でも守らなければ！

「なにか良い金策はないだろうか……」

　俺は頭を絞った。すぐにまとまった金が作れる手段。スピカを悲しませずに済む方法。何か、何か……！

「──ッ！」

　そのとき、俺の背筋に電撃が走った。

　名案が浮かんだのではない。胸の奥がカッと熱くなり、俺は勢いよく振り返った。

　店の外。大通り。

　そこに、まばゆい銀色の光が降り注いでいるのだ。

　さらには天から盛大な賛さん美び歌かが響き渡り、街の人々が道ばたにひれ伏していく。

　光から感じるのは──あふれんばかりの聖性。

「この気配は……！」

　忘れるものか。三〇〇年前の苦い記憶が蘇よみがえってくる。

　間違いない。聖なる銀色の光──その主は、俺の宿敵のひとりだ！

「魔王様、すぐに行きましょう！　スピカさんもです！」

「え？　ちょ、ちょっと!?」

　三人で防具店を飛び出した。

　空を仰ぐ。降り注いでくる銀色の光の中を、ひとりの女神と無数の天使兵どもがゆっくりと降下してきた。

「あらまあ……。魔王ジュノが人間族の姿で復活したというのは本当だったようですね。相変わらず禍まが々まがしい魔力ですこと……」

　腰まで届く長い銀髪。おっとりとした大きなタレ目。

　身につけているローブには、スピカすら上回る豊満な肉体が浮き出ている。

　なんと。三〇〇年前よりもむちむち感が増しているとはな。

　左手には長い杖つえを持っている。先端部分のモチーフは、大きな三日月。信徒たちが首から提げていたのは、この杖の意い匠しようだったのか。

　──対たい峙じしているだけでわかる。

　この女神の魔力は、ただの神族の比ではない。

　また、魔族の探知能力も優れている。俺たちは魔力の放出をゼロに抑えているというのに、その存在に気づき、こうして降こう臨りんしてきたのだ。

「こんなところで出会えるとはな──駄だ肉にくの女神アルテミスよ！　キサマも戦やる気なら話が早い。三〇〇年前の恨み、そのだらしない肉体で晴らしてやろう！」

「だ、駄肉!?　だらしない肉体!?　な、ななななななんて失礼なことを！」

　アルテミスが肩を怒らせる。

　彼女の背後に控えている天使兵の数人が『ぶふぅ！』と噴き出したが、本人は気づいていないようだ。

「む、むちむちですが、さすがは六芒の女神ですねぇ。魔力量がヤバいです」

「あぁ～われらがアルテミス様、今すぐ祈りを……いたたた、頭が痛い!?」

　冷や汗を流すリリス。

　魔族になったくせに女神に祈ったせいで頭痛を覚えているスピカ。

　そんな二人の前に出て、俺は宣言する。

「フッ。チマチマした金策など無用だ。この神聖アルテミス王国を、俺が丸ごといただけば済む話ではないか！」

「ふん。魔王ジュノ……身の程知らずも大概になさい。この三〇〇年、わたくしたち女神だって、魔法の研究と修錬を欠かさなかったのですから！」

　視線がバチバチ交錯する。

　俺は魔ま導どう調ちよう律りつを発動させるため、体内の魔力を一気に活性化させた──。
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【名前】アルテミス

【種族】神族

【職業】六ろく芒ぼうの女神、魔術師

【筋力】【防御】【器用】【敏びん捷しよう】【知力】不明

【魔力】六一〇以上

【性欲】七九〇程度

【趣味】下着どろぼう

　審しん理りの魔ま眼がんは、そんな項目と数値を弾き出した。

　アルテミスは厳重に対策しているらしく、かなりの項目が読み取れない。そんな中で表示された【趣味】だが……どういうことだ？

「フッ。すべて見切ったぞ、アルテミス。キサマは部下の天使兵どもの前で、俺に醜く蹂じゆう躙りんされるのだ！」

　わからないことだらけだが、とりあえず虚きよ勢せいを張っておく。

　とにかく堂々と胸を張り、魔王の威い厳げんを示すのだ。

　アルテミスは銀色の髪をかき上げると、

「審理の魔眼……。いかにも魔族らしいハレンチな魔法ですね。まあ、ちゃっちゃと処刑してしまいましょう。あなたたち魔族は、存在そのものが罪なのですよ！」

　その手をサッと上げた。

　ザザッ──。

　彼女の背後にいる天使兵たちが、一いつ糸し乱みだれぬ動きで魔ま銃じゆうを構える。無数の銃口がこちらを睨にらみつけてきた。

　あまりの殺気に、道ばたの信徒たちが悲鳴を上げる。彼らは次々と身を起こし、クモの子を散らすように逃げていってしまった。

　殺意を振りまく天使兵の外見は皆、少女だ。純白の衣に銀の鎧。頭上に金の光こう輪りんを浮かべ、二枚の羽を背中に生やしている。

「魔王……口調がキモいです」「どうせ顔だけよ」「いえ、あの顔はヤバめの性癖を持ってますわ」「アルテミス様を愚ぐ弄ろうする発言、万ばん死しに値します！」

　全員が全員、俺に対して虫ケラを見るような視線を送ってくるから困る。つい先ほど、アルテミスのむちむち具合を笑っていたくせに。

　だが、状況は待ったなしだ。天使兵どもの闘気が高まっていく。アルテミスも魔力を生成し始めた。

　と、そのとき。俺は重要なことに気がついた。

「アルテミス……まさか、この場で戦おうというのか？」

　ここはアルテミールの大通りだ。そこかしこにアルテミスの女神像が並び、彼女を崇すう拝はいする大勢の信徒たちが住んでいる。

　そんな場所で戦闘を始めれば、一体どうなるか。火を見るより明らかである。

「そ、それは……」

　アルテミスは一瞬、ためらうような素そ振ぶりを見せたが、

「め、女神王ヴィーナス様のご命令は、万物の上に位置するのです！　戦闘に巻き込まれる信徒たちは気の毒ですが……彼らは尊とうとい殉じゆん教きよう者しやという解釈にします！」

　都合よく殉教者に仕立て上げるとは──じつに女神らしい。

「そんな、アルテミス様……」

　スピカが呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「あなた様はいつだって、私たち王国の民を聖なる銀の光で照らしているはずで……。そんな無茶な理由で殉教者にするなんて、ウソよ……」

　アルテミスのところへフラフラと近づいていく。

　スピカはこの国で生まれ育った王族だ。いくら魔族になったとはいえ、幼いころからの信仰心を急に捨て去ることはできないらしい。

　アルテミスが下唇を嚙む。

「この魔力反応は……。あぁ、第四王女スピカ。あなたは本当に、魔王に負けて魔族になってしまったのですね。……仕方ありません。女神王ヴィーナス様の命に従い、せめてわたくしの手で……」

　スピカに向けて三日月の杖を掲げ、

「──殉教しなさいっ！」

　銀色の閃光とともに、杖の先端から何かを射出した！

「スピカ!!」

　俺は即座に地面を蹴った。〝何か〟が発する風切り音を追い越し、スピカに肉薄。彼女を思いっきり抱き寄せた。

　直後、重厚な金属音が炸さく裂れつする。

　前腕が……熱い。

　俺が腕を振って弾き返したのは、高密度の魔力の矢だ。

　これを撃ってくるとは……アルテミスめ。

「当たれば死んでいただろう。スピカよ、奴は本気だ」

「そんな……！」

　腕の中で赤面しながら、スピカはうっすら涙を浮かべていた。

　ずっと信仰してきた女神に、いきなり殉教させられそうになったのだ。その心情は察するに余りある。

「わかったか？　これが女神の正体だ。本当に倒すべきは王国の上層部ではない。奴らが信仰する女神こそが、腐ふ敗はいの原因なのだからな！」

「……！」

　スピカはショックを受けたように両目を見開いた。

　が、すぐに気持ちを切り替えたようだ。眉まゆを吊り上げ、瞳ひとみに大いなる闘志を燃やす。

　そして彼女は俺の腕を離れた。

　女神と天使兵を見すえ、迷いなく剣を抜く。

「アルテミス様……いえ、アルテミス。どうしてこんな無茶をするの？」

　スピカの真剣な問いかけに、

「そ、それはまあ……女神王ヴィーナス様のご命令がありまして……」

　アルテミスはモゴモゴと応えた。

　なにかがおかしい。駄だ肉にくの女神め、一体どうしたというのだ？

　──女神王ヴィーナスの命令による、スピカの処刑。

　──ためらいがちな仕し草ぐさ。煮え切らない態度。

　──【趣味】下着どろぼう。

　俺が考え込んでいるうちに、アルテミスが語り始める。

　指先を銀色のロングヘアにくるくる絡め、

「五〇年前、女神王様が代替わりしました。晴れて『ヴィーナス』の名を継承したお方のために、わたくしは王国の信徒たちから良心や思いやりを吸い上げて、天界を維持する魔力に変換しているのです！」

　待て、それはおかしい。

「天界の維持には膨大な魔力を要する。それは俺も知っているが、維持に必要な魔力は、女神王ヴィーナス自身が錬り上げるのが代々の掟おきてだったではないか。それを、なぜ人間族に負担させるのだ！」

　俺が真剣に問うと、アルテミスは驚くべきことを言ってきた。

　恋する乙女おとめのように頰を染め、




「だって……今の女神王様ったら、魔力を錬るのは疲れるから面倒くさいって、やってくださらないんですもの。もぅ、困ってしまいますよねぇ？」




『!?!?』

　俺、スピカ、リリスが、まとめてずっこけそうになる。

　そんな理由で人間界を混乱に落とし入れたというのか!?　良心や思いやりを強制的に奪われたというなら、王都の腐敗にも合点がいく。

「どうしようもないアホが女神王になったようだな。即座に叩き潰すべきだ！」

　自然と頰が引きつってくる。なんとおぞましい話だ。

　だが、アルテミスはどこ吹く風。

「今の女神王ヴィーナス様は、かわいいのがお仕事なのです。なまけ者でダメダメなところがかわいい……いえ、かわいすぎるのですよ。あの方のご命令とあらば、わたくしの信徒たちが犠牲になることすら……百歩譲って仕方ありません！」

「なまけ者でダメダメと言い切りましたよこの女神……」

　さすがのリリスも呆れている。肩を落とし、げんなりした表情だ。

「そんなことのために、国を!?」

　スピカが肩を震わせた。その背後に、怒りの炎が見えるほどに。

「人間をなんだと思ってるの？　不覚だったわ。アルテミスがこんなヤツだと知ってたら、私は……！」

「人間界の深刻な問題の発端が、じつは神族や魔族の気まぐれや、意地の張り合いだった……。ありがちな話だが、今回のはひどすぎるな」

「ジュノ、行くわよ！　先手必勝──!!」

　スピカが凜りんと叫び、大地を蹴った。
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　おどおどした態度はどこへやら。闘気を発しながら剣を大きく振りかぶり、アルテミスへ肉薄する。

　体内で錬り上げた魔力を剣に注ぎ込み、スピカはお得意の魔法剣を発動させた。

「黄金の雷鳴よ、来たれ──ライトニング・デス・ブリンガー!!!!」

　彼女の剣が豪ごう雷らいを帯びる。

　刀身がまばゆい金色に輝き、バチバチと炸裂音が連鎖した。

　魔ま導どう調ちよう律りつを施したことで、スピカの魔力も、身体能力も格段に向上している。

　ゆえに剣速も、さながら迅じん雷らいの瞬またたきのようだったが──。

　しかし。

　斬ざん撃げきが炸裂する寸前、

「んふっ、ムダです……！」

　アルテミスの全身を、球状の物体が包み込んだ。

　銀色がかった半透明。聖性を宿した燐りん光こうを周囲にまき散らしている。

　あれは──魔法障壁だ。

　アルテミールの街に、金属質の衝突音が響き渡る。

　スピカの魔法剣。アルテミスの魔法障壁。

　ぶつかり合った二つの魔力が、視界を埋め尽くすほどの火花を散らす。

　その膠こう着ちやくはたった一瞬。

「きゃあああぁぁっ！」

　弾き飛ばされたのは、スピカの方だった。

　俺は即座に跳躍した。空中で彼女を受け止め、宙返りとともに着地する。

「なるほど、大した魔法障壁だ」

「そ、そんな……。私の魔法剣が……。私、強くなったはずなのに……！」

　腕の中で、スピカが身体を震わせている。

　対するアルテミスは余裕の笑みだ。

「んふふ。私は三〇〇年かけて、この魔力障壁を編み出しました。防御と攻撃の両面を任せられる、『アルテ・カタフィギオ』をねぇ！」

　さぁ、今度こそ殉教させます──！

　その一言をきっかけに、アルテミスの魔力が爆発的に高まった。

　球状の魔法障壁が膨ふくれ上がり、鋭利な突起物が無数に生えてきたのだ。

　──魔力の矢だ。

　さきほどスピカに撃ち込んだものよりも、遙はるかに強力なシロモノである。

　魔力障壁の外見は、さながら巨大なトゲつき鉄球。底なしの聖性を帯びているが、形は邪悪そのものだ。

　あれを撃てば、この街は廃はい墟きよになってしまうかもしれない──。

「させるか。街も、民も、国も、すべては魔界の財産となるのだ。リリアへイム魔界化計画の邪魔はさせない……！」

　俺は背後のリリスに告げる。

「この街の人間族を、一人残らず安全な場所へ転移させるのだ！　ペットや家畜も含め、全員だ！」

「りょ～かいです！　たぶん魔力が切れちゃいますので、後でリリスにい～っぱい補給させてくださいねっ、魔王様♪」

　そう言って、リリスは転移魔法を発動させた。安全確保はこれでよし。

　とはいえ、アルテミスの魔法障壁が脅きよう威いであることは変わらない。

　可能な限り建物を守り、アルテミスと天使兵どもを蹂躙するには──。

「アレしかあるまい……！」

　俺はスピカに命じた。

「告こつ解かい魔ま法ほうを使うのだ。ここでアルテミスを撃破すれば、この国の在り方を丸ごと変革できる。力を貸してくれ！」

　そんな俺の言葉に──。

　スピカは、確固たるうなずきを返してきた。

「魔族として……私はみんなを、女神から救ってみせるわ！」

　そう叫んで剣を収める。うっすらと目をつむり、両腕を左右に広げた。

　すると、スピカの背後に魔力の渦うずが現れた。

　渦はどんどん大きくなる。

　邪悪な魔力を発しながら回転し──渦は金色の光を散らす、円形の魔法陣となった。

　目も眩くらむほどの金色。

　しかし、感じる。この華はなやかな魔法陣は、まぎれもなく魔族の力でできている！

　告解魔法。

　必要なのは、心に抱えたやましい事柄の暴ばく露ろ。

　暴露がそのまま詠えい唱しようとなり、強力な術式を発動させるカギになるのである。

「ポエムが、あふれそう……！」

　スピカの身体がふわりと宙に浮き上がった。

　彼女の全身を巡る魔道経絡。そこに邪悪な魔力が奔はしり、周囲の大気を震わせる。

　そして。

「告白するわ……。私は夜な夜なポエムをしたため、節をつけて歌ってきたの。あぁ、なんて痛々しく、罪深い趣味なのかしら。それを天下の往来で発表することで、告解魔法の詠唱とするわ……！」

　スピカは瞳を大きく見開き、

「──告解魔法【斬式】第一章『過去との訣けつ別べつ』……歌うわ！」

　唯一無二の詠唱を紡つむいでいった。





運命に誘いざなわれ　私は今日まで歩んできた♪

期待と希望　身に受けて　戦う王女の人生を♪

だけど私は魔に堕ちた　なのに心は満たされている♪

無限大の賞賛よりも　たった一人の愛情を　私は尊く感じるから♪






「うえっ……」『うわぁ……』

　アルテミスと天使兵たちが動揺を露わにする。

　それもそのはず。スピカの微妙なセンスはともかく、彼女が歌声を響かせるにつれて、魔力が密度を高めていくのだから。

「な、なんて微妙なポエム……。本人は本気で書いていそうなところが余計に痛々しいですね。皆さん、もう撃ってしまいなさい！　殉教です、殉教！」

　直後、俺の視界を銀色の閃光が支配した。

　銃撃音がけたたましく連鎖する。

　無数の天使兵が、一斉に魔銃の掃そう射しやを始めたのだ。

　標的はもちろんスピカ。

　しかし、これは想定内だ。

　俺はスピカの前方へ躍り出て、両腕を大きく広げた。

「前衛は俺に任せろ！　フッ、スピカめ。ポエムのセンスは別として、邪悪で心地ここちよい魔力ではないか！」

　そして支援魔法を展開。弾丸の軌道を強制的に歪ゆがめ、俺の身体へ吸い寄せる。

　告解魔法士の盾となり、すべての攻撃を受け止めるために！

　朗ろう々ろうとしたポエムをかき消さんばかりに、無数の銃撃音が吼ほえ猛たける。

　激しくスパークする銀色の魔力。魔弾の豪雨が、俺の全身に降り注いできた。

　着弾、着弾着弾、着弾着弾着弾!!

「ククッ、ククク……。こんな豆鉄砲で、俺をどうにかできると思ったのか？」

　だが、俺は避けない。避ける必要がない。

　シャツとズボンは大いに破れてしまったが、肉体は無傷である。

　天使兵の狼ろう狽ばいは明らかだ。

「耐えたですって!?」「なんてふざけた防御力！」「あっ、腹筋割れてる……」「胸板もいいかんじ……ってバカ！　次弾よ、次弾！」「ひえぇ！　アルテミスさまぁ！」

「くっ……！」

　アルテミスは俺を睨みつけ、甲かん高だかい叫びを上げた。

「アルテ・カタフィギオに命じます！　あの魔王を穴だらけにしてしまいなさい!!」

　その声に従い、球状に膨れ上がった魔力障壁から、大量の魔ま矢やが射出された。

　聖なる魔力がほとばしる。

　野太い風切り音が大気を切り裂く。

　魔矢に宿った無む垢くなる聖性が、アルテミールの街を銀色に輝かせた。

「ほほぅ。これほどの魔矢、並の魔族なら一撃だろうな」

　だが。

「……残念。俺は並の魔族ではなく、魔王ジュノなのだ」

　着弾──。




　大量の魔矢が、アルテミスの魔力障壁へと突き刺さった。




『な……っ!?』

　一同、呆然である。

　満を持して放った切り札が、即座に跳ね返されたのだ。その反応も無理はない。

　俺の行動はたった一つだけ。

　特になにも考えず、腕を振ったのだ。

「フッ──所しよ詮せんは愚かなる駄肉の女神。この程度の魔矢ならば、腕を振るだけで跳ね返せるぞ？」

「あぁ、うぅ……そんな！」

「アルテミスよ。キサマの三〇〇年は、俺の三〇〇年に蹂躙されるのだ！」

　そのとき、スピカのポエムが止んだ。

　途中からまったく聞いていなかったが、ともかく詠唱が完了したらしい。

「ジュノ……」

　ふわふわと降下してきたスピカが、晴れやかな笑みを咲かせる。

「──私を魔族にしてくれてありがとう。は、恥ずかしすぎて死にそうだったけど……今なら何だって斬れる気がするわ!!」

　次の瞬間。

　彼女の腰に、細く、長い片刃の剣が出現した。

　やや反り返った刀身。そこに宿るのは、尋じん常じようならざる純度の魔力。その禍まが々まがしい輝きに当てられたのか、アルテミスたちがジリジリと後退する。

「ひぃぃっ！」「アレはやばいですわ！」「に、逃げろー！」

「あ、あなたたち、逃げないでくださる!?　わたくしのアルテ・カタフィギオが信用できないのかしら!?」

　アルテミスの聖性が大地を揺ゆらす。聖なる魔力を大量に注ぎ込み、魔法障壁を強化したのだ。すべての魔矢を引っ込め、防御に徹するつもりらしい。

　さらに、天使兵たちが防御魔法を展開した。

　球状の魔法盾が大通りを埋め尽くす。

「私は魔族、スピカ・フォン＝シュピーゲルベルク……」

　スピカが剣の柄つかを握る。

　スッと腰を落とし、臨戦の構えを取る。




「邪魔する者を斬り捨てて──魔王とともに、この国を変えるのッッ!!」




　絶叫。抜剣。

　そして、たった一瞬──黄金の閃光が虚こ空くうに奔った。

「今、なにを……？」

　静せい寂じやくの末に、アルテミスがポツリと口にした、その直後。

　つぅ──、と。

　自慢のアルテ・カタフィギオを横切るように一本の細い線が浮かび……。

　ガッシャアアァァァン!!

　激しい破は砕さい音おんが巻き起こった。アルテミスの魔法障壁が横よこ薙なぎに両断され、粉々に砕け散ったのだ。

　それだけではない。

　たった一振りで、天使兵たちの盾もまったく同じように斬り飛ばされている。

『あ、ぅ……？』

　疑問の声が重なる。アルテミスも天使兵も、スピカの斬撃をまったく捉とらえられず、なにが起こったのかすら理解していないようだ。

「すばらしい……。俺の大切な告解魔法士よ」

　スピカに寄り添い、長い金髪を優しくなでる。

　またぞろ赤面するかと思ったが、しかし。

「ありがとう、ジュノ」

　スピカは柔やわらかな笑みを浮かべていた。

　憑つき物ものが落ちたような、吹っ切れたような表情だ。

「この力があれば、私は国を……ううん、世界すらも変えられるわ！」

「フフ、それでこそスピカだ。女神すらも凌りよう駕がする、俺の尊き家族よ！」

　俺の言葉に、スピカは力強くうなずいた。

「天使兵どもは私に任せなさい。今なら負ける気がしないわ！」

「うむ。任せたぞ！」

　しなやかな背中をポンと叩き、俺は悠然と歩を進めた。

「さぁ、お仕置きの時間だ」

　アルテミスはショックを隠せないらしく、ぺたんと座り込んでしまっている。

「わ、わたくしの、まほう……しょうへき……」

　まあいい。回復を待ってやることもないだろう。

　俺は身をかがめ、彼女の肩に手を添えた。

　耳を吐息でくすぐるように、そっとささやく。

「恐れることはない。今から、狂おしいまでの快楽に溺おぼれさせてやろう」

　俺はパチンと指を鳴らした。

　結界魔法を発動させて、女神狩りヴイーナスハントを始めるために──。
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　リリスほどではないが、俺にも結界魔法が使えるのだ。

「は、離してください！」

　周囲の景色はすぐさま変化し、瘴しよう気きがうずまく魔空間となった。邪悪なる波動がモヤとなって充満している。

「うっ……なんて不快な空間。はぁ、うぅ……。魔王、早くわたくしを解放しないとひどいですよ！」

　女神の加か護ごを受けたスピカも体調を崩していたが、今回の相手は、その加護を与えていた女神本人だ。

　自身の聖性が高ければ高いほど、この魔空間はこたえるのである。

「む、無視するとは何事ですか！　魔王！　魔王ジュノぉ！」

　さっきからアルテミスがうるさい。

　だが、まあ無理もない。

　彼女は今、俺の拘こう束そく魔ま法ほうによって縛り付けられているのだ。

　アルテミールの民が作った、彼女自身の女神像に。

　かなり大きな像を持ってきたので、さながら太い柱に縛られているようだ。

　さらに、胸もと、腹、手首、ひざ、足首にも拘束魔法をかけている。相手は腐っても六ろく芒ぼうの女神。用心は大切だ。

　たくさんの魔力の枷かせは、ことごとくアルテミスのローブに食い込んでいる。豊満な肉体のラインが、拘束魔法によって強調されているのだ。

　俺はアルテミスにグイッと顔を寄せた。

「抵抗の前に、謝罪が必要だとは思わないのか？」

「しゃ、謝罪ぃ……？」

　俺の言葉に、彼女は瞳ひとみを泳がせる。

「まずは、信徒の良心や思いやりを搾さく取しゆしたことに対してだ。その他にも、アホな女神王にうつつを抜かして国を腐らせたこと。俺と、俺のスピカを攻撃したこと。天使兵どもの暴言。そしてなにより三〇〇年前、俺を封印したことに対して！」

　低い声で、叩きつけるように命じる。

　アルテミスは「うぐっ」とうめいた。

「そ、それはまあ、わたくしだって信徒たちを犠ぎ牲せいにするのは気が咎とがめましたよ？　ですけど、愛しの女神王ヴィーナス様に命令されたら……ねぇ？」

「なにが『ねぇ？』なのだ……」

　こんなところで同意を求めてくるとは。駄だ肉にくの女神め、太ももや腰まわりだけでは飽き足らず、頭の中までむちむちになってしまったようだ。

　そこで、俺は目を細めた。いいことを思いついたのだ。

「アルテミス。キサマへの罰が決まったぞ。人間族をアホな理由で搾取し、アホな女神王にうつつを抜かす女神には、コレがお似合いだろう」

「ば、罰……？」

　アルテミスがビクッと身を縮める。俺は口角を吊り上げ、

「──今からお前の魔ま道どう経けい絡らくを書き換え、人間族にしてやろう！」

　瞬間、アルテミスが目を瞠みはる。冷や汗が噴き出る。

「め、女神の魔道経絡を書き換えるなんて……」

「できるのだ。俺の魔ま導どう調ちよう律りつにかかればな」

　錬ねっていた魔力を両腕に集中させる。

　スピカのときと同じく、俺の腕を軸にして黄色い淫いん紋もんが幾いく重えにも出現した。

　今からこれをアルテミスの体内に注ぎ込むのだ。

　能力を与えるのも、奪うのも、潰つぶすのも自由自在。それが魔導調律である。

「ひぃっ……！　や、やめてください！」

　アルテミスがジタバタ暴れる。しかし拘束魔法に阻まれ、ろくに身動きが取れない。

　俺は両腕を掲げ、彼女の胸に近づけた。

「素直に謝っておけばよかったものを……。お前の色ボケした性根、この俺が叩き直してやろう！」

「お、おっぱいを揉もむ寸前の体勢で、よくもまあ色ボケなんて言え……っ!?」

　アルテミスの言葉は、そこで断ち切られた。

　豊かに実りすぎた肉の房を、俺が両手で鷲わしづかみにしたからだ。

「ひぃぃああぁああぁぁぁぁああああぁぁあああぁぁぁ……っっ!!」

　アルテミスは顔をはね上げ、甘ったるい絶叫を撒き散らした。

　両腕に浮かび上がった多量の淫紋を、肉が余り気味の体内に注ぎ込んでいく。

「フフフ……どうだ？　気持ちよかろう？」

「あひぃっ！　あひぃぃああぁぁあぁ……！　や、やめっ……ぁあああぁあぁ！」

　スピカのときは、愛あい撫ぶによって下準備を行った。

　だが、今は情け無用。いきなり極大の快感を与え、アルテミスの理性を消し飛ばしてやるのだ。

「ああぁぁああぁぁイクっ……イキますぅ……！　んああぁぁっっ……こ、こんなのっ……無理ぃぃぃっ！　あ、あ、あああぁあっぁぁぁあ……！」

　肉感あふれる淫みだらな女体が、鮮魚のごとく激しく跳ねる。大きく開かれていたタレ目は、すぐさまトロンととろけてしまった。

「はぁ、はぁぁ……あぅっ、ひぐっ、あぁぁぁ……」

　半開きの口。アルテミスはピクピク痙けい攣れんしながら、乱れた吐息をこぼすばかり。

　だが、これで終わるはずがない。

「さてアルテミス。次のステップに移ろうか」

　俺はローブの胸もとを摑つかみ、生地を左右に引き裂いた。

　布がビリリッ！　とあっけなく千ち切ぎれ、色白の肌が露あらわになる。

「なんと……」

　次瞬、まろび出てきたモノの迫力に、俺は言葉を失ってしまった。

　アルテミスの、聖なる生乳である。

　生地が裂けた衝撃で、ばいんっ！　たぷんっ！　と激しく揺ゆれ動くそれは、スピカを遙はるかに上回る質量を誇っていたのだ。

　しかし──。

「ぬぅ。これは……陥かん没ぼつしているのか？」

　俺は違和感を覚え、アルテミスの双そう丘きゆうを至近距離で観察した。

「んぅっ、ふ、ぅ……い、息、かけないでぇ……！」

　手のひらにはとても収まらないサイズ。そのせいか、やや重力に負けている。

　そして乳にゆう輪りん。スピカよりも大きめだが、色素はアルテミスの方が薄い。

　だが、注目すべきはその中央。

　アルテミスの聖なる乳頭は、聖なる乳肉の中に埋もれてしまっていたのだ。

「うぅっ……き、気にしているんですよぉ……。そんなにジロジロと……んあっ、はあぁぁああぁっ……あぁぁ、また、イクぅぅ……！」

　こうしている間にも魔導調律は進行中だ。

　アルテミスの肌に浮かんだ淫紋は、黄から赤へと変化している。彼女の体内では、とてつもない快感をともなって魔道経絡の書き換えが進んでいるのだ。

　細かい絶ぜつ頂ちようを繰り返すアルテミスは、もう涙目だ。

「いい顔になってきたではないか、陥没せし乳首を持つ女神よ」

「い、言わないでぇ……んぁああっ！」

　ふむ。俺としては、むしろ慎つつしみにあふれた良き乳頭だと思うのだが……女神の乙女おとめ心ごころは難しいものだ。

「おぉ、そうだ。いいことを思いついたぞ」

　俺はポンと手を打ち、アルテミスの左胸に顔を寄せた。

「そんなに陥没が気になるなら、俺が吸い出してやろう」

「～～～ッッ！　や、やめてぇぇ！　今、そんなことされたら、わたくし……！」

　やめろと言われてやめる魔王など存在しない。

　俺は一思いに、アルテミスの聖なる陥没乳首にむしゃぶりついた。

「はむっ……じゅぷっ、じゅるるる……！」

「ああぁぁああぁっ！　んくっ、ひぃあっ……あぁああああっ……！」

　色素の薄い乳輪に舌を這はわせる。円を描えがくように。

　ほどなくして、舌先が陥没地点に到達した。奥の方で、隠れた乳頭がヒクヒクしているのを感じる──。

「……ちゅぽんっ。ククク、待っていろ。すぐに吸い出してやるぞ」

「はぁ、はぁぁ……。だめぇ……。ちゅぱちゅぱするの、らめぇぇ……」

「ぢゅぷぷっ！　ぢゅるるるるっ!!」

　俺は再び吸引を開始した。

　唾だ液えきをすする音が口内で反響し、いやらしい水音が魔空間に充満する。

「ひぃぃあああぁ！　あうっ、や、やめなさっ、んああぁぁあぁぁ……！」

　──すると、どうだろう。

　愛撫に応えるかのように、俺の舌先にコリコリしたものが触れるようになった。

　それを舌先でねぶり回し、確信する。奥へ引きこもっていたアルテミスの聖なる乳頭が、とうとう魔空間に降こう臨りんを果たしたのだ。

「あぁぁっ、ひぃあぁぁんっ！　や、やめぇっ……くはぁぁん！　んぅぅっ、そこ、そんなにされたらぁ……また、わたくしぃぃ……！」
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　アルテミスが太ももを擦こすり合わせる。モジモジと、快感に抗あらがうように。

　淫紋の色が変化する。赤から、まばゆいピンク色へ──。

　魔道経絡の書き換えが完了した証拠である。

　アルテミスは、自身がさんざん搾取してきた人間族となったのだ！

「じゅるるるっ……はむっ、ぢゅぷっ……ぢゅぷぷぷっ！」

「ああぁぁらめぇっ！　そんなしつこく、ちくび、転がして……んうぅぅっ！」

　だが、関係ない。魔導調律が終わったから何だというのだ。

　忘れてはいけない。これは六芒の女神──アルテミスへの復ふく讐しゆうも兼ねた儀式なのだ。

「ぢゅぷっ！　れろぉ……じゅるるるっ！」

「ああぁぁ……ダメですよぉ……イクッ、イってしまいますからぁぁあぁ……！」

　肉感的な腰が震える。脚の間から、ポタポタと雫しずくが落ちる。

　絶頂しようが関係ない。俺は舌全体にたっぷりと唾液をまぶし、膨ふくらんできた乳首を転がし、舐なめ回し、吸い上げ、唇ではむはむと甘あま嚙がみした。

「んぁうぅっ！　ジュノ、らめっ、らめぇぇ……！　わたくし、女神なのにぃぃっ……イクのっ、止まらないですぅぅぅ……はぁぁんっ！」

「……ちゅぽんっ。よいかアルテミス。絶頂の下もとに、女神も魔王も人間族も関係ない。安心して、人間族として性を謳おう歌かするといい。じゅるるるっ……！」

「嫌っ、人間族なんて嫌よぉぉ……！　人間族じゃ女神王様に愛してもらえなっ……んあぁぁっ、だけどきもひぃぃぃぃ！　乳首れろれろしゅきぃぃぃ……！」

　ピンクの淫紋が点滅を開始する。だが、魔導調律はやめられない。

　アルテミスの聖なる乳首が、あまりにも美び味みなのがいけないのである。

「あぁぁまたイキますぅぅぅっ！　すごいの昇ってきましたぁぁっ……んぁああっ！　許してジュノさまぁ……おねがいぃぃっ、許ひっ……んああああぁぁぁああっ!!」

　ぷっしゃああぁぁぁぁ……！

　景気のいい水音が弾け、アルテミスのローブが一気に変色した。

　むろん、股こ間かんの部分が。

「はひっ、あひぃっ……こ、こんな……」

　激しい絶頂に打ち震えながら、アルテミスが絶望の声音を洩もらした。ぐしょぐしょになった股間を見下ろし、口もとをわなわなさせている。

　俺は聖なる乳首から離れ、

「……ちゅぽんっ。それにしても、なんてけしからん乳ち房ぶさだ……」

　今までしゃぶっていた場所を見つめた。

　あまりに淫いん猥わいな光景にため息をつく。淡い桃色の乳輪。いやらしく起こり勃たった中央の突起。俺の唾液で、どちらもぬらぬら光っている。

「あぅっ……み、見ないでくださいぃぃ……」

　アルテミスは、もう泣きそうだ。

　けれども……。

　彼女の声には、なぜか悲ひ愴そう感がない。俺に向けられる抵抗の言葉も、どこか上滑りしているような気さえする。

　ふと、彼女の唇が動いた。もにょもにょと、名残なごり惜しそうに──。

「アルテミス……」

　その名をつぶやき、俺は彼女に唇を寄せた。

　ちょっとした賭かけをしよう。

　憎き魔王に全身を縛られ、たっぷり辱はずかしめられたアルテミス。彼女の怒りは相当なものだろう。

　だが、快感を得ていたのも事実だ。今では頰ほおを上気させ、瞳はとろけている。

　判断力を失った現在、自分に極大の快楽を与えた男に、キスを迫られたら？

「んっ……」

　──果たして。アルテミスは控えめに唇をすぼめ、うっすらと目をつむった。

　こともあろうに、憎き魔王の口づけを受け入れようとしたのだ。

　やや肉厚で、瑞みず々みずしい唇。ぷるんっとした質感。

　しかし俺は動きを止めた。

　吐息が交わる距離まで近づき、彼女のキス顔を観察する。

「……？　んっ、んーっ」

　いつまで経ってもキスが来ない──。もどかしく思ったらしく、エサをねだる小鳥のように、アルテミスが「んっ、んっ」と何度も唇を突き出してくる。

　それでも俺は動かない。

「お断りだ。民を蔑ないがしろにする女神なんぞに、俺の口づけを捧ささげるわけがないだろう」

「ッ!?　そんな、ここまでしておいて……！」

　アルテミスが愕がく然ぜんとする。

「キス……しなさい！　こんな状態で放置なんて、生殺しにもほどがあります！」

「フッ、もう一度言ってみろ」

「キス、しなさいっ！　魔王ジュノ、わたくしとキスをしてくださぁい！」

　──俺は、嗤わらった。

　キスを懇こん願がんするアルテミスを無視して、背後を振り返る。

　そしてパチンと指を鳴らした。

「──天使兵諸君。キサマらが仕える駄肉の女神が、よりにもよって憎き魔王にはしたなく口づけを欲しているのだが……これをどう思う？」

　景色が変わる。瘴気が失せる。

「ふぇ？」

　アルテミスがマヌケな声を発した。まあそれも当然だ。

　ここはアルテミールの大通り。

　俺たちのまわりには無数の天使兵たちがいる。全員ボロボロに傷つきながら、俺とアルテミスの様子をジーッと見つめているのだ。

「な、な、な……！　あなたたち、ど、どうして!?」

　驚き。落胆。軽けい蔑べつ。さまざまな感情が入り交じった視線に射い貫ぬかれ、アルテミスが切れ切れに声を洩らす。

「よく聞け。俺が使ったのは転移魔法ではなく、結界魔法だ」

　笑いを堪こらえつつ説明する。

「キサマの部下どもは初めから見ていたのだ。キサマが俺に乳房を弄もてあそばれ、何度も何度も激しく達し、あまつさえ口づけを欲する場面をな！」

　そう。俺は魔空間に転移したのではなく、結界魔法を使って、この場に特殊な魔空間を創り出したのだ。

　内側からは魔空間に見えるが、外側からは丸見えという、はしたなき結界を。

「……ジュノ。またハデにやったのね……」

　そのとき、スピカが俺のもとへやってきた。

　彼女は天使兵たちをほどよく痛めつけて動きを封じ、奴らが結界内での儀式を見つめるしかない状況を作ったのである。

「スピカよ、大儀である。そうだな……サイズと柔やわらかさではアルテミスに分ぶがあるが、ハリと感度はスピカの方がむぐぐっ！」

「だ、誰がおっぱいの感想を聞かせろなんて言ったのよ！」

　スピカに鼻と口を押さえられ、危うく窒ちつ息そくしかけてしまった。

　──しかし彼女を包む魔力は、どこか吹っ切れたように澄んでいる。

　これでこそスピカ。これこそがスピカだ。

「それはともかく、リリスを迎えに行くぞ。ほれ、さっさと俺の魔法陣に入るのだ」

「ちょ、まだ話は終わってないわ！」

　二人で転移魔法の魔法陣へ飛び込んでいく。

　そんな俺たちの背後では、

「アルテミス様、どういうことですか！」「あんなに気持ちよさそうに！」「私の信仰心、どうしてくれるんです!?」「え、ええと……それはその、ですね……」

　天界の軍勢が大モメしているようだ。

　あとは野となれ山となれ。この窮地を、アルテミスがどうやって切り抜けるのか……じつに楽しみだ。

　おっと。奴が簡単に陥かん落らくしたので忘れていたが、

【趣味】下着どろぼう

　コレについては、またの機会に利用することにしよう。

　まあ、アルテミスに〝次〟があればの話だがな……。
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　アルテミスとの激闘から一夜明け──。

「うむ。食堂のオムライスとやら……美味なり」

　昼食後は村の散歩を楽しもうかと、俺が工房の出入口へやってきたときだ。

「あのっ……お願いします！　お願いします！」

「こ、困りますって！　いきなり魔王様に会わせろだなんて！」

「そうよそうよ！　というか、あなたどうやって村に入ったのよ！　村のまわりには人払いの結界が張られてるはずなのに！」

　リリスとスピカが、出入り口で誰かとモメているようだ。

「どうしたのだ、二人とも」

　俺の魔界で無用な争いは許さぬ。そんな気概を抱きつつ、扉へと向かった。

　すると、リリスとスピカがこちらを振り向き、

「あぁ魔王様、ちょうどいいところへ！」

「この子、口調のわりに強引なの！　なんとかしてよジュノ！」

　二人がかりで助けを求めてきた。

　そのとき。隙すきありとばかりに、フード付きのマントで全身を覆おおった珍客がリリスたちを押しのけ、

「ジュノ様──お会いしたかったです！」

　俺の胸に飛び込んできた。声からして、こやつは少女のようだ。

「ジュノ様、ジュノ様、あぁ……！」

　少女は俺を強く抱きしめ、胸板に頰ずりし始める。

　たしかにフードで顔は隠れているが──、

「……んん？」

　腹に当たる至福の感触に、俺は目を細めた。

　ふにゅんっ。たぷんっ。たぽんっ。

　少女の大きすぎる膨ふくらみが、俺の腹部を甘やかに刺激しているのだ。

　彼女が頰ずりするたびに胸もこすれる。そのたっぷりとした質量の、なんと幸福なことか……！

　俺はハッとした。

「スピカ以上のサイズ感。そしてこの、とろけるような柔やわらかさ……！」

　この幸せな感触には覚えがある。にわかには信じがたいが、しかし！

　俺は少女の両肩に手を置き、ゆっくりとフードを脱がせた。

　艶つややかな銀色のロングへアが、ふんわりと広がる。大きなタレ目には柔にゆう和わな印象が感じられ、その美び貌ぼうは目を瞠みはるほどで──。

「なっ……!?　やはりお前はアルテミ……」

「うわあぁぁぁぁぁんっ！　ジュノ様ぁあぁぁぁぁあぁっ!!」

「なぜ泣くのだ!?」

　俺が問いかけた瞬間、六ろく芒ぼうの女神・アルテミスはギャンギャン泣き始めた。なんて清すが々すがしい泣きっぷりだ。とても真っ当な大人とは思えぬ！

「ろ、六芒の女神がどーしてここに!?」

「ふんっ、泣いたぐらいじゃ誤魔化されないわよ！」

　リリスとスピカが即座に身構える。

　そうこうするうちにリリスの部下たちも集まってきて、

「あっ、魔王様が女の子を泣かせてます」「さすがジュノさま」「面白そうです。みんなを呼んできましょう」などと、ヒソヒソ言い始めた。これは……やりづらいな。

「こ、こちらへ来るのだ！」

「うわぁぁぁぁんっ！」

　俺はアルテミスの手を取り、階段を駆け上がった。リリスとスピカもついてくる。

　──バタン。

　ドアを閉め、彼女をイスに座らせた。ここは工房の最上階。俺の私室だ。

「……すん、すん、くすん」

　仕方ないので茶を淹いれてやると、アルテミスの泣き声はだんだん収まっていった。

「さぁさぁ、話を聞かせてもらいますよっ！」

「復ふく讐しゆうに来たのね？　ジュノ、やっつけましょう！」

「まあ、落ち着くのだ。なにはともあれ……ふんっ」

　俺は魔力を両目に集中させ、審しん理りの魔ま眼がんを発動させた。

【名前】アルテミス

「ふむ、やはり本人か。だが、どうしてこれほど泣いているのか……。どうして人払いの結界を反応させずに、マカイノ村に入ってこられたのか……」

　悩んでいると、審理の魔眼がさらなる情報を映し出した。




【種族】魔族

【職業】魔術師、告こつ解かい魔ま法ほう士し




「なんだと!?」

　そこに示された文字列に、俺はストンと顎あごを落とした。

　六芒の女神アルテミスは魔族になるばかりか、告解魔法士として覚かく醒せいしたらしい──。

　リリスとスピカにそう伝えると、二人そろって大口を開けた。

　アルテミスがうつむき気味に、ポツポツ話し始める。

「いかにも、わたくしは〝元〟六芒の女神、アルテミスです……。昨日、ジュノ様の魔ま導どう調ちよう律りつを受け、魔族として生まれ変わりました……」

「ど、どういうことだ？」

　アルテミスに魔導調律を施したのは、彼女を人間族にするためだった。なのに魔族になってしまうとは一体……。

「一時は、魔道経絡が人間族のものになるのを感じました。ですけどジュノ様、すごく激しくて……。魔道経絡がどんどん組み替えられ、最後に激しく達したときには、魔族のそれに変わっていたのです」

「ん～？　え～っと、つまり？」

　リリスがかわいく小首をかしげ、

「全部、ジュノがえっちすぎるのが悪いということね」

　スピカがジトッとこちらを睨にらんでくる。

「むぐぐぐ……」

　たしかに、淫いん紋もんがピンク色になってからも、アルテミスの乳ち房ぶさに刺激を加え続けた。陥かん没ぼつ乳首を吸い出す愉ゆ悦えつに抗えなかった結果だが……まさか、こんなことになるとは。

　すると、アルテミスの瞳ひとみに再び涙が溜まっていった。

　彼女は顔を覆って、おいおい泣き始める。

「ううぅっ、魔族として生まれ変わって、初めて気づいたんです……。ひっく、うぅっ……わたくし、今まで民や魔族に、なんて、なんてひどいことを……！」

　うわあああぁぁぁん！　あ──ん！　あ──ん！

　そこから先は、もう収拾がつかなくなってしまった。

　仕方ないのでハンカチを取り出し、アルテミスに差し出してみる。

　彼女はそれを引っ摑むと、真っ先に「チーン！」と鼻をかんだ。……わりと高級なハンカチなのだがな……。

「私のときと一緒ね。魔族になって、価値観が変わったんだわ」

「なるほど♪　魔族になったからこそ、マカイノ村の場所を探知できて、人払いの結界にも引っかからなかったわけですね」

　スピカとリリスの言葉を聞きつつ、

「まあ、その……なんだ。アルテミスよ」

　俺はイスを持ってきて、彼女の隣に腰かけた。

「お前は女神王ヴィーナスに命令されて、信徒たちから搾さく取しゆしていたのだろう？　愛ゆえに女神王の下着を盗んだ、その罰として……」

「ひぅっ!?　ど、どうしてそこまで!?」

　アルテミスがビクッと肩を震わせる。どうやら正解だったらしい。

　昨晩、俺なりに考えたのだ。

　審理の魔眼が導き出した、【趣味】下着どろぼうという表示。信徒から搾取する際の煮え切らない態度。

　つまりアルテミスは、女神王ヴィーナスに嫌われたくなかったのである。

　だからこそ、その命令に従って、自分の信徒の良心と思いやりを搾取したのだ。さらに、魔族となったスピカの処刑をも受け入れた……。

　そこまで説明すると、アルテミスは泣きながら床に這いつくばった。

　じゅうたんに額ひたいをこすりつけ、

「ジュノ様、スピカ様……申し訳ございませんでしたぁぁぁ……!!」

　涙を飛ばしながら、大声で謝罪を口にした。

「わたくしの愛が暴走したせいで、皆様にたいへんなご迷惑をかけ、民の心まで犠牲にしてぇぇっ……！　うぅっ、うぅぅ……わたくし、もぉどうすればいいのか……！」

　おいおい泣き続けるアルテミスの肩に、俺はポンと手を置いた。

　そして背後を振り返り、

「スピカよ。アルテミスの処遇はお前に任せようと思うのだが、どうだ？」

　いきなり重要な話を振ったせいか、スピカはわずかに瞳を泳がせた。

　だが、そこは元王女。

　金色のロングヘアをサッとかき上げ、表情を引きしめる。

「アルテミス。私の命を狙ねらったことは、ジュノに免じて許してあげる。だけど条件があるわ。この国の民から、良心や思いやりを奪うのを止やめなさい！」

　彼女の声はたまらなく切実だ。

　それはそうだろう。この腐ふ敗はいしきった国を変革することが、スピカの大きな目標だったのだから。

「ぐすんっ……。良心と思いやりの搾取は、もう止めています。魔族となり、己の非道を自覚した瞬間……まず搾取を止めました。本当に申し訳ございません……」

　アルテミスは泣きながら告げ、深く、深く頭を下げた。

　その姿に、スピカはゆっくり息を吐く。

「これで、国の腐敗も改まっていくかしらね……？」

「もちろん時間はかかるだろう。だが、少しずつ正しい道へと進んでいくはずだ」

　俺の言葉に、首をかしげるスピカ。

「ジュノが直接介入するわけじゃないのかしら？」

「そうだな。基本的には、人間族の自主性に任せようと思っている。民は愚かだが、愚かであるがゆえに学び、挑み、栄える力を持っているのだ。俺は人間族を信じている」

「……っ！」

　スピカは意外そうに眉まゆを上げた。しかし、その口もとには笑みがある。俺の考えに賛成してくれるようだ。

　彼女はアルテミスを見下ろし、

「そういうことなら……許してあげるわ。反省してるのは本当みたいだし」

「あ、ありがとうございますスピカ様ぁぁ……！」

　ポロポロと涙をこぼすアルテミス。スピカの表情も晴れやかだ。

　さて、このへんが頃合いだろう。

　俺はアルテミスに近づき、彼女の銀髪をなでながら、そっと訊たずねた。

「過去の行いを心から詫わび、魔族たる自分を受け入れるなら──」




　──俺の家族になるか？




　その言葉に、アルテミスは勢いよく顔を上げた。

　柔和な瞳を大きく見開き、こちらをジッと見つめている。

「魔族は皆、尊とうとき家族。俺はそう思っているのだ」

「うぅぅぅっ……ジュノ様っ！　ジュノ様ぁぁぁっ!!」

　アルテミスは腰を浮かせ、こちらに飛びついてきた。

　たわわな感触を味わいつつ、慈いつくしむように銀髪をなでる。

　彼女は涙声のまま、

「くすん……神聖アルテミス王国は、ジュノ様に差し上げます……。今から教典を書き換えて、人間族と魔族が共存できる国にしますよぉぉ……！」

「うむ。いただくとしよう」

　よし、リリアへイム魔界化計画が一歩進んだな！　……と、リリスやスピカと小躍りしたい気分だったが、俺は平静を装い、威い厳げんたっぷりにうなずいた。

「やったぁ！　やりましたね魔王様っ♪」

「ふぅ。ひとまず前進ね」

　リリスとスピカも清々しい笑顔だ。

「……教典が変われば、国の体制も変わるはず。……ふふっ」

　特にスピカは嬉うれしそうだ。そっと胸に手を置き、感慨にふけっている。

　すると、アルテミスが俺の前で恭うやうやしく片かた膝ひざをついた。

「ジュノ様に、すべてをお捧ささげいたします……」

　そう告げて、一冊の書物を差し出してくる。

　辞書のようにぶ厚い本だ。装丁は美しく、表紙には『アルテミス教典』の文字。

　アルテミス教の掟おきてが書かれた、聖なる書物である。

「良き国にしよう、アルテミス」

「はいっ……！」

　俺は教典を受け取った。これで、神聖アルテミス王国は正式に魔界へ加わることになったのだ。

「わたくしの兵力も、すべてジュノ様のものです。部下の天使兵たちの魔道経絡はわたくしとリンクしていますから、彼女らは一人残らず堕だ天てん使し兵へいになっています」

「ってことは、リリスのお仲間ですね♪」

「というか、あの状況からどうやって脱出したのだ？」

　俺にキスをせがんだことで、アルテミスは部下から突き上げを食らっていたのだ。

　彼女はしょぼんと肩を落とし、

「うぅ……元から微妙だった人望が、地に落ちてしまいましたよぉ……」

　女神の気苦労はともかく、ひとまず堕天使兵たちは俺の命令に従うようだ。

　領土と兵力。

　リリアヘイム魔界化計画に必要な要素が、これで大幅に補充できた。

　俺は胸をなで下ろし、思考に沈む。

　忘れてはいけない。

　以前リリスが言っていたが、残る五つの国も、神聖アルテミス王国と同じく女神どもが支配しているのだ。

　女神王ヴィーナスの怠たい惰だな生活を守るため、民の心を犠牲にして……。

　まったく。天界はどこまで腐っているというのだ。魔族などよりも、よっぽどタチが悪いではないか。

　俺はスピカたちに向き直った。

「我が野望の達成には、女神どもの撃破が不可欠だ。六芒の女神と女神王ヴィーナスを、なんとしても叩き潰さなければ！」

　皆を見渡し、拳こぶしを握る。

「そして最後に先代の女神王を滅ぼし、復讐を成し遂げてみせるのだ！」

　すぐに三人の賛同が返ってきた。

「いやっほぅ！　それでこそ魔王様ですっ♪」

「ジュノが望むなら、私も最後まで協力するわ。ほ、ほら、私は魔族で、あなたの家族……なんだし」

「ジュノ様。わたくしは、あなた様に一生を捧げます……！」

〝元〟六芒の女神アルテミス。

　魔界は新たな家族を加え、領土を手に入れ、さらなる覇は道どうを歩んでいく。

　とはいえ焦りは禁物だ。次の国を手に入れるには、もう少し準備を……。

　──と、思ったときだ。

「あのぅ……ジュノ様……？」

　ふいに、アルテミスが俺の手を握ってきた。

　彼女と見つめ合った瞬間、心臓がドクンと跳ねる。

　その優しげなタレ目は──。

　どこまでも快楽を欲するように、じんわりと潤んでいたのだ。

「わたくし、あのときの刺激が一時たりとも忘れられません。どうかわたくしに、さらなる魔導調律を……」

「おぉっ、面白くなってきましたね！」

「ちょ、待ちなさい！　抜け駆けはダメよ！」

　リリスとスピカが騒ぎ始めるが、しかし。

　アルテミスは短く詠えい唱しようし、転移魔法を発動させたのだった。
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　工房の風呂場にアルテミスの声が響く。

「さぁジュノ様。どうか再び、わたくしに悦楽の一時を……」

「むぐ……」

　壁に追い詰められた俺は、どうするべきか思案した。

　アルテミスの転移魔法に巻き込まれた──その状況を察したときには、もう風呂場に着いていた。肉体を得た当初、リリスにたっぷり搾しぼり取とられた場所だ。

　俺は逃げ出そうと扉に走ったが、そこは世界最強クラスの魔術師・アルテミスだ。抜かりなく、しっかり施せ錠じよう魔ま法ほうをかけていた。解呪には少々の時間が……。

　むにゅんっ。

　だが、俺の思考はそこで断たれた。アルテミスがこちらに抱きつき、ふかふかした二つの宝ほう玉ぎよくを大胆にも押しつけてきたからだ。

「ジュノ様……。どうか、どうかぁ……」

「くっ、なんたる柔やわらかさだ……」

　大人しそうで柔にゆう和わな面おも持もち。まるで文学を愛する深しん窓そうの令れい嬢じようだ。にもかかわらず、アルテミスは瞳ひとみを艶やかに濡ぬらし、上目づかいに快楽を欲している。

　落ち着いた外見と淫みだらな行動のギャップに、頭とツノが痺しびれてくる。あぁ……股こ間かんにそびえる暗黒剣が、第二形態にクラスチェンジしてしまう。

　と、そのとき。

「わたくしの膨ふくらみも……ジュノ様のものです」

　アルテミスは俺の手を取ると、自身の乳ち房ぶさへ持っていったのだ。

　むにゅぅぅ……ほよんっ。
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「ぁんっ！　ジュノ様の手、とってもおっきぃです……」

　手のひらに触れた空前絶後の柔らかさに、俺は衝撃を受けた。ローブ越しだというのに、指先がとろけるような錯覚に陥おちいったのだ。

　やはり乳房は奥が深い。

　昨日と今日とでは、触りごこちが違うのだ。それは俺たちの関係が変わったからなのか、シチュエーションが変わったからなのか……。これは考察に値するぞ。

「やるしかあるまい。俺は……魔王だからな」

「はいっ。ジュノ様、よろしくおねがいします」

　アルテミスはふんわりと笑みを浮かべた。

　そして鼻歌をうたいながらローブに手をかけたが、

「待つのだ」

　俺は、彼女の肩をそっと摑んだ。

「この身体からだを得てから、俺は多くのことを学んできた。おなごがすぐに服を脱ぎ捨てるなど、愚ぐの骨こつ頂ちようである。まずは着衣にて儀式に入り、徐々に柔やわ肌はだをさらけ出してこそ、その美しさを十二分に堪たん能のうしたと言えるのだ」

「まぁ、なんという深遠な考察……！」

「服装とは立場の象徴でもある。お前が身につけたローブ──。これは六ろく芒ぼうの女神であったお前の象徴だ。まずはこれを着たまま儀式を堪能し、だんだんと脱がせていくことで、神族から魔族への転身の暗あん喩ゆとする。それでこそ儀式。それでこそ興奮が喚起されるのだと、俺は思っている！」

　そこまで力説すると、アルテミスはほんのりと頰を染めた。

「……つまりジュノ様は、わたくしとの交わりを存分に愉たのしみたいとお考えなのですね？　ふふっ、嬉しいです」

　あまり伝わっていない気もするが、まあいい。これはあくまで尊とうとき儀式。断じて性欲を満たすための戯たわむれではないのだ。

　俺はシャワーの蛇口をひねった。すると、細い管の先端部から柔らかな水流がやって来る。便利なものだ。

　指先で湯に触れ、熱すぎないか確認する。アルテミスが火傷やけどをしては大変だ。……よし。少しぬるいが、これぐらいがちょうどいいだろう。

「ジュノ様、なにを……きゃんっ！」

「フハハハハハハ！」

　俺はシャワーヘッドをアルテミスに向けた。彼女の熟うれた肉体を隠す、ゆるめのローブ。そこに湯をかけることで、女体のラインを際立たせるのである！

「あぅ、ジュノ様……身体、透けて……」

「よいではないか。案ずるなアルテミス。お前の身体は、すごく……いい」

　濡れそぼったローブが、アルテミスの身体に貼りついていく。

　たわわな双乳も、むっちりとした腰も、ややだらしない尻も、すべてのラインが丸わかりになったのだ。

「あぁ……こ、こんなの恥ずかしいです……。ジュノ様、いじわるです……」

　頰を染めきったアルテミスが、自身の身体をむぎゅっと抱いた。

　しかし、これはむしろ俺を悦よろこばせた。生地が引っ張られ、豊かな胸の形がいっそう強調される結果になったのである。

「ほぅ。今日はもう勃っているのだな」

「…………はい」

　恥じらいを嚙み殺すように、アルテミスが小さくうなずく。

　丸く、ふくよかな双そう丘きゆうの中心──。そこの生地が二箇所、もこっと盛り上がっているのだ。

　俺はシャワーヘッドを左右に素早く動かした。

「あぁっ、はぁんっ……。焦らさないで、くだっ……あぁぁっ！」

　二つのいやらしい突起を、水流を使って何度も弾く。そのたびに、アルテミスはくねるような声を上げた。

　本来ならば、ローブの上から徹底的に乳首をいじり、吸い、舐め回すといった工程を経て、やっと柔肌を拝むべきなのだが──もはや、辛抱たまらぬ。

「アルテミス……」

　俺は彼女の耳もとでささやき、聖なるローブに手をかけた。背中のボタンを外し、ゆっくり、ゆっくりと白い肌を露わにさせていく。

「んぁっ……そんな、ジュノ様、いけません……っ」

　眉まゆを下げて身をよじり、ためらいの言葉を口にするアルテミス。だが実際は、俺がローブを脱がせやすいように、巧みに動いてくれている。

　わかっていても口にしない。双方の歩み寄りが、儀式には肝要だ。

「さあ、運命の時だ──」

「はぁ、はぁ……。あぁぁ、恥ずかしいです……」

　俺は腕に力を込め、ローブを勢いよくずり下ろした。

　今にもこぼれ落ちそうだった胸の膨らみが──弾ける。

　たっぷんっ！　どたぷん！　脱衣の勢いで、アルテミスの双丘が大きく暴れた。

　幸せな質量をたっぷり帯びた、豊かにもほどがある二つの膨らみ。快楽を求めて膨れ上がった乳首。やや大きめだが、色素の薄い乳にゆう輪りん。

「あぁぁ、ジュノ様……。お顔が近すぎて、恥ずかしくて……わたくし、おかしくなってしまいそうですよぉ……」

　気がつけば、俺はアルテミスの乳房を至近距離で凝視していた。昨日もジッと観察したが、なぜか今日の方が魅力的に感じられる。

　優しげで大人しい少女が、こんなにもいやらしい宝ほう物もつを隠し持っていた──。その事実が、彼女の魅力を引き立てているに違いない。

　一も二もなく、俺は双乳に手を添えた。

　ゆっくり、嚙みしめるように指先を動かし、柔肉の中へ埋まい没ぼつさせていく。

「はあぁぁ……」

　我知らず、ため息が洩もれた。あまりの柔らかさに、心も身体もとろけるような心地ここちがしたのだ。

「ぁんっ！　はぁっ、ジュノ様ぁ……ふゃんっ！　ぁ、ああぁぁっ、手つき、んぅっ、いやらしいです……！」

　一心不乱に指を動かす。柔らかな肉に、指先がむにゅっと埋まるのだ。その快感といったら……思わず頰が緩んでしまうほどだ。

「これほど柔らかなものが、この世にあったとは……」

「はぁ、はぁ……あぁぁっ……ジュノ様、ジュノ様ぁ……」

「アルテミス、謝罪しよう。駄だ肉にくの女神などと言って悪かった。この感触を味わったら、あらゆる争いも諍いさかいも、どうでもよくなるだろう。お前の豊かすぎる聖乳は、世界平和の礎いしずえになるやもしれん……！」

「あっ……。ジュノ様ったら」

　そのとき、アルテミスの視線が下を向いた。頰の赤みが増す。

　彼女が何を見ているのか──もはや訊ねるまでもない。

　すでに俺の分身は、ズボンを突き破らんばかりに力を得ていたのだから。

「失礼します……」

　ていねいに一礼してから、アルテミスは俺の前でひざまずいた。そしてズボンをずり下ろし、下着に手をかける。

　しかし中身が大きくなっているせいか、なかなか上手く脱がせられないようだ。

「うぅ、おかしいですね……。物の本ではこうやって……」

　と、アルテミスが力を込めた瞬間。

　下着のウエスト部分に引っかかっていた亀き頭とうが、ぶるん！　と勢いよく解放された。

「はぅっ！　あっ、出ました……。あぁぁ、なんて逞しい……。先っぽ……意外とツヤツヤしているのですね」

　弾けるように露出した先端部分は、血液が集まりすぎて赤黒く照り輝いている。

　そこを凝視し、アルテミスが目を白黒させる。

　彼女はおもむろに肉にく茎けいに手を添えると、

「はぁぁ……熱いですぅ……」

　竿さおの部分を、自身の頰に押し当てた。その表情は深く陶酔したような、うっとり夢心地である。

「これが、ジュノ様の肉剣……。あぁっ、頰に感じます。こんなに力強く脈打って……。わたくしのお胸が、お気に召したということですね？」

　脈みやく動どうする竿に頰ずりしながら、アルテミスが上目づかいに訊ねてくる。

　雪白の美び貌ぼうと、黒光りする雄のシンボル。

　そのコントラストに興奮を刺激され、頭とツノがジンジンしてきた。

　アルテミスは穏やかに微笑ほほえみ、

「ご安心ください。殿との方がたを悦ばせる作法は、永きにわたる時をかけ、他の六芒の女神たちとたっぷりお勉強してきましたから。もちろん実践は初めてですが……」

　俺の身体をやんわりと押し倒した。

「天界は風紀まで壊滅的なのか……。やはり、滅ぼさねば」

　アルテミスにされるがまま、風呂場の床に寝転がる。仰向けの姿勢だ。

　何をするのかと思っていると──。

「ジュノ様、失礼します……」

　アルテミスが、俺の下半身にのしかかってきた。太ももに、彼女の双乳が押し当てられている。なんたる柔らかさ……。下半身がとろけてしまいそうだ。

「ハッ。もしや、その胸で──？」

「ふふっ、さすがジュノ様。お察しのとおり……ですっ」

「ふぬぅっ！」

　ですっ、の声とともに、なんとアルテミスは、その深い谷間に俺の肉丸太を挟み込んだのだ。さらに左右から乳房を押し、幸せな圧迫を加えてきた！

「うぅっ、はぁ……！　こ、こんなことが……！」

「あぁ……。わたくしのおっぱいの間で、ジュノ様のものが跳ねていますよ？　はぁ、はぁ、なんて愛らしいのでしょう……」

　アルテミスはうっとりと目を細めている。すると彼女は、近くの棚から薬液のビンを取った。中身を胸の谷間に垂たらしていく。

　あの薬液──知っている。

　本来はアレを泡立て、身体を洗うために使うのだ。

　しかしリリスは潤じゆん滑かつ剤ざいとして利用した。アルテミスも同じことをやろうとしているらしい。そんなことをされれば、すぐに……！

「ア、アルテミス。待つのだ、動くのは待っ──」

　だが、俺の言葉は霧む散さんする。

　アルテミスが、ついに上半身を動かし始めたのだ。

「んっ、んっ、んっ……。いかがです、ジュノ様？　おっぱいで挟んで、ぐちゅぐちゅするの……お気に召しましたか？」

　ぢゅるっ、ぶちゅっ、ぐちゅ、といやらしい音色が浴室内に反響する。

　二つの乳房が竿をこする。聖なる圧迫を加えながら、ぬるぬると、執しつ拗ように！

「うっ、ぐう……！」

　くっ。なんと情けない！　しかし心を保とうにも、すぐに快楽が塗りつぶしてくる。

　淫茎に伝わるアルテミスの体温。好色に染まった彼女の美貌。

　あぁ、股間どころか、心まで溶け落ちてしまいそうだ……。

　──幕切れは唐突に訪れた。

　腰にじわっと痺れが走ったと、そう思った直後。

　ぶびゅるるるるるるるるぅぅっ!!

　脳天を快感が貫き、俺は肉大砲の先端から白濁した子種をほとばしらせた。

「あっ、ぁんっ！　あぁぁ、すごいですっ……。こぉんなに……」

　だんだんと律動のペースをゆるめ、アルテミスが半身を起こす。

　彼女の深い谷間も、奥ゆかしい美貌も、今や多量の白濁液でドロドロに穢けがされている。

　だが、むしろそれを愉しむように、

「はむっ、ちゅる……。んん～っ……」

　濁った汁を指先ですくい取り、アルテミスはちゅぱちゅぱと味わっていった。

「はぁぁっ、この味……。ジュノ様のいやらしいミルクぅ……んんっ、イク……！」

　ビクッ、ビクン！　彼女の身体が跳ねる。頰は色づき、視線はうつろだ。

　もしかして達したのか？　俺の魔王汁を舐めることで？

「ぢゅるっ、ぢゅるるる……あぁぁっ」

　そこから先も、アルテミスは精せい液えきをすすっては飲み込み、すすっては飲み込み、何度も絶ぜつ頂ちように打ち震えた。

　物腰柔らかな深窓の令嬢が、こんなにも男の精せいに執しゆう着ちやくしている──。

　アルテミスが恍こう惚こつの表情を浮かべるたび、俺の股間は徐々に硬さを取り戻した。

「……！　ジュノ様、まだまだできそうなのですね？」

　アルテミスに気づかれた！

　彼女は俺ににじり寄り、キラキラと瞳を輝かせる。

「お次はどうしましょう？　また胸でしますか？　それともおクチで？　もしくは、太ももや腋わきの下に挟んで……」

　と、魅惑の提案を並べてくる。

　それらの光景を想像し、俺の小魔王が岩をも凌しのぐ硬さを手に入れたところで。




「そこまでよ、アルテミス!!」




　風呂場の扉が、粉々に弾け飛んだ。

　そして一人の金髪少女が飛び込んでくる。

　神聖アルテミス王国〝元〟第四王女、スピカ・フォン＝シュピーゲルベルク。

　なぜか彼女は、バスタオルを身体に巻いただけの姿だった。
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　アルテミスに魔ま導どう調ちよう律りつを施すはずが、一方的に射しや精せいさせられてしまうとは──。

　かような体ていたらく、魔王としていかがなものか。

　自戒の念を抱きながらも、股こ間かんの魔剣が二度目の臨戦態勢に入ったときだ。

「そこまでよ、アルテミス!!」

　スピカがドアを蹴け破やぶり、風呂場へ乱入してきた。

　金髪ロングの〝元〟王女は、なぜかバスタオル姿だ。額ひたいに汗を浮かべ、荒い息をついている。

「あらスピカ様。思ったよりも早かったですね？　……じゅぷっ」

　俺の子種汁を舌先で転がしつつ、アルテミスが言う。

　スピカは怒り心頭とばかりに、

「やっぱり二人でイイこと……じゃなくて、えっちなことをしてたのね!?　羨うらやま……じゃなくて、抜け駆けは許さないわ！」

「本音がダダ漏れすぎて、いっそ清すが々すがしいな」

「ですねぇ～……」

　俺は、むしろ微笑ほほえましい気持ちでスピカを見つめる。たぶんアルテミスも同じような感想を抱いているはずだ。

　当のスピカがカ～ッと赤面する。

「そ、そんな目で見ないで！　だけど、こんな、二人だけで愉たのしむなんて……。わ、わ……私も混ぜなさい!!」

　それはたぶん、勇気を振り絞った一言だったのだろう。

　現在、スピカの【性欲】は八九〇。【ストレス】は九五だ。

　恥ずかしがりやの彼女にとって、自分の口から儀式を求めるまでには相当な葛かつ藤とうがあったはずだ。

　大切な家族に恥をかかせるわけにはいかない──。

　スピカの欲求、魔王として存分に受けて立とうではないか！

「では、スピカも……」

　俺が起き上がり、一歩を踏み出したときだ。

　彼女はスッと視線を下ろし、俺の肉体の中心部を見やった。

　バスタオル一枚のスピカを見て、ますます反り返ってしまった俺自身を。

「……それ、そ、そんなカタチしてたのね。ちゃんと見たの、初めてで……」

　怯おびえたように身を縮めるスピカ。しかし視線は外れない。俺の股間をジ～ッと見つめ、「はわわわ……」と声を洩もらすばかりだ。

「そうか。今までは、スピカの背中や尻に擦こすりつけるだけだったな」

「んっ……。ちょ、押しつけないでよ……。うぁ、お腹、熱いぃぃ……」

　俺はスピカの真正面に立つと、彼女をぎゅっと抱きしめた。

　必然、いけない肉剣が彼女の腹に当たることになる。バスタオル越しに、スピカのしなやかな腹筋を感じる。

　少し前なら、手を握るだけで枕が飛んで来たものだ。

　だが、今のスピカに抵抗する様子はない。俺の抱ほう擁ようをすんなり受け入れ、瞳ひとみを濡ぬらし、頰を染めている。

「……昨日、ずっと待ってたんだから」

　スピカがつぶやく。

「戦いの後は、すごく昂たかぶるでしょう？　だからジュノが私の部屋に来たら、私も素直になろうと心に決めてたのに……！」

「む……。そうだったのか」

　俺は昨日のことを思い出した。

　アルテミスのもとを去った俺たちは、リリスと合流を果たした。魔法で強制的に転移させたアルテミールの人々を、街へ送り返す術式の構築に時間を費やしたのだ。リリスが魔力切れになっていたため、そのときは俺が魔力を賄まかなった。

　大規模な転移魔法は無事に成功。だが、さすがに魔力が少なくなったので、俺は工房へ戻るとすぐに就寝してしまったのだ。

　その間も、スピカは気を張っていたという。

　告こつ解かい魔ま法ほうを発動し、自身も疲れていただろうに……。

「ふむ。なにか罪滅ぼしをしなければな」

「！」

　スピカは目を丸くした。舌先で唇を濡らし、視線を泳がせ、頰の赤みを強めて──、




「じゃあ…………キス、しなさい」




　たった一言、それだけ口にした。

　やんわりと目をつむり、ぎこちなく唇をすぼめる。

　──震えている。身体も、唇も。
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「スピカ……」

　もはや躊躇ためらう必要はない。俺は彼女の唇へ、己の唇を近づけた。

　スピカは睫毛まつげが長い。肌のキメが細かい。薄い唇には潤いがあり、柔やわらかそうだ。

　鼻先が触れる距離──。

　そこまで近づかなければ、わからないことだってある。

　改めて思った。




　俺は────スピカのことが、大切だ。




『んっ……』

　互いの唇が重なり、濡れた弾力が返ってくる。

　スピカの甘い香りが鼻び腔こうをくすぐる。彼女がぎゅっと、俺を抱き返してきた。

　そのまましばし、時が止まる。

　俺も瞳を閉じた。すると、いっそう近くに感じられるのだ。

　スピカの唇を。体温を。想いを。

　性欲だけではない。心が満たされるとはどういうことかを、今、俺は初めて実感できた気がする──。

「……ジュノ」

「……スピカ」

　どれだけの時間、唇を触れさせていたのか……それはわからない。

　どちらからともなくキスを終わらせ、わずかに距離を取り、俺たちはほのかな笑みを重ね合った。

「魔導調律のために仕方なく……という言い訳も考えたけど、それはやめたの。私、ただジュノにキスしてほしかったのよ。今まで大切に守ってきたファーストキス、あなたに捧ささげたのだから……感謝しなさい」

「奇遇だな。俺も今、ファーストキスを捧げたところだ」

「そ、そう。まぁ……あ、ありがたく受け取っておくわ」

　スピカの赤面が濃くなっている。

　しかし、その表情は先ほどよりも穏やかだ。俺はキスを通じて心が満たされることを実感したわけだが、もしかして、スピカも？

　だとしたら。それはきっと素敵なことのはずだ。

　俺が感慨に浸っていると、スピカがわずかに背伸びをした。

「ジュノ。もう一回……したいわ」

　揺ゆれる睫毛。切実な瞳。ここで退ひいては魔王が廃すたる！

「よかろう。覚悟しろ、スピカ」

　そう言って、俺が再び口づけに移行しようとしたとき──。

　股間に異変が起こった。

　出し抜けに、ぬるんっとした感触に包まれたのだ。……熱いっ！　股間が熱いぞ！

「……ッッ!?!?」

　俺は慌あわてて陰部を見下ろす。

　すると、なんと。

「はむぅっ……じゅぽっ、ぢゅるるる……！」

　アルテミスだ。

　俺とスピカの間に割って入り、ひざまずいた姿勢で、俺の肉剣を口に含んでいる！

「ぢゅぷ、じゅぽっ、じゅぽっ……。ジュノ様、わたくしだけ除のけ者ものとはひどいです……ちゅるっ、ぢゅぼぼぼ……っ！　ぐぼっ、ちゅぼっ、ぢゅるぅぅうぅっ!!」

「うぐっ、ふぉぉっ……！」

　その快感は、絶後だ。

　アルテミスの口内は熱く、ぬるぬるとした唾だ液えきであふれている。

　彼女が口をすぼめて顔を前後させた。

「ぢゅるぶっ、ぶぢゅっ、ぶぢゅっ、ぶぢゅっ……！」

　しかも、竿さおを激しく吸引しながら。

　下半身もろとも、アルテミスに吸い込まれてしまいそうな感覚──。

　俺はスピカへ伸ばしていた手を、アルテミスの頭に置いた。

　このままでは、即座に絶ぜつ頂ちようしてしまう自信がある。少しでもアルテミスの猛攻を抑えなければ！

「じゅぷ……ちゅぽっ。あぁんジュノ様。頭を押さえられては、ご口こう淫いんができません。どうかわたくしに最後までお任せください」

　そこまで言って、アルテミスがスピカをチラ見する。

「いかがです？　スピカ様とのキスよりも、気持ちよかったでしょう？」

「なっ……！」

　これにスピカが激げき昂こうした。眉まゆを吊り上げ、アルテミスに迫る。

　そもそも『快』の種類が違う。だから比べようがないのだ。──などという物言いが通用する空気ではなくなってしまった。

　まさしく、一触即発。

「ぢゅぷぷぷっ……。残念です。ジュノ様のおいしい魔王様は、一人用ですので」

「うぅぅ……。そ、そこは、手でするものではなかったの？」

「おクチでやると、もっと気持ちいいんですよ？　ぢゅぷ、れろっ、ぢゅぼぼっ！」

　だが、これに関してはアルテミスが優勢のようだ。

　スピカは、さっき初めて生の男根を拝んだらしい。天界で、ずっと性なる鍛たん錬れんをし続けてきたアルテミスとは年季が違うのだ。

　するとそのとき。

　バスタブの湯が、ずもももも……と大きく盛り上がり、激しい水音とともに何かが飛び出してきた。

「何をモタモタしてるんですかスピカさん！　さぁ、ためらわず、魔王様におクチでご奉仕するのです！」

「リリス!?　どうしてここに!?」

「……一体いつから出番を待っていたのだ？」

　小柄な身体にピンクのツインテール。わが側近、堕だ天てん使しのリリスである。

　手には魔導カメラを完備。もちろん全裸だ。

　ハァハァ言いながら、リリスが俺たちを撮影し始める。

「んっ……リリス様、撮ってください。ぢゅぽっ、ぐぷぅ……れろれろぉ……」

「おぉっ、なんと大胆な！　アルテミスさんは素晴らしい逸材ですっ！」

　魔導カメラがアルテミスを捉とらえる。

　しかし、リリスは横目でスピカを見やり、

「このままでいいんですか!?　アルテミスさんに負けちゃいますよ!?」

　鼻血を垂たらしながら煽り立てる。

「うぅっ……で、でも……」

　スピカが、ためらいがちに俺の下半身を見つめる。その視線に気づいたらしく、アルテミスはこれ見よがしに口淫を激しくした。

　舌で円を描くように亀き頭とうを舐め回す。舌先で裏筋をレロレロくすぐる。ふっくらした唇を窄すぼめ、肉にく茎けいを何度も何度もしごいてくる……。

「はぁっ、あぁぁ……」

　脱帽である。アルテミスが竿の根元まで口内に飲み込み、充血した亀頭が彼女の喉のど奥おくに触れたときなど、果てしない吐精の衝動が押し寄せてきた。

「ぬぷっ、ぐぷんっ……クスクス。ジュノ様、我慢なさらず、わたくしのおクチに白いの……ください。これほどの刺激、とてもスピカ様には与えられませんよ？」

「ぬぐっ……。しかし……」

　俺は必死に堪えながら、リリスに目をやった。

「さぁ、あとは決断するだけですよスピカさん！　なぁに簡単です。アルテミスさんの横で、一緒におしゃぶりすればいいんですよ！」

　そんな熱烈な説得が実を結んだのか──。

「あぁもうわかったわよ！　やるわよ！　ジュノ、覚悟しなさい！」

　ついに第四王女が吹っ切れた！

　スピカはアルテミスの隣にひざまずき、俺の股間にぐいっと顔を寄せた。

　そこまでは勇ましかったのだが、

「こ、これを、口で……？」

　怖おじ気けづいてしまったらしく、実物を前に涙目になっている。

　そんなスピカを鼻で笑うアルテミス。

「はむぅ……」

　と亀頭を丸呑みにすると、じつに美お味いしそうな表情で頭を前後させる。

　清せい楚そで奥ゆかしい外見をしているくせに、この乱れぶり……。アルテミスが誇る至上のギャップを前にして、俺の脳内でバチバチと火花が散るのを感じる。

「じゅぼっ、じゅぼるるっ……。んっ、おクチの中でむくむく膨ふくらんで……。白き噴水まで、あとわずかですね？　ふふっ、スピカ様。魔王様の尊とうとき愛は、わたくしがみぃ～んないただいてしまいますので」

「愛……っ」

　スピカがビクッと反応した。

　その瞳に燃えるのは──決意。

　次瞬、スピカは体当たりするかのように、アルテミスを押しのけた。

「んぁぅっ！　もう、強引なんですから」

「わ、私だって、愛……欲しいわ！」

　高らかに宣言し、スピカはソロソロと俺の下半身に顔を近づけた。

　薄い唇が。ついさっき、ファーストキスをしたばかりの唇が、

「…………ちゅっ」

　俺の亀頭にセカンドキスを捧げたのだった。

「ぁう……しちゃった……。私、口で……」

　続いてスピカはチロリと舌を出す。

　標的は、赤黒く腫れ上がったタートルヘッド。

「れろっ……ちゅっ。れろ、れろぉ……」

　ついばむようなキス。ぎこちない舌技。

　アルテミスとの練度の差は明らかだ。

　しかし──しかしだ！

　俺の大切なスピカが、俺の大切なモノに、口を使って想いを伝えているのだ。

　その動かざる事実が、俺の興奮を心底から刺激する。

「はい、おしまいです。わたくしの番ですよ～……むぢゅっ、ぢゅぼっ、んちゅ」

「ま、まだよ！　私、もっとするわ。……ちゅっ、ちゅっ……ぺろっ」

　そこから先は奪い合いだ。

　俺の股間を巡って、スピカとアルテミスが押し合いへし合いを繰り広げる。

「ふふっ。スピカ様、まだまだですね。ここはこうやって……ぢゅぼぼぼっ」

「あっ、全部くわえるのはずるいわ！　私にも……！」

「ぢゅるるっ……。では、左右から挟み込むように……れろれろっ、れろぉ……」

「……それならいいわ。ジュノ、どう？　気持ちいい？　れろれろ、れろろ……」

　その光景に、俺は恍惚の息を吐いた。

　世にも恥ずかしい魔法の杖を、二人の美少女が舐め回しているのだ。

　しかも一人は〝元〟王女。もう一人は〝元〟六ろく芒ぼうの女神である。

　股間への刺激。視覚による刺激。心に込み上げる充足感。

　それらが今、渾こん然ぜん一いつ体たいとなった。

　下半身に猛烈な痺しびれが走る。

　腰から背筋にかけて、甘ったるい電撃が突き抜けていく。

「うぐっ……！」

　俺の喉奥で、くぐもったうめき声が洩れ出て──。

　びゅるるるっ！　びゅるるっ！　ぶびゃるるるるぅぅぅぅッッ!!

「あぁんっ！　たくさん……！」

「……ぶぷぅっ！　ぅあ、まっ白……。これが……」

　スピカとアルテミスの顔じゅうに、おびただしい量の白濁液が降りかかっていった。

『はぁ、はぁ、はぁ……』

　荒い吐息の三重奏が響く。

　ちなみにリリスは興奮しすぎたせいか、すでに床でダウンしている。

　俺は左右の手で、二人の頭を同時になでた。

「スピカ。アルテミス。……大儀であった」

　しかし。

　スピカもアルテミスも股間から離れない。

　それどころか、瞳をいっそう妖あやしく濡らし、俺を見つめ返してくるのだ。

「あらジュノ。まさか、これで終わりなんて言わないわよね？」

「そうですね。わたくしたちの体力が続く限り、お付き合いいただきましょう」

「それじゃあアルテミス、勝負よ！」

「えぇ。どちらがジュノ様を気持ちよくするか……決着をつけましょう」

　そして二人は口淫を再開した。すさまじい快感が下半身に襲いかかってくる。

　やれやれ、なんたることだ。

　今回は、さすがに俺の完敗である。
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　風呂場での連戦から一週間後──。

　幸い、スピカとの距離が広がってしまうことはなかった。

　次の日こそ、彼女は気まずそうな素振りを見せていたものの、普段どおりの生活を続けるうちにだんだん会話も増えていった。

　今では時間を見つけて、二人で魔法の鍛たん錬れんをするようになっている。

　ここはマカイノ村のはずれ。人ひと気けのない、森の入口である。

「はぁ、はぁ……。ジュノ、お疲れさま」

　スピカがこちらへやってきた。額ひたいにきらめく汗をタオルで拭ぬぐっている。やたらと呼吸が荒いのは、告こつ解かい魔ま法ほうを何度も使用し、身体を慣らす鍛錬をしていたからだ。

　俺はスピカを眺めつつ、

「うむ。……それにしても、よく似合うな」

「ふふっ。プレゼントしてくれて、とても嬉しかったわ」

　スピカはその場でくるりと回った。艶やかな金髪がなびき、甘い香りが漂ってきた。

　彼女は漆しつ黒こくの鎧よろいをまとっている。

　これはアルテミールの防具屋で扱っていた逸品だ。神聖アルテミス王国が俺のモノになったことで、サイフに余裕ができたのである。

　俺とスピカは真っ先に防具屋へ向かった。そして最高級の禍まが々まがしい鎧を買い、彼女にプレゼントしたというわけだ。

　それから店主の幼女に、胸当ての形を直してもらった。スピカの大きな胸や締まったウエストを採寸し、それに似合わせて鎧の形状を整える工程だ。魔王を引退したら、俺は女性専門の鎧職人になろうと思った。

　そんなわけで鎧の調整が完了したのが、今日の午前中である。

　戦う王女の象徴たる白はく銀ぎんの鎧から一転、ベースカラーはツヤのある黒。

　黒曜石のように輝く胸当てに、四肢を守るガントレットとレッグガード。そこへミニスカートとニーソックスを合わせている。

　スピカ曰いわく、これが動きやすいのだとか。

「ふぅ。少し休憩しましょう。終わったら、またガンガンやるわよ」

「そうだな。夕食までには、まだ時間がある」

　スピカと並んで、大木の幹に背を預けた。

　涼やかな風に目を細めつつ、ふと訊ねる。

「そういえば、アルテミスは何をやっているのだろう？」

「どうかしらね？　きっと部屋に引っ込んで、食っちゃ寝食っちゃ寝してるんだわ」

「さ、さすがに、たまには魔法の鍛錬もしていると思うが……」

　今ではアルテミスもマカイノ村の住人だ。

　俺たちと同じ工房に住み、二階の私室で生活している。たしかにダラダラした日々を送っているようだが、なにやら書をしたためているのを見かけた気もする。

　……おや。スピカがむくれている。

「もぅ。今は私と一緒なんだから、他の女のことは話題にしないでよ」

「フッ、そうだったな」

　この子はすぐにやきもちを焼く。あと、さっきから俺の肩に寄りかかるタイミングを窺うかがっていて……かわいいものだ。

「では、スピカのことを訊くとしよう。ずっと気になっていたのだが、今まで何作ぐらいポエムを作ってきたのだ？」

　スピカの告解魔法は、自作のポエムに節をつけて歌う形式を取っている。

　告解魔法のカギは、心に抱えるやましい事柄だ。

　それを暴ばく露ろする際の羞しゆう恥ち心しんによって魔ま道どう経けい絡らくを刺激し、高密度の魔力を発生させる。そして暴露を終えた解放感に合わせて魔力を解き放つことで、絶大な威力をもたらすのである。

『無限大の賞賛よりも　たった一人の愛情を　私は尊とうとく感じるから』

　そんなポエムを歌い上げた、世界で最初の告解魔法士は──、

「……四〇〇作ぐらいよ」

「よ、よんひゃく……だと!?」

　いや待て。引いてしまうのはかわいそうだ。

　思えば彼女は、ずっと窮きゆう屈くつな暮らしをしてきたのだ。王女として生まれ、勇者の代わりに戦う運命を強しいられ、心を押し潰されそうになっていた……。

　そんな彼女を癒いやしたのが、ポエムだったのだろう。

　ポエムを書きつけ、歌うことで、心に抱えるストレスを外へ逃がしていたのだ。

　ならば……受け入れよう。

　俺は、スピカのすべてを受け入れると決めたのだから。

「……これからも、どんどんポエムを書くといい。明るいポエムが増えればいいと、俺は思っている」

「ジュノ……ありがとう。私のポエムの良さをわかってくれるのね？」

「んん？　…………ま、まあ、そうだな」

　そういうことにしておこう。たしかに告解魔法のことを考えれば、スピカにはポエムのやましさを忘れないでいてほしい。しかし……いちばん大事なのは、彼女の心が救われることなのだ。それを忘れてはいけない。

　ふと、スピカが身体を預けてきた。柔やわらかな金髪が俺の肩に触れる。

　無言のまま、俺は彼女の肩に腕を回した。

「んぅっ。ジュノったら……」

　体温が溶け合う。ぬくもりが交わる。

　穏やかな風を感じながら、二人っきりの静かな時間を堪能した。

　安らぎのあまり、少しウトウトしていると、

「やっぱり、神話はウソだったんだわ」

　ふとした言葉に、俺は目を開けた。

「……神話？　俺がらみのことか？」

「そうよ」と肯定し、スピカは続ける。

「リリアヘイムにはね、三〇〇年前の魔王封印のことが神話として残ってるの。『偉大なる女神王ヴィーナス様と六ろく芒ぼうの女神様たちが、残ざん虐ぎやくな魔王と邪悪な魔界を封印してくださいました』っていう……」

「ぶふっ！」

　その雑すぎる捏ねつ造ぞうに、俺は思わず噴き出してしまった。

　スピカも哀しげに苦笑している。

「今となっては、ひどいウソよね。……だけどリリアヘイムの人たちは、赤ちゃんのころから何度もこの神話を聞かされて、偉大なる女神とやらを崇すう拝はいしてるの。私だってそうだった……」

「フッ。いかにも女神らしい手法だな」

「だけど、今はちゃんとわかってるわ。ジュノは……とても優しいもの」

　そう言って、スピカはこちらを見つめてきた。

　彼女の頭をそっとなで、俺は口を開く。

　──事の真相はまったく異なるのだ。

　三〇〇年前、天界と魔界の間で長らく守られてきた不可侵の盟約を、先代の女神王ヴィーナスが一方的に破棄。大軍を率いて魔界に侵攻を開始した。

　猛烈な奇襲攻撃を前に、抵抗むなしく魔界は領土を奪われていく。

　結果、ほとんどの魔族が命を落としてしまった。

　最後には、先代の女神王と六芒の女神たちが、一斉に俺を攻撃するという構図ができあがった。

　そして発動する、全方位からの強烈な封印魔法。その猛攻に耐えながら、俺はわずかに残った魔界の領土を守るために、転移魔法を発動させた。

　結果、わずかな領土と魔族たちは守られた。これがマカイノ村とその住人である。

　しかし、大規模な転移魔法によって魔力を使い果たした俺は、神聖空間に封印されてしまったのだ。

「……ッ！」

　それを話して聞かせると、スピカは口もとを覆おおって絶句した。

　瞳ひとみにじわっと涙が浮かんでいる。睫毛まつげが揺ゆれ、今にも雫しずくがこぼれ落ちそうだ。……いかんな。スピカを悲しませるつもりはなかったのだが。

　俺はコホンと咳せき払ばらいをした。

「とはいえ、リリスや魔界の民の協力によって、俺は復活できたのだ。喜びこそすれ、悲しむ必要はどこにもない」

　それに──。

　と、たっぷりの間を持たせて。




「それに、こうしてスピカとも出会えたわけだしな……」




　彼女の瞳をしっかり見つめ、言葉を刻みつけた。

「…………」

　スピカが口を引き結ぶ──沈黙が満ち、風の音だけが一座を占める。

　いかん。頰が熱い。なぜスピカは黙っているのだ！

　涼しげな表情を取とり繕つくろいながらも、俺は内心ヒヤヒヤしていた。

　今の言葉は本心だ。だからこそ、冗談では済まされたくない。

　それからたっぷり無言の時が流れた。

　しかし、俺の心はだんだんと凪ないでいく。

「…………」

　長い沈黙の中、ヒザを抱えたスピカの口もとが、ほのかに上がっていたからだ。

　彼女は穏やかな眼まな差ざしで遠くを見つめ──。

「んっ、決めた……。ジュノ、行きましょう？」

　思い立ったように腰を上げると、俺にスッと手を差し伸べた。







　工房に戻る。二人並んで廊下を歩く。

　魔法の鍛錬でたっぷり汗をかいたので、これから湯浴みをするのだが──。

　……しかし、ひどく歩きづらい。

「んんっ、ジュノ……はぁんっ、んっ、んっ……」

「スピカ……すごい濡ぬれ具合だ。はぁ、ぁ、うぐっ……」

　それもそのはず。

　工房に帰って早々のことだ。二人で廊下を歩いている最中、スピカが俺のズボンに手を伸ばしてきた。

　そして指や手のひらを使って、股こ間かんをなでさすり始めたのだ。

　黙っていられる俺ではない。お返しとばかりに、スピカのスカートの上から、彼女の花園に指を這わせた。

　指の腹に、スピカの柔らかな媚肉を感じる──。

　すぐに股間が膨ふくらんだ。スカートにシミができた。

　しかし互いに歩みを止めることなく、手を動かし続けたのだ。

「はぁ、んんっ……ジュノだって、こんなにおっきくしてるくせに……ぁんっ！」

「スピカにこんなことをされれば当然だ……っ」

　工房の中では、リリスの部下たちが普通に働いている。

　歩きながらの愛あい撫ぶ──。目撃されたら大変なことになってしまう。

　なのに……やめられない。目撃されることを想像すると、むしろ興奮が高まっていく。

　上半身は普段どおり。

　なのに下半身では、互いの性器を触り合っていて……。

　そんな自分たちを客観視すると、股間の膨らみがますます激しくなってくる。

「んんっ、私の部屋……ぁんっ、来て？」

「……うむ。はぁ、はぁぁっ……」

　二人の手は止まらない。

　廊下を歩く。メイドをやり過ごす。階段を昇る。歩調に合わせて、スピカの秘部がぐちゅっ、ぐちゅっと水音を立てる。

「あっ、まおーさまだー！」「スピカさんもいるー！」

　窓の外。中庭で芝刈りをするメイドたちに、二人で手を振った。

　にこやかな笑顔。整った衣装。しかし窓枠の下では、お互いの指が欲望の赴おもむくまま、盛んに蠢うごめいている──。

「んぅっ……ふーッ、ふーッ」

「はぁ、はぁ……ぁぁあ」

　荒い呼吸をこぼしながら廊下を歩く。

　俺はスピカと肩を寄せ合い、絶ぜつ頂ちようを堪えながら彼女の部屋を目指した。

　対するスピカは歯を食いしばりながらも、瞳を色欲に濡らしている。

　────ついた。スピカの部屋だ。

　スピカは震える手でドアを開け、

「はぁ、はぁ……ジュノ、早く……」

「う、うむ……。邪魔するぞ」

　急せかすように俺を招き入れた。

　その、直後。

　ドアが閉まると同時に、スピカが躍りかかってきた。

「ジュノ、早く、早くぅ……！　私、もう無理……。我慢、無理ぃぃ」

　吐息を熱く弾ませて、魔王の衣を脱がせにかかる。

　すぐにボタンが全開にされた。ズボンを下ろされ、下着の上からスピカに何度もオスの膨らみを撫なで回まわされた。

　やられてばかりもいられない。俺は漆黒の鎧に手をかけ、胸当てを剝はぎ取とった。

　じゅうたんの上にポタポタと雫が落ちる。どうやら下着が受け止めきれないほど、スピカは蜜みつをたぎらせているようだ。

「魔法、うんと使って、ただでさえ昂たかぶってるのに……。あ、あんなに触られたら、誰だってこうなるわ！」

「最初に触ったのはスピカだろうに！　さすが八八〇超の【性欲】を持つ王女だ！」

　二人でベッドに倒れ込む。

　さらに服を脱がせ合う。貪むさぼるように性器を触り合い、互いの身体に舌を這わせる。

　ともに下着姿になり、スピカが俺に覆い被さってきたとき。

　ふいに、視線がぶつかった。

「はぁ、はぁ……ジュノ。大切って言ってくれてありがとう。私、嬉しかった……」

　近い──。スピカがしゃべるたび、唇と唇が触れ合う。

「誰かに想ってもらえるのは、とても幸せなことなんだわ。ジュノに出会って、それを実感できた……」

　強気な瞳がやんわりと弧を描く。

「私はこの国の第四王女として生まれたわ。三歳のころに魔力の才能を見み出いだされて、お父様……国王の命によって、『勇者の代わり』をやるようになったの。一一歳までは魔法剣の修行に明け暮れて、それからずっと現場で戦ってきた……」

　王位継承権が上位の者は、王都で呑のん気きに宴会を。

　下位の者は勇者の代役として、危険な現場に送られて……。

　スピカが表情を曇らせる。

「私ね、修行と戦いの記憶しかないの……。想いを込めて抱っこされたのだって、大切って言われたのだって、ジュノが初めてなんだから」

「俺が……」

　スピカは一八歳。魔族にとっては数瞬の時に過ぎないが、人間族だった彼女が心を閉ざすには、充分すぎる期間だったのだろう。

「期待や希望を押しつけられるのも、運命だと思って受け入れようとしたの。自分を殺して、戦う王女として振る舞って……ずっと、誰にも頼れなくて……」

　でもね、とスピカははにかんだ。

「あの日、ジュノと出会ってすべてが変わったの」

　透き通った瞳。まっすぐなまなざし。

「ジュノったら、私を縛ってたものを全部無視して、すごく熱烈に私のことを求めてきて……。最初は恥ずかしかったけど、だんだんわかってきたの」

　スピカの想いは止まらない。

「ジュノの手つき、いつもすごく優しいから。私のことを大切にしてくれてるの、伝わってくるの……。私、ずっと誰かに甘えたかったし、大切にされたかったんだと思うわ。戦う王女として先頭に立つのは、あんまり向いてなかったのかも……」

　だが、そこで彼女は頭かぶりを振る。

「……今はちょっとだけ、甘えさせてほしいわ。だけどね、いつか私もジュノみたいに、みんなの期待や希望を喜ぶことができる、そんな強さを持った魔族に成長したいと思ってるの！」

　スピカの心が愛おしい──。

　俺は彼女を強く抱きしめた。

「ぁんっ！　もう、強引なんだから」

　スピカはクスクスと肩を揺らし、

「ジュノ。ここへ来た次の日、悪い夢を見てた私の手、握ってくれてありがとう。私の心……癒やしてくれて、本当にありがとう……」

　尊く潤んだ視線を浴びて、

　俺は、笑った。

「当然のことをしたまでだ。俺は魔王だからな」

「まったくもう。そればっかりなんだから」

　それっきり、しばらく会話がなくなった。

　絶え間なく響くのは、舌と舌が絡み合う水音。ときおり混じる熱い吐息。

「……。どうやると気持ちいいのか、私に教えて。アルテミスには負けたくないの」

「ああ。ならばたっぷり教えよう。まず、足でだな……」

「あし!?」

　二人の時間はゆったりと流れていく。

　一緒に湯浴みに繰り出したのは、次の朝日が昇ってからだった──。
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　神聖アルテミス王国が魔界に編入してから、そろそろ一ヶ月が経つ。

　その間、俺たちは魔族と人間族の融ゆう和わを図るために、色々な準備を行ってきたのだ。

　最も影響が大きかったのは、アルテミスによる神しん託たくだろう。

　彼女が王国の群衆の前に降こう臨りんし、新たな教義を説いたのだ。




・これから魔族と人間族の共生が始まる。

・それにともない、魔族が街にやってくる。

・しかし恐れてはならない。魔族たちも、人間族との共生を望んでいるのだから。




　と、まあそんな具合の教えである。

　神託の様子は、遠とお見みの魔法によって王国全土に映し出された。

　まさしく、新たな国の幕開けというわけだ。

　だが、これほどの大きな教義の変更を、果たして民が受け入れてくれるだろうか？

　俺の疑問には、アルテミスが得意げに答えてくれた。

『ふふっ、ご安心くださいジュノ様。国のトップにいる教会の人々は、わたくしの言うことに絶対に逆らいません。彼らに渡した経典には強力な魔法をかけてありますし、ちょっとぐらい無理のある教えでも、問題なく広まっていくでしょう』

　とのことだ。

　その神託から半月が過ぎ……。

　俺とリリス、スピカ、アルテミスは、活動拠点を一時的に王都へ移した。

　そんな、ある晴れた日の朝。

　俺たちは古びた喫茶店で朝食を摂とっていた。

　メニューは、サンドウィッチなるものと野菜のスープだ。

　サンドウィッチとは、こんがり焼いた白パンの間に二種類の肉と、生の青菜を挟んだシロモノである。リリスによると、これは某国の貴族が発案した料理で、具材を変えるだけで無限大の味わいが楽しめるという。面白いことを考えるものだ。

　それらを食べ終え、今はコーヒーなるものを味わっている。

「このコーヒーとやら……美味なり」

　俺はカップから口を離し、目を細めた。この渋い味わいはどうだ。魔王にぴったりではないか。

「ありゃま。魔王様はコーヒーがお好きだったんですね？　工房に戻ったら、毎朝お出しするようにメイドたちに言っておきましょう」

「毎朝……！　うむ。ぜひ頼むぞ」

　対面の席に座るリリスに、フッと笑みを送る。

　彼女は清せい楚そな白のワンピース姿。俺の服装は、いつものシャツとズボンである。

「ジュノが飲むなら私も飲むわ！　……あ、ミルクは多めでね」

「ふふふっ。お子ちゃまのスピカ様には、ブラックは早かったようですね」

「なによ！　アルテミスだってお砂糖たっぷり入れてるじゃない！」

　今現在、俺はスピカとアルテミスに挟まれているのだ。

　スピカは漆しつ黒こくの鎧、アルテミスはゆるめのローブに身を包んでいる。

「むっ……」

　ふと、俺は窓の外を見た。

　アルテミスの神託の影響は、やはり大きかったらしい。

　大通りを歩く一人の紳士──あれは、魔族だ。擬ぎ態たい魔ま法ほうを使って人間族の姿になっているが、審しん理りの魔ま眼がんはごまかせない。

　まだまだ数は少ないが、ここ王都を中心に、各地の街や村へ魔族の流入が始まっていると聞く。

　そのうち半数がマカイノ村の住人たち。さらに半数は、どこかの隠れ里でひっそり暮らしていた魔族だという。

　マカイノ村の人口は五〇〇人ほどだ。そのうち何人が移住していくのだろう。

　村が寂しくなってしまうのは残念だが、それも時代の流れなのか……。

「ふぅ……」

　俺はカップを傾け、小さくため息をついた。

　移住した魔族のほとんどは、今のところ擬態魔法を使っているそうだ。人間族への配慮のつもりだろう。

　だが、ごく一部は、すでに真の姿をさらしているのだとか。

　魔族の見た目は本当に様々だ。中には、見た瞬間に人間族が卒倒するであろう異い形ぎようの者もいるわけで……。

「グロロロロォォ！」

　そのときだ。おもての通りから野太い鳴き声が聞こえてきた。

　見ると、紫色のジャガーが街を闊かつ歩ぽしている。牙きばは長くて鋭いが、きちんと首輪が付いていた。鎖を握るのは一人の少女。彼女も魔族だろう。

「ほぅ、魔ま獣じゆうも流入してきているのか」

「大迫力ですねぇ～♪　ああいう魔獣は、飼い主の魔族が子猫とか子犬に擬態させて飼ってたっぽいですよ」

　解説するリリスに、スピカが心配そうに訊ねる。

「ねぇ、あの魔獣……安全なの？　ほら見て。街の人たち、みんなびっくりしてるみたいだけど……」

「まあ、問題ないだろう」

　魔獣の様子を確認し、俺はうなずいた。

「あの魔獣の鳴き声には害意が感じられない。なにより俺の方でも、国中の魔族たちに強く言い含めておいたからな。『人間族に危害を加えてはならない』と」

　スピカが大きな胸をホッとなで下ろす。

　アルテミスはカップを傾け、

「ふふっ。魔族と人間族の融和のために、わたくしとジュノ様でたっぷり準備をしてきましたからね」

　神託の翌日から、俺とアルテミスは大忙しだった。

　二人で魔族や人間族のところを回り、新たな国のありようについて、さらに詳くわしい話をしていったのである。

　そこで噴出する問題も多く、アルテミスとともに検討を重ねなければならなかった。

　基本的には、魔族と人間族の自主性に任せる。

　しかし大問題が発生したら、彼らの祈りに応じる形で、俺たちが手を貸す。

　そんな具合の立ち位置だ。

「まあ、すぐに完璧な融和が実現するとも思っていない。これからも問題は起こり続けるだろう。しかし、それは新たな国の形へ近づいている証拠なのだ」

「えぇ、仰おつしやるとおりですジュノ様っ」

　アルテミスが俺の腕に抱きついてきた。

　銀色の髪は今日も柔やわらかく、甘い香りがする。俺の肘ひじには大いなる質量がむにむにと当たっていて……おっと。スピカがむくれている。

「ねぇ。ジュノとアルテミス、なんだか仲よくなってないかしら？　二人で神託の準備を始める前よりも、ずっと……」

「…………」

　俺はスッと目線をそらした。

　しかしアルテミスは隠す様子もなく、うっとりと宙を眺める。

「わたくしとジュノ様はもともと親密な仲でしたが……そうですね。神託の準備に、その後の遊説……。健康な男女が何日も行動をともにしたら、まあ色々ありますよ」

　ねっ、ジュノ様？

　そう言って、右隣のアルテミスが俺の腕に頰ずりしてくる。

「う、うむ……たしかに色々あったな」

　彼女の聖なる豊乳によって、それはもう毎晩……。

　すると、左隣のスピカも身体を寄せてきた。

「うぅぅやっぱり！　ジュノ。しばらく私をほったらかしにしてた分、ちゃんと埋め合わせをしなさいよ！」

「あらあら、残念ですスピカ様。すでにジュノ様の肉体は、わたくしの性技で骨抜きですもの。で・す・か・ら……わたくしとジュノ様が尊とうとき愛を育はぐくんでいるのを、どうか指をくわえて見ていてくださいな」

「アールーテーミースー!!」

「むぎゅっ！　ほっへ！　ひっはらないれくらさいよぉ～」

「ふにゃっ！　にゃによ、アンタらってやっへるりゃない！」

　ギャーギャー言い合い、ほっぺたを引っ張り合う下げ僕ぼくたち。この二人が、かつて王女と女神だったとは……。とても想像できぬ。

「……お、お前たち。ここは静かに朝食を愉しむための、趣おもむきある喫茶店だということを忘れていないか？」

　他にもお客がいるというのに……スピカとアルテミスにも困ったものだ。俺のことを強く想ってくれているのは、心から嬉しいがな。

「にょっほっほ♪　ケンカするほど仲が良いってやつですね～」

　リリスは高みの見物だ。コーヒーカップをのんびり傾け、はふぅ～と安らかな吐息をこぼしている。

「さて、そろそろ朝食もお開きだ。リリス、今日の予定を再確認しておこうか」

「ほいほい♪　ちょ～っとお待ちくださいね～」

　歌うように言いながら、彼女は手帳のページをめくる。

　この子は秘書としても優秀だ。外見は幼いものの、魔導研究師長を長年やっていただけのことはある。

「え～っと……今日は王都の南西部の視察ですね。まあ、なんらかの問題が発生すれば、人間族を教え導く必要があるかもしれませんが……」

「ふむ。問題が起こると、リリスが張った結界が反応するのだったな」

「仰ると～りです♪」

　リリスは八重歯をのぞかせ、キラッと笑みを輝かせる。

　そう。今現在、王都はリリスの結界に包まれているのだ。

　結界に反応するのは『強い害意』である。

　王都を視察している間に、人間族や魔族が強い害意を発した場合、すぐに現地へ行くことにしている。

　手助けするかは別として、王都の実情を同じ目線で見ておくべき。という判断だ。

「とはいえ……な？」

「えぇ！　事前に魔王様とアルテミスさんが下準備をしてますから、大きなモメごとなんてそうそう起こるはずが……」

　ないですよっ♪　と、リリスは高らかに言いたかったのだろう。

　しかし。

　その言葉は、唐突にかき消された。




　ヴィ────ッッッ!!　ヴィ────ッッッ!!




　猛烈な警告音──。結界魔法が『強い害意』を捉えたのだ。

　直後、地面が激しく揺ゆれ動いた。大地が波打たんばかりの衝撃に、喫茶店の窓ガラスが一枚残らず爆散する。

　店内でたくさんの悲鳴が上がった。もうもうとした土ぼこりが視界を塞ふさぎ、すぐには状況を把握できない。

　そして──、

「ゴアアァァァァァァ!!」

「ギギィィィィィッ!!」

「グルオォォォォォッッ!!」

　大気を激しく震わせる、荒れ狂った三つの咆ほう哮こうが王都に轟とどろいたのだ。

『──!?』

　俺は瞳ひとみを見開き、跳ねるように席を立った。

　不快な魔力が押し寄せてくる。相手はかなり強大な聖性を宿しているようだ。

　リリスも同じく臨戦態勢。魔法を使って、ワンピースからボンデージに衣装をチェンジする。

「くっ、一体なんなのよ！」

「このケモノ臭い魔力──まさか、あの子の差し金!?」

　今の今までほっぺたを引っ張り合っていたスピカとアルテミスも、この異常事態を前に、表情をキリッと引きしめる。

「全員、すぐに避難するのだ！」

　俺は店内に声を飛ばし、喫茶店を飛び出した。

「お金は後で必ず払いますっ！」

「みんな！　頭を守りながら、姿勢を低くして走るのよ！」

「あなた方にジュノ様のご加護がありますようにっ！」

　リリス、スピカ、アルテミスも俺に続く。

　ついさっきまで平和だった王都は、

「あわわわ……なんたることにっ！」

「ひ、ひどい！　あんまりよ！」

　リリスとスピカの言葉どおり、メチャクチャに蹂じゆう躙りんされていた。

　誰あろう、巨大な龍りゆう族ぞくどもによって──。

　連鎖する悲鳴。逃げ惑う人々。

「ゴアアァァァァァ!!」

　一体目。

　六枚の翼を持つ赤いドラゴンが炎を吐き、広場を瞬時に焼き尽くす。

「ギギィィィィィッ!!」

　二体目。

　細身の青いドラゴンが氷結魔法を発動させ、建物を次々と氷漬けにした。

「グルオォォォッッ!!」

　そして三体目。

　でっぷり太った茶色いドラゴンが、土魔法で地割れを引き起こす。

　その光景に、俺は息を呑んだ。

「なんたる体格だ。山より大きな龍族など、かつての魔界にすらほとんど……」

「やっぱり……。あの子の仕業です」

　アルテミスが冷や汗を浮かべ、意味深なことをつぶやいた。

「心当たりがあるのか？」

「……はい。あの三体は、六ろく芒ぼうの女神の一角『ペルヒタ』が使役している龍族たちです。天界にいたころ、新しいペットだと自慢されたことがあるんです。そのときは、まだ子犬ぐらいの大きさだったのですが……」

「つ、つまり他の六芒の女神が、この国を潰しにきたのかしら？」

「そーゆーことでしょう。くぅ～っ、なんて強引な手段を！」

　スピカとリリスが眉まゆを歪ゆがめる。

　神聖アルテミス王国が魔界に編入されれば、天界へ送られていた魔力も減少する。

　天界側が黙っているはずがないのだ。

　だから俺は、アルテミスとともに防衛手段を考えていた。

　彼女の堕だ天てん使し兵と、俺の魔族兵。

　それぞれまとまった戦力を各地に配置し、結界魔法を張り巡らせて、有事に備えていたのだ。

　しかし今、王都に龍族たちが到達しているということは……。

　──そこで俺は頭を振った。

「いや、考えている暇はない。とにかく奴らを殲せん滅めつだ！　尊き家族が住まう国……必ず守り抜くぞ!!」

　腹の底から声を出し、少女たちに決意を伝える。

「もちろんよ！　変わってゆく祖国を、私はしっかり見届けるんだから！」

「リリアへイム魔界化計画は揺るぎませんっ！」

「ジュノ様の御み国くにを脅おびやかすとは……その罪、万ばん死しに値します！」

　スピカ、リリス、アルテミス。

　三人の家族とともに、俺は王都防衛戦へ乗り出した──。
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　──劣勢に立たされた戦場というのは、何度経験しても歯がゆいものだ。

「さて、どうしたものか……」

　炎の龍りゆう族ぞくとの戦闘中、俺は服についた土ぼこりを払い落とした。まったく。せっかく換装魔法で魔王の衣に着替えたというのに、このザマとは。

「ゴアアァァァァァ!!」

　炎の龍族が吼ほえ哮たける。それだけで空気が震え、民家や商店のガラスが粉々に砕けてしまう。歩けば地響きが起こり、吐き出した炎を浴びた建物は、瞬またたく間に黒焦げだ。

　相手は山のようなサイズの巨龍。

　戦闘区域は建物が密集した王都。

　そして時刻は朝。街にはたくさんの人々がいる。

　組み合わせとしては最悪の部類だ。

「人命を無視すれば、戦いようもあるがな……」

　しかし、民を犠牲にするわけにはいかない。人的被害を最小限に留めたうえで、龍族どもを殲せん滅めつしなければならないのだ。

　俺、スピカ、アルテミスは龍族どもの相手を。

　そしてリリスは転移魔法を駆使して、王都の民を避難させている。王都の憲けん兵ぺいや騎士団とも連携しているらしいが、避難完了までには時間がかかりそうだ。

　とはいえ、さらなる加勢も期待できる。

　各地に配置していた堕だ天てん使し兵へい、魔族兵の一部を呼び戻し、避難誘導に当たらせるのだ。

　戦闘開始前、俺はアルテミスと手分けして、霊れい話わ魔ま法ほうで各地の拠点と連絡を取った。

　龍族によって、兵たちが全滅させられた可能性もあったからだ。

　しかし、彼らは全員無事だった。

　とはいえ全員を呼び戻すわけにはいかない。この王都への侵攻こそが、大規模な陽動作戦である可能性が残っているのだ。

　それにしても、この三体の龍族はいかにして王都を強襲したのだろう。王都の周辺地域には、かなりの広範囲に害意を探知する結界が張ってあるというのに……。

　疑問は残るが、今は目前の敵を討つ時だ。

「ゴロロロロ……」

　龍族が首を上向け、喉のどを鳴らし始める。炎を吐く前兆だ！

「くっ！」

　俺は地面を蹴り、即座に間合いを詰めた。

　左脚を強く踏み込む。腰の回転を利用して右脚を繰り出し──。

　……ドムッッ!!

　龍族の前脚に、中段蹴りを叩き込んだ。

「ゴアアアァッ!?」

　ほんのわずかに巨体がたじろぐ。赤い光を放っていたウロコが、徐々に輝度を落としていく。炎の放出を邪魔できたようだ。

　俺の圧倒的な防御力は、攻撃力にも転化できる。こうして殴おう打だに利用すれば、巨龍にダメージを与えることも……。

　と、俺が次弾を放とうとしたとき、

「なにっ!?」

「ゴアアアァァァァッ!!」

　視界を赤せき褐かつ色しよくの壁が埋め尽くした。龍族の前脚だ！

　──衝撃。俺は瞬時に吹き飛ばされ、天地がメチャクチャに入れ替わる。

「フッ。やはり、あの程度では時間稼ぎにもならないか……」

　スタンと着地し、鼻を鳴らした。俺が蹴り飛ばした前脚を使って、炎の龍族がすぐさま反撃してきたのだ。

　しかし俺にダメージはない。ダメージこそないが……。

「このままではジリ貧だな」

　もちろん、龍族の脚を粉砕することもできる。だが、大ダメージを与えることで、奴を本気にさせるわけにもいかないのだ。

　たとえば、しっぽによる一撃。たった一振りで、王都の一区画が更地になってしまうだろう。炎を吐かれれば……より悲惨な結果になる。

　現在、氷の龍族はスピカ、土の龍族はアルテミスが注意を引きつけている。

　戦闘を開始した当初、俺たちは龍族どもを街の郊外へ誘導しようとした。

　けれども奴らは乗ってこない。

　むしろ俺たちを無視して、逃げ遅れた人々を襲い始めたのだ。なんたる性悪。六ろく芒ぼうの女神に飼われているだけのことはある。

　よって、俺たちは王都のド真ん中での戦闘を余よ儀ぎなくされたのだ。

「スピカ……頼むから、冷静でいるのだぞ」

　炎の龍族に注意を払いつつ、スッと横目を向ける。

　視線の先には氷の龍族。

　その巨体は、まるで聖性をまとった大氷山だ。

「ギギィィィィィッ!!」

「はあぁぁぁぁぁっ!!」

　氷の弾丸とスピカの剣撃が衝突し、甲かん高だかい破は砕さい音おんが響き渡る。

　彼女は以前から使っていた剣で戦っている。おそらく氷の龍族に隙がないせいで、告こつ解かい魔ま法ほうの剣を生み出せないのだろう。

　氷の弾丸が絶え間なく降り注ぐ。スピカは何度も地面を転がり、身体を反らし、どうにか回避している。

　幸い、氷の龍族はスピカに釘くぎ付づけだ。今のうちに住民の避難が進めばいいが……。

「アルテミスは大丈夫か？」

　炎の龍族の爪をかわし、俺は反対方向へ目をやった。

　そこにいるのは土の龍族。

　でっぷり太った身体は、まさに岩山。強く足踏みするたびに土魔法が発動し、王都の地面がトゲのように隆起していく。

　そのときだ。

「告解魔法【射しや式しき】第一章『かつての主あるじへの出来心』!!」

　アルテミスが三日月の杖を掲げ、詠えい唱しようを紡つむぎ始めた。

　彼女の背後に魔法陣が展開する。その形態は──銀色に輝く六枚の翼だ。





某月某日　わたくしは女神王ヴィーナスの寝室に忍び込みました。

クローゼットを開け、ずっと前から狙っていた獲え物ものを手に入れたのです。

布面積がやや多い、綿の下着……色はもちろん無む垢くなる純白です。

広げ、伸ばし、綿の柔やわらかさを愉しんだのち、わたくしは香りを確かめ……。






　アルテミスは下着どろぼうの告解を開始する。土魔法のトゲから逃げ回りながら、顔を真っ赤にして、大声で罪を告白していく。

　スピカは自作ポエムの発表だったが、アルテミスの告解魔法は『愛ゆえの過あやまち』を暴ばく露ろすることで発動する。

　やましさが強ければ強いほど、告解魔法は威力を増すのだ。アルテミスの詠唱が完了すれば、土魔法の猛攻を止められるかもしれない。

　俺がわずかな光明を感じた、次の瞬間だった。

「グルオォォォッッ!!」

　土の龍族が唐突に、地面を隆起させるのをやめたのだ。代わりにぶるっ、ぶるっと不気味な身震いを開始する。

「グルルルルルゥゥゥッ!!」

　重低音の咆ほう哮こうが、アルテミスの告解を一瞬で塗りつぶした。

　彼女は青ざめ、

「これは……いけませんっ！」

　告解魔法の詠唱を止め、両腕を天に掲げた。

　発動するのはアルテ・カタフィギオ。アルテミスが得意とする魔法障壁だ。

　それもそのはず。

「グルォォッ！　オォッ、オォォォ……！」

　土の龍族が何度も身震いし、背中のウロコを大量に射出したのだ。

　この龍族の背中にはトゲのようなウロコが無数に生えている。それらを発射することで、逃げ回るアルテミスを上空から攻撃しようというのだ。

　いや、彼女だけではない。

　攻撃範囲が広すぎるのだ。

　アルテミスの近くには、まだ避難中の住民がいる。このまま告解魔法を詠唱し続ければ、彼らの犠牲は避けられない。

　だからアルテミスは詠唱を止めた。魔法障壁を展開してウロコの爆撃を防ぎ、住民の命を優先させたのである。

「くっ……。やはり、途中で止めるとダメですか……！」

　アルテミスが歯は嚙がみする。告解魔法の詠唱を止めたことで、銀色の翼が霧散してしまったのだ。

　土の龍族とアルテミスが睨にらみ合う。こちらも膠こう着ちやく状態である。

「さーさー♪　転移させちゃいますよ～♪」

　すると、遠くにリリスの姿が見えた。

　声の調子こそ明るいが……しかし、さすがに疲労が見て取れる。さきほどから街中で転移魔法を使っているのだから無理もない。

　王都の憲兵や騎士団も、合流してきた堕天使兵や魔族兵も、住民たちを避難させようと懸命に駆け回っている。

　俺は炎の龍族の攻撃を受け止めつつ、小さくうめいた。

「頼む……。早く避難を終えるのだ……」

　すべての住民たちが遙か遠くへ避難すれば、存分に戦闘が──。

　と、そこまで考え。

「ぐっ……！」

　俺はギリッと歯を食いしばった。いや、それではダメだ！

　さきほどからの戦闘で、周囲の建物にはかなりのダメージが生じている。

　時間稼ぎの戦闘でこの有様だ。本格的な戦いに移行すれば、より多くの建物が倒壊してしまうだろう。

　ここは王都。国の中心だ。

　王宮や教会などの重要な建物が崩れ、国としての機能が物理的に停止すれば、それこそ格好の標的になってしまうではないか。

　人的資源と物的資源。王都で戦う以上、どちらも犠牲にしてはならないのだ。

　ならば──。

「ならば、どうする……？」

　持久戦の先に勝利はない。

　巨大な龍族どもを瞬殺する以外に、道は残されていないのだ。

　スピカが剣を振る。アルテミスが魔ま矢やを放つ。そしてリリスが転移魔法を連発する。住民の悲鳴が上がる。龍族どもの不快な咆哮が、俺の耳をつんざいてくる。

　どうしようもなく切迫した状況の中で、俺は──、




「うむ。もはや方法はこれしかないッッ!!」




　俺は、嗤わらった。

　──そして時は訪れた。

「魔王様ぁ～、なんとか避難のメドが立ちましたよぉ～」

　リリスが来たのだ。

　魔力の使いすぎで疲ひ弊へいし、ピンクのツインテールや幼い顔を土ぼこりで汚しながら、それでも最前線に戻ってきてくれた、俺の大切な家族……。

「リリス、説明は後だ」

　俺は肉づきの薄い背中をなで、

「堕天使兵と魔族兵をできる限りかき集め、あと少しだけ……あの龍族どもを足止めしてくれッッ!!」

「おっけーですっ♪」

　リリスは何ら疑問を挟まず、ニコッと明るく微笑ほほえんだ。

　俺を、信じてくれたのだ。

「んふふっ♪　魔王様のためなら、リリスは灰になるまで戦っちゃいますよ～！　その代わり……」

「うむ。無事に持もち堪こたえられたら、望む褒美を与えよう！」

「……ごくり。では、リリス行きます!!」

　美味しそうに舌なめずりをして、リリスは魔法陣の中に消えていった。堕天使兵たちに招集をかけに行ったのだ。

　俺は身を転じ、スピカとアルテミスに指示を出す。

「スピカ！　アルテミス！　持ち場を離れ、俺のもとへ来るのだ!!」

　相手は氷と土の龍族。隙を作るのも大変だろうが……。

　ほどなくして、二人の告解魔法士がやってきた。

「はぁ、はぁ……。ジュノ、どうしたのよ！」

「……ひぃ、ふぅ。もしかして、打開策が見つかったのですか？」

　スピカたちの疲労も著しい。

　呼吸は乱れ、髪型は崩れ、そのうえ泥だらけだ。

　もはや時間はない。一刻も早く、新たな儀式を実行しなければ！

「二人とも、ついてくるのだ！」

　俺は二人を路地裏に連れ込んだ。

　そのまま先頭を走る。左へ曲がる。右へ曲がる。王都に張り巡らされた裏通りの、ずっと奥へと走っていく。

「むっ、ここだ！」

　とある建物の前で急制動をかけ、俺はスピカたちに向き直った。

「この建物って……まさか！」

「どう見ても逢い引き宿なのですが……」

　アルテミスの指摘に、俺は力強くうなずいた。

　そう、ここは逢い引き宿。

　欲求を持て余した者同士が、通常の宿屋よりも割安な料金を支払い、『ご休憩』と称して一時の愉しみを得る施し設せつである……と、以前リリスが教えてくれた。

　逢い引き宿──ぜひ行きたいものだ！

　そう思った俺は、活動拠点を王都に移す前に、王都中の逢い引き宿の場所を調べておいたのだ。今では完璧に、全店舗を頭に叩き込んである。

　逢い引き宿はすごいらしい。

　通常の宿屋よりも大きな風呂とベッドがあり、多数の薬液や怪しい遊具が完備してある……と、これまたリリスが教えてくれた。

　もちろん『ご宿泊』もできるらしいが、今の俺たちに必要なのは『ご休憩』の方だ。それも、可能な限り短く済ませなければならない。

「ふんっ……！」

　俺は右手に魔力を集中させ、逢い引き宿の入口に当てた。

　結界魔法を使ったのだ。

　漆しつ黒こくの光が逢い引き宿を覆おおい、ピキ、ピキ……と氷が軋きしむような音が聞こえてくる。

　俺は二人を振り返り、

「よし……。この宿に結界を施した。建物全体の強度が上がり、多少の攻撃には耐えられるようになっている」

「耐えられるって……まさか、今からえっちなことを!?」

「さ、さすがにこの状況で快楽を貪むさぼるのは……」

　どうやら二人は勘違いをしているようだ。

　いくら俺とて、リリスや魔族兵、堕天使兵たちが戦っているというのに、単に性欲を発散しようなどとは思わない。

　今から始まるのは儀式。

　そう、尊とうとい儀式なのである。

「二人とも、よく聞くのだ」

　俺はスピカとアルテミスを見つめ、真剣に言葉をつづる。

「たしかにここは性欲うずまく逢い引き宿だ。しかし、俺はこの場を邪悪なる魔神殿と捉えている。それほどまでに重要な施設なのだ。なぜならば──！」

　逢い引き宿にバッと手を差し伸べ、

「今から三人で儀式を行い、三人同時に絶ぜつ頂ちようを迎えることで、『告こつ解かい武ぶ装そう』を手に入れるからだ!!」

　──告解武装。

　相手は巨大な龍族。持久戦には持ち込めない。

　ならば強力な武装によって、一刀のもとに斬り伏せればよいのだ！

　スピカは胸を押さえている。

「逢い引き宿……。私、王女だったのに。こ、こんなところへ入るなんて……」

　アルテミスは鼻息を荒くしている。

「はぁぁ～……。一度入ってみたかったんです。今からここで、ジュノ様と……」

　よし、二人とも了承しているようだ。

　それでこそ魔族！

　それでこそ、誇り高き告解魔法士なり！
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　告こつ解かい武ぶ装そう──。

　それは魔ま導どう調ちよう律りつの使い手と、その下げ僕ぼくたる告こつ解かい魔ま法ほう士しが同時に絶ぜつ頂ちようを迎えることによって出現する、強力な武装のことである。

　まずは魔導調律をともなう儀式によって性感を存分に高め、激しい絶頂を迎えることで大量の魔力を発散させる。

　その魔力を混ぜ合わせ、新たな武装を生成するのだ。

　大前提として、告解魔法の威力を高めるのは『やましさ』である。

　ゆえに、やましさを喚かん起きさせる特殊なプレイ……いや、儀式によってこそ、充分な威力を持つ告解武装を生み出すことができる。

　スピカが剣を生成した、告解魔法【斬ざん式しき】と基本的な原理は同じだ。要は、あれを三人がかりで行うのである。

　魔力を体外に発散するタイミングがズレれば、混合現象は起こらない。

　三人同時の絶頂は、必須なのである。

　その離はなれ業わざを実現するために、逢い引き宿に向かう必要があった。

　すべては『やましさ』を喚起するため。

　逢い引き宿という場所は、儀式を成功に導くための重要な布石だったのだ。

「いざ……！」

　ドアノブをひねり、俺は勇んで入室した。

　店主も客も避難しているらしく、館内に人ひと気けはない。無事に王都を守り切った暁あかつきには、料金をきっちり払いに来なければな。

　この部屋の売りは、大きな風呂らしい。

　手前にはダブルベッドがあり、奥には見事なバスタブが見える。

　すでに湯が張ってあるため、白い湯気がほわほわと漂っている。もちろん薬液類もすばらしい品しな揃ぞろえだ。

　俺たちは風呂場へ移動して──。

「二人とも、いざ……ぅぶっ、じゅるるっ……ぷはっ、は、激しいな……」

「んんっ……ジュノ、もっと舌、出しなさい……んぶちゅっ、ちゅぱっ」

「ジュノ様、わたくしの舌もどうか……ぢゅるぽっ、ぢゅぷるるぅっ」

　俺とスピカとアルテミスは寄り添い、抱き合い、舌を激しく絡め始めた。

『ぢゅぷっ……じゅるるっ、ぢゅぽっ、ぢゅるるるる！』

　三つの水音が混ざり合う。

　もうもうとした湯気の中、右からはスピカの舌が、左からはアルテミスの舌が伸びてきて、俺の舌を奪い合うように口内をかき回すのだ。

『ぢゅっ……ぢゅるるっ、ちゅる、ちゅぱっ……んぢゅるるっ』

　三人での激しいキス──。唇が密着していないせいで、皆の唾だ液えきがあふれ、絶え間なく床のタイルに垂たれ落ちていく。

　必然、スピカとアルテミスの間でも、唇や舌が触れ合っているのだが……、

「んぁっ……じゅるるっ、私、これ、好きぃぃ……じゅぷるるるっ！」

「わたくしもです……ぢゅぽっ、ぢゅぽっ……たまりませんっ」

　どうやら二人は気にしていない。……というか、すでに瞳ひとみが快楽にとろけ、それどころではないようだ。

　かく言う俺も──。

「はぁ、はぁ……スピカ、アルテミス……」

　俺は二人の服に手をかけた。柔やわらかな肢体を手のひらで撫なでながら、衣装をどんどん脱がせていく。

「ぁんっ！　ジュノ、どこ触ってるのよ……！」

「はぁ、んっ……ジュノ様の手つき、なんていやらしいのでしょう……」

　切なげに眉まゆ尻じりを下げ、文句を言う二人。しかし例によって、俺が服を脱がせやすいように協力してくれている。

　スピカが腰をくねらせ、ミニスカートをするりと脱いだ。

　アルテミスが身体を反らし、ローブが床に落ちていく。

「おぉぉ……！」

　その絶景に、俺は歓喜のため息をこぼした。

　スピカとアルテミスが、胸部を惜しげもなくさらしているのだ。まあ、二人とも腕で隠そうとしているのだが、膨ふくらみがたわわすぎて隠しきれていない。

　そして下半身。

　スピカの下着は黒のレースだ。

　腰の部分はヒモになっており、布地は少なめ。ニーソックスは脱がないあたり、俺の好みをわかっている。

　対するアルテミスは純白である。

　もはや布が少なすぎて下着の態ていをなしていない。なにせ柔肉の連山……むっちりとした色白の尻が、丸見えなのだから。

「あぁぁっ……ジュノ、瞳がギラギラしてる……」

「はぁ、はぁ、そんな魔ま獣じゆうのような目で見つめられたら、わたくし……！」

　これほど卑ひ猥わいな下着を見せられて、オスが冷静でいられるはずがない。

　魂たましいの鼓こ動どうに従い、俺の下半身は激しい隆りゆう起きを見せている。

「……さあ、俺の服も頼む」

　スピカとアルテミスに視線を送る。彼女たちは俺に迫り、二人がかりでマントやジャケットを脱がせ始めた。

　下着一枚になるまでに、さほど時間はかからない。

　スピカとアルテミスは俺の下着に手をかけて……。

　──ずるり。

　一気に足もとまでずり下ろした。やや強引な脱衣の反動で肉竿が跳ね、赤黒いタートルヘッドがペチンとヘソを叩く。

　スピカとアルテミスの甘ったるい視線は、そこへ釘付けだ。

　頰が赤々と色づき、呼吸はひどく乱れている。

「まだキスしただけなのに……す、すごい。こんなに逞たくましく脈打って……」

「あら……わたくしとの時よりも大きい気がします。……三人だからですか？」

　熱情に浮かされた様子のスピカ。

　ジトッと俺を見つめてくるアルテミス。

　俺は二人を両腕で抱きしめ、

「……まあ、それはよいではないか。始めるとしよう」

　アルテミスの視線を誤魔化すことにした。

　むにゅんっ、ふにゅんっ……と二人の膨らみが俺の身体を圧迫する。本来ならば、揉もみ比べ、しゃぶり比べを執行し、心ゆくまで利き乳を愉しみたいところだ。

　しかし今は時間がない。

　逢い引き宿の外では、リリスや堕だ天てん使し兵へいたちが三体の龍族どもを必死に足止めしてくれているのだ。

「ねぇジュノ。三人でイッ……達すると強い武器が手に入るなら、どうして初めからやらなかったのかしら？」

　スピカが首をかしげる。もちろん、俺の局部をチラチラ見ながら。

　俺は短く息を吐き、

「スピカよ、思い出すのだ。俺たちが一度でも、同時に達したことがあったか？」

「……あっ」

「そういえば……ありませんね」

「うむ。同時に絶頂するのは非常に難しいのだ。だからこそ、今までは魔導調律によって、個々の能力を上げることを優先していたというわけだ」

　そう。儀式の内容には理由がある。無意味な性戯など存在しないのだ。

　アルテミスが言う。

「ですけど、この局面を打破するためには……」

「敵に建物を破壊させず、私たちも建物を破壊せずに……。ええ。その告解武装というのを使って、あの龍族たちを一撃で倒すしかないわけね！」

　スピカとアルテミスがうなずく。どうやら納得してくれたようだ。

　俺は高らかに声を張った。

「うむ。限られた時間の中で、これまで一度も達成できなかった三人同時の絶頂を成功させるカギは──」

　そこでわずかに言葉を溜めて、

「今日の朝食に出た、肉と野菜のサンドウィッチだ！」

　真の打開策を発表する!!

『……？』

　案の定、二人がポカンと口を開けた。

　それを気にも留めず、俺はアルテミスの肩に手を添える。

「仰向けに寝転がり、全身にたっぷりと薬液を塗るのだ。うむ……よし。きちんとヌルヌルになるようにな」

　続いてスピカの腰に腕を回す。

「同じく全身に薬液を塗り、よく泡立てたのち、アルテミスに覆おおい被さるのだ！」

「えぇっ!?」

　スピカが素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「わ、私、女の子同士でそういうの……よくわからないのだけど……」

「安心するのだ。後でしっかり俺も加わる。それに、さっきアルテミスと唇や舌を触れ合わせていたではないか」

「ま、まあ……そうだけど」

　ブツブツ言いつつも、スピカは俺の言ったとおりに全身を泡立て、アルテミスの豊満な身体に覆い被さった。

　ハリがあって敏感なスピカの膨らみ。

　とろけるほどに柔らかいアルテミスの膨らみ。

　四つの幸福が真正面からくっつき、むにゅんっと大胆に形を変える。

「んあぁっ！」

「はぁんっ！」

　二人の嬌きよう声せいがユニゾンした。触れ合った乳首が薬液の泡によって滑りを増し、にゅるにゅると擦れ合っているせいだろう。

「んんぅっ……はぁんっ、なにこれ。アルテミスの胸……ひぁっ、す、すっごく柔らかくて、気持ちいい……」

「はぁっ、んんっ……スピカ様の乳頭、ツンとしていて……コリコリと、わたくしのをくすぐって……あぁぁっ！」

　どちらかが身み動じろぎするたび、双方に快感が訪れる体位である。

　そのうち二人は快楽を貪むさぼり始めた。小さな喘あえぎ声ごえをこぼしつつ、上半身を黙々と絡ませているのだ。

　ぬるっ、ぐちゅ……ぢゅるっ、にゅるるっ……。

　女体が擦れ合う音が室内に響き──やがて、じわりじわりとシミが広がっていく。

　スピカとアルテミスの、最も大切な部分に。

「んぁっ、あぁんっ……ア、アルテミスぅ……お腹の奥、熱いぃぃ……」

「はぁ、んんっ……わたくしもです、スピカ様ぁ……ぁんっ！」

　俺の側から見える光景もまた、息を呑むほど素晴らしい。

　重なり合った二つの臀でん部ぶがぷるんっ、たぷんと柔らかく弾み、もどかしそうに腰をくねらせているのだ。

　高まっていく快感にともない、彼女たちは欲しているのである。

　俺の──オスの器官による愛あい撫ぶを。
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「機は熟したようだな……」

　俺は二人の告解魔法士に身体を寄せた。

　タイルの床に膝ひざをつく。

　両腕に黄色い淫いん紋もんを発生させ、ゆっくり、ゆっくりと、硬化したモノをターゲットへと近づけていく。

　ターゲットとは言わずもがな。

「スピカ。アルテミス。いけない尻肉サンドウィッチにて、ともに果てようぞ……！」




　折り重なった二人の花園。その、ちょうど真ん中である！




　ずぷうぅぅぅぅ……っっ!!

　下着と下着。密着し合っている部分に、海綿体の暴君を思いっきり突き入れた。

　それと同時に、二人の身体に淫紋を流し込む。魔導調律の発動だ。

「っっっ……!!」

「ッッッ……!!」

　瞬間──スピカとアルテミスはビクンと背筋を跳ねさせて、

『あぁああぁぁあぁああぁぁぁ……!!』

　快楽の頂いただきで合唱した。

　二人の下半身が同時に痙けい攣れんし、俺の竿を刺激してくる。

　竿の上部でスピカの肉芽を。

　竿の下部でアルテミスの肉芽を。

　それぞれ同時に愛撫しながら、何度もしごくことで、俺自身も絶頂へと昇りつめる──。三人同時に達するために、俺が朝食のサンドウィッチをモチーフに考案した、性なる陣形である！

　二種類の肉とは、スピカとアルテミスの濡ぬれた蜜みつ肉にく。

　間に挟まる青菜にあたるのが、俺の瑞みず々みずしい肉にく茎けいというわけだ。

「さぁ……動くぞ！」

　まだまだ儀式は終わらない。二人のいやらしい媚肉に挟まれた剛直を、俺はずるるっと引き抜いた。

　今、切実に腰が振りたい。早漏こそが王都を救うのだ！

　そして俺は律動を開始した。

　力強く腰を振り、スピカとアルテミスに猛然と攻勢をかける。

「あっ、あぁぁっ！　ジュノ、これダメっ……私、耐えられないぃぃっ……はぁぁっ、すごい、こすれてぇっ……ああぁぁぁっ！」

「はぁんっ、あ、あ、あ！　ジュノ様の熱いの……わたくしの大切なところにっ、あぁぁん感じます！　ふぅっ、んんぅ……っ！」

「ぬふうぅっ……なんたることだ！」

　俺は肉欲に任せて腰を前後させながら、天井を向いて目をつむった。股こ間かんの感覚に集中したかったのだ。

　下半身が──熱い。いやらしい圧迫感が竿全体を包み込む。サラサラとした下着の素材に裏筋がこすれることで、精せい神しんがとろけそうなほどの快感が襲ってくる。

「はぁ、はぁ……うぐっ！」

　女の蜜とにゅるにゅるの薬液で濡れそぼった下着越しに、二人の恥肉を確かに感じる。スピカはぷりぷりとして弾力があり、アルテミスはどこまでも柔らかだ。

　腰と尻肉が衝突する。

　パンッ！　パンッ！　という肉太鼓の音色が室内に轟とどろく。

　すると。

　俺の敏感な先端部分に、かすかな突起が触れるようになった。

「ジュノっ、んぅぅっ、そこぉ……！　ひあぁああっ……あぁんっ、だめっ……りゃめぇぇ……！　私、もぉイクぅぅ！」

「あっ、ひぁぁんっ……！　ジュノ様のジュニア様がぁ、わたくしのすべてを……はぁぁっ、まっ白にぃぃぃ……！」

　このコリコリ感──確信する。創造主が女性だけに与えし性感のギフトが、ぷっくり充血しているのだ。

　そこを執しつ拗ようにこすり上げた結果、

「～～～～～～～～～ッッ!!」

　声にならない悲鳴を上げて、スピカが背筋をピンと反らせた。

　二人の淫紋が赤く色づく。こちらのフィニッシュはまだ先だ。

　やはり同時絶頂は難しいか──。

　と、落胆しかけた直後だった。

「はぁっ、んぁっ……ス、スピカさ……はむぅっ、じゅぷっ!?」

「ぢゅるるっ、んうぅぅ……ぢゅぼっ、ア、アルテミスぅ……」

　スピカがアルテミスの唇を貪り始めたのだ。

　細い肩がヒクヒク震えているが、なんとか絶頂を堪えたらしい。シーツを嚙んで我慢するのと同等の効果を得たに違いない！

「ちゅるっ、れろぉぉ……。アルテミスって、お肌、すごくキレイなのね……れりゅっ、ちゅぷっ、ぢゅぱっ！」

「はむっ、ぢゅぷりゅっ……。スピカ様は、睫毛まつげが長くてステキです……ぁむっ、ちゅぱっ、ぢゅるるる……！」

　二人の告解魔法士が濃厚な口づけを繰り広げる。

　女性同士でありながら、互いの舌をれろれろ舐め合い、唾液を交換しているのだ。

　しかし、二人の腰は絶えずくねっている。

　絆きずなを深めながらも、俺の淫獣を貪欲に味わっているのである。

「ふぁあぁっ！　アルテミスの舌、柔らかくて……ジュノの太いの、しゅっごく熱くてぇぇ……！　二人と同時にしてるみたいぃぃ……!!」

「はぁぁっ、あぁあっ……！　わたくしも思っていました！　なんていやらしく、なんて壮大な愛の儀式なんでしょおぉひぅんっ、んっ、んんぅっ！」

「スピカ……！　アルテミス……！」

　二人の柔肌に浮かんだ淫紋が、赤からピンクに変化する。

　そして──。

　俺たちの身体からピンク色の燐りん光こうが巻き起こり、花はな吹雪ふぶきのごとく室内に舞い始めた。

　それは魔力の塊かたまり。

　すさまじい密度を持った、告解武装の種である。

　やましさが──臨界点を越えた。

「ぅぐっ……二人とも、準備はいいか……？」

「えぇ……私、お潮っ……いつでもぉぉっ！」

「ジュノ様、スピカ様、ともに快楽の果てにぃぃっ……！」




『あああぁぁああぁぁああぁぁああぁぁぁあ……ッッ!!!!』




　まばゆい光が室内を埋め尽くす。ピンクの魔力が色調を変化させる。

　──黒。──金。──銀。

　──俺。──スピカ。──アルテミス。

　それぞれを象徴する色に染まり、混ざり合い。




　──三本の告解武装が、俺たちの手に握られた。
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　王都が光に包まれる。

　金と銀、そして暗黒の光に──。

　三つの光は王都を包み込むように広がり、混ざり合い、ピンク色の燐りん光こうを散らしながら、すべての視界をゼロにする。

　やがて、そのまばゆい輝きが収まったとき。

「さあ、俺たちの国を取り戻すぞ！」

「当たり前よ！　龍りゆう族ぞくなんてさっさと斬り伏せてやるわ！」

「わたくしたちで、リリアヘイムを尊とうとき魔界にいたしましょう……！」

　俺、スピカ、アルテミスの三人は、それぞれ一本の剣を握りしめていた。

　金と銀に輝く鋭い両刃。

　柄つかはツヤのある闇色。

　三人分の魔力を凝縮して生み出した、第一の告こつ解かい武ぶ装そう『トリアングルム』である。

　そして走る。

　リリスたちが戦っている大通りを目指し、一心不乱に足を進める。

　やがて路地を抜け、俺たちは剣を構えた。

　ガチャ──と重厚な金属音が響く。

　トリアングルムの先端を三体の巨龍たちに突きつけ、周囲を確認する。

　王都は……無事だ。

　さきほどよりも多くの建物が壊れているが、しかし想定したよりも格段に被害は少ないようだ。

　リリスたちの頑張りに、俺が感謝を捧ささげた瞬間──。

　三人のトリアングルムを軸にして、あふれんばかりの魔力が周囲にほとばしった。

　大地が震え、大気が震え、金と銀の刀身がさらなる輝きに包まれる。

「ゴアアァァァァァ!!」

　炎の龍族が眼球を見開く。

「ギギィィィィィッ!!」

　氷の龍族が牙を剝むく。

「グルオォォォッッ!!」

　土の龍族がウロコを逆立てる。

　龍族たちが姿勢を低くした。臨戦態勢である。三本の告解武装を前にして、彼らの本能が生命の危機を伝えているのだろう。

「……ま、まお～さまたち～……がんばってくださぁ～い……」

　俺は横目でリリスを捉えた。

　崩れかけた聖堂に寄りかかり、右手を小さく、力なく振っている。

　汗や泥で顔は真っ黒。ツインテールの髪はほどけ、魔法を使いすぎたせいで目の下に濃いくまが浮いていた。

　彼女のまわりには大勢の仲間がいる。

　堕天使兵と魔族兵。そして王都の憲兵や騎士団だ。

　誰もがボロボロに傷つき、膝をついている者も多い。

　しかし、彼らの瞳は死んでいない。それどころか俺たちを見つめ、希望の光をらんらんと輝かせているのだ。

　その光景を目まの当あたりにして、俺は傍かたわらに呼びかける。

「スピカ……皆が大いなる期待や希望を寄せているが、気分はどうだ？」

　スピカ・フォン＝シュピーゲルベルクは。

　人々の期待や希望を重荷に感じ、魔族に堕おちた告こつ解かい魔ま法ほう士しは。

「ふふっ」

　と柔やわらかな微笑ほほえみを浮かべた。

「……もう、辛くないわ。だって私は一人じゃないもの。ジュノもいるし、アルテミスもいる。みんなと一緒なら……私はどこまでも強くなれるわ!!」

　黄金の魔力が逆巻き、王都の空に光を散らす。

　そこに加わる魔力は、どこまでも澄んだ銀色だ。

「わたくしも、一歩を踏み出さなければいけませんね」

　アルテミスがトリアングルムの柄を握り直す。

「あの龍族を斬ることは、天界への明確な反逆を意味します。けれどもわたくしは後悔しません。わたくしは、ジュノ様への愛に生きると決めたのですから……!!」

　二人の決意が魔力を高める。

　俺が発する暗黒の魔力と混ざり合い、ふと、温かな想いが胸に染み込んできた。

「フッ……。良き時代に復活できたことを、魔界に住まうすべての家族に感謝しなければならないな……」

　そっとつぶやき、俺は訊ねる。

「して、スピカ。この剣は、どのように振ればよい？」

「わたくしも聞きたいです。恥ずかしながら、剣を振るのは初めてですので……」

　俺とアルテミスの問いかけに、

「そんなの決まってるわ！」

　スピカは晴れやかに言ってのけた。




「ありったけの激情を込めて、ただ思いっきり振り回すだけよ!!」




　その言葉が消えたとき。

　ダンッ!!　と三人同時に地面を蹴った。

　俺は炎の龍族へ、スピカは氷の龍族へ、アルテミスは土の龍族へ肉薄する。

「ゴアアァァァァァ!!」

　目前で吼ほえ哮たける炎の龍族。

　俺の心に恐れはない。仲間を案じる気持ちもない。

「私は──国を、変える!!」

「ジュノ様の世界のために!!」

　背後で聞こえる気合の声を、心から信頼しているからだ！

　俺は突進の勢いをそのままに、一気に剣を振り下ろした。

　炎の龍族めがけて、スピカの言葉に従い、己の激情を刃やいばに込めて……!!

「うおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉっっ!!」

「ゴアアァァァァッ!!」

　空気が裂ける。魔力がうなる。

　刃が衝撃波を帯びる。

　──激突の瞬間、炎の龍族のウロコが弾けた。肉も骨も、容よう赦しやなく引き裂けていく。
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　ほとんど抵抗は感じない。

　あれほど強きよう靭じんだった龍族の身体が、溶けたバターのごとく両断されたのだ。

「ゴ、ゴァ……」

　あえぐような声を洩もらして──、

「ゴブッ……」

　炎の龍族は右と左に身体を分裂させ、光の粒子となって消えていった。

　俺のトリアングルムが、地面に勢いよく突き刺さる。

　全身全霊の気合とともに振り抜いたせいで、俺の力をもってしても刃を止めることができなかったのだ。

　小さな地割れが起きてしまったが……まあ、不可抗力ということにしよう。

「ギ、ギゥ……」

「グル、ォ……」

　向こうでは、氷の龍族の首が飛び、土の龍族が上半身と下半身に分断されている。

　やがて二体も光の粒子となり、王都の空へと昇っていった。

　──静寂が訪れる。

　風の音が流れる。炎上した建物が、ときおりパチパチと音を立てる。

　俺はそっと目を閉じた。

　胸の奥に、熱い気持ちが渦巻いている……。これは、そう、達成感だ。俺たちの『やましさ』がもたらした絶後の一撃が、王都に平和をもたらしたのである！

「ジュノ……」

　トリアングルムを片手に、スピカがこちらを見つめる。

「ジュノ様……」

　両手で重そうに剣を持ちつつ、アルテミスが微笑む。

　三人の視線が交わり、互いに身を寄せ、キスの予兆が顔をのぞかせたところで──。




「リリスたちの大勝利でぇ～すっ!!!!」




　堕だ天てん使し幼女のキャッキャとした声が、見事に雰囲気をぶち壊した。

「フッ……まったく、リリスのやつめ」

　俺がトリアングルムを地面に突き立て、ホッと表情をゆるめたときだ。

「魔王様～っ♪」

　駆け寄ってきたリリスが、俺の胸に飛び込んできた。

　小さな身体を受け止める。細く、薄く、儚はかない身体。こんなにも幼い身体で、リリスは戦い抜いたのだ。

「よくぞ持ち堪えてくれたな。さて、約束の褒ほう美びだが……」

「では魔王様、リリスに熱いキッスをばっ！」

　言葉と同時に、彼女は唇をキスの形にして迫ってきた。

　俺としても、まあやぶさかではない。

　なぜならば。

　リリスは魔界の、大切な家族なのだから。

「うむ。それでは……」

「魔王様ぁ～♪」

　唇が近づく。鼻先が触れる。吐息が重なり……ちゅっ。

　花びらのように幼い唇──その感触は、スピカやアルテミスよりも柔らかで……。

「ジュノ、私もするわ！」

「わたくしも混ぜてください！」

　だが、リリスとのキスはいきなり中断させられた。

　さきほど味わったばかりの唇の感触が、二つそろって舞い戻ってきたのだ。

「わぷぷっ、スピカさんにアルテミスさん!?」

　リリスが素すっ頓とん狂きような声を出す。

　彼女を挟むようにして、スピカとアルテミスが俺の唇を奪いに来たのである。

　口の右端にスピカの薄い唇が触れる。

　口の左端にアルテミスのふっくらした唇が触れる。

　だが……さすがにこれは無理がある。

　スピカたちの突進によってバランスを崩し、俺は背中から地面に倒れ込んだ。

　腹の上にはリリスが乗っかり、左右の腕にスピカとアルテミスが収まっている。

　なんともマヌケな光景に──、

「フッ、フフフッ……！」

　俺は思わず、気の抜けた笑い声を洩らしてしまった。

「あっ、魔王様が笑ってます！　カワイイです！」

「高笑いは聞いたことあるけど、明るく笑ったのは初めて見たわ！」

「あぁんジュノ様やめないでください。ほら、もう一度笑ってください！」

「そ、そう言われると、すさまじく笑いづらいのだが……」

　いかん。恥じらいのあまり頰が熱くなってきた。やはり人間の身体は、こういうときに不便きわまりない！

　彼女たちをやんわり押しのけて立ち上がると、

「……む？」

　王都の様子が変わってきているのに気がついた。

　避難していた住民たちが、だんだんと戻ってきたのだ。

　彼らは次々に歓声を上げ始める。

「みなさん、ありがとうございます！」「魔族だからって怖がってごめんなさい！」「ともに手を取り合い、良い国にしていきましょう！」

　避難誘導を行った騎士団や憲兵、そして堕天使兵や魔族兵たちに、涙ながらに感謝しているのだ。

　そしてもちろん、俺たちに対しても。

「ジュノ様ばんざーい！」「リリス様ステキー！」「アルテミス様～！」

　だが、そこにスピカの名前はない。

　なぜなら彼女は『魔ま道どう迷めい彩さい』という術式によって、他者から第四王女、スピカ・フォン＝シュピーゲルベルクだと認識されないようになっているからだ。かつての仲間たちに、第四王女が無事に生きていることを気け取どられないための措そ置ちである。

　俺は小声で訊ねた。

「スピカよ。魔道迷彩……まだ使うのか？」

「ふふっ……そうね。しばらくは使おうと思うわ」

　意外な返事に眉を上げる。

　俺の疑問に気づいたのか、

「ほら見て。あの子たちの顔……」

　スピカは王立騎士団──つまり、かつての部下の少女たちを指さした。

　王立騎士団は住民の避難誘導に従事していた。今は誰もが泥だらけ、傷だらけだ。

　それでも彼女たちは笑っている。

　達成感に打ち震えるように、キャッキャと声を弾ませているのだ。

「私が一緒にいたときは、あの子たち……あんなに生き生きとしてなかったの。私に魔力を分け与えて、期待や希望をまるごと託して。彼女たちの役目は、たったそれだけだったから……」

　スピカは続ける。

「だけど、今のあの子たちは違うわ。自分たちで考えて、動いて、王都を守り抜いたのよ。あの子たちには……たとえ『戦う王女』がいなくても、自分たちの心の中に希望を見出せるようになってほしいの。その方が、きっと……」

「あやつらにとっては、幸せだろうな……」

　スピカの言葉を引き取り、俺は小さなうなずきを返した。

「だからね、ジュノ……」

　ふと、手に柔らかなものが触れる。スピカが俺の手を握ってきたのだ。

「もうしばらく……私は、あなただけのものだから」

　そう言って、指先を絡めてくる。

　俺はフッと鼻を鳴らして、

「まったく、可愛かわいいやつめ」

　スピカを両手で抱きしめた。そっと、優しく、愛を込めて。

　──まさに。

　──まさに、そのときのことだった。

　青く晴れた空が引き裂け、大気を激しく震わせつつ、巨大な円形の魔法陣が姿を現したのだ。

　色は純白。底知れぬ聖性を撒き散らしながら、上空の魔法陣はどんどん大きくなっていく。

『!?!?』

　俺を含め、その場の全員が目を見開いた。

　あれは遠とお見みの魔法だ。あの魔法陣を使って、なにかを映し出すつもりらしい。

　やがて、巨大な魔法陣の中央に波紋が生まれた。

　湖面に波を立てるように、ゆらゆらと揺らめいていく。

　そして。

　魔法陣の向こうに、何者かの影が浮かび上がってきた。

　長すぎる髪。肉づきの薄い身体。おそらく……かなり小柄な少女だ。

「あ、あ、あ……」

　少し離れたところで、アルテミスが切れ切れの声を洩らしている。

　その反応で俺は察した。

「まさか……当代の女神王ヴィーナスか!!」

　俺の声は、どうやらあちらに届いたらしい。

「ごめいと～。私が今の女神王ヴィーナスだよ～」

　だが、返ってきたのは、じつに気の抜けた少女の声だった。ものぐさでダメダメな女神王というのは本当らしい。

　俺がわずかに警戒心をゆるめようとしたときだ。

「いやぁ……それにしても、やってくれたねぇ魔王ジュノ」

　女神王の声が、わずかに低くなった。

「！」

　俺は即座に警戒心を尖とがらせる。魔法陣を通しているというのに、感じる。当代の女神王ヴィーナスは、ケタ違いの魔力を有しているのだ。

　それこそ、三〇〇年前の俺すらも上回るほどの……。

「んで？　魔王はこれからリリアヘイムで、何をやらかそうとしてるのかな～？」

　からかうような声が響いてくる。

　俺は内心の驚きよう愕がくを隠し、笑みをのぞかせた。

「決まっている。ここリリアヘイムを、理想の魔界に変えるのだ！」

　腹の底から声を出して宣言する。

「キサマら無能な女神どものせいで、リリアヘイムは醜く腐敗してしまった……。人を人とも思わぬキサマらに代わり、俺が世界を支配してやろう。女神どもは統治者に値しない。一国残らず魔界となることこそが、リリアヘイムの最大幸福なのだ！」

「あははははははっっ!!」

　すると、魔法陣の向こうから無邪気な笑い声が聞こえてきた。

　女神王のシルエットが揺れる。腹を抱えて笑っているようだ。

「あ～面白い！　いいよいいよ、やれるものならやってみなよ！　神か魔族か。世界の存亡を賭かけた絶頂大戦が今、幕を開ける～ってね！」

　──ブツン。

　それっきり影は消え、巨大な魔法陣はだんだんと風に溶けていった。

「…………」

　魔法陣が消えた空を、俺はジッと見つめ続ける。

　右の拳を固く握り。

　俺は──嗤わらった。

「世界の存亡を賭けた絶頂大戦……結構ではないか。残る六ろく芒ぼうの女神も、女神王ヴィーナスも、俺の魔ま導どう調ちよう律りつによって狩り尽くしてやろう!!」

　勢いよく振り返り、頼れる仲間たちを見る。

〝元〟王女、スピカ・フォン＝シュピーゲルベルク。

〝元〟六芒の女神、アルテミス。

　そして堕天使の幼女リリス。

　彼女たちとともに、俺は覇道を歩んでいく。

　魔導調律によって世界を快楽の深しん淵えんに堕おとし、理想の魔界を創り上げるのだ。

　俺はスピカたちに呼びかける。

「帰ろう。俺たちの魔王城へ……！」

　神聖アルテミス王国での戦いは、これにて一時、幕を下ろす。

　しかし、すでに賽さいは投げられた。

　リリアヘイム全土を巻き込んだ、世界の存亡を賭けた絶頂大戦──。

　女神と魔王。

　どちらが勝つかは……フフッ。

　そんなもの、魔王ジュノに決まっているではないか……!!
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「あーうー」

　やわらかな雲のベッドに頭から飛び込み、モコモコの雲ふとんをぎゅ～っと抱きしめる。ここは私の大好きな場所。この気持ちいいベッドさえあれば、人間界とかどうなったって構わない。

　ママから『ヴィーナス』の名前を受け継いで女神王になったけど、その生活は疲れるばかりですっごくつまらないのだ。

「うー……うーん……」

　雲のベッドをゴロゴロ、ゴロゴロ。たったそれだけで、いつもはそこそこ幸せな気分になれるのに……。

　だけど、今日はイマイチ気が晴れない。

「あーもー！　それもこれも、みーんな魔王ジュノが悪いんだ！」

　私は身体を投げ出し、ふぅ～と息を吐いた。

　見慣れたドーム型の天井を眺める。

　ここは天界の王宮。女神王ヴィーナスたる私の聖域、寝室である。もちろん男子禁制だ。あと、女の子でも神族以外は入っちゃダメ！

　私が女神王になってから、王宮全体を淡いピンクとパールホワイトにかわいく塗ってもらった。われながらセンスが良くって困っちゃう。

　円形の寝室のド真ん中には、大きな雲のベッド。

　昼間は、六ろく芒ぼうの女神たちの栄光が室内を明るく照らしている。

「ジュノ……かぁ」

　私は天井を見上げたままつぶやいた。

『──女神どもは統治者に値しない。一国残らず魔界となることこそが、リリアヘイムの最大幸福なのだ！』

　彼の宣戦布告を思い出す。

　……あのときはシルエットだけで応じて正解だった。

「さすがにこの格好じゃ締まらないもんね～」

　今日はちょうど宣戦布告のときと同じ格好だ。

　ぺったんこなお胸をカバーする、フリフリのかわいいネグリジェ。

　だけどママ譲りのつやつやロングヘアは、しばらくボサボサ状態が続いている。それに今の長さだと……歩くと床を引きずっちゃいそうだ。

「はぁ～。いつもはアルテミスが梳とかしてくれてたのになぁ～……」

　私は枕をむぎゅっと抱いた。

　アルテミスの大きなお胸を再現した、ぽよんぽよんの枕だ。

「あの子は私を裏切って魔界に行っちゃうし……うぅぅ、つまんな～い」

　私は寝返りを打ち、うつぶせになった。

「むー……。ねーねー、みんな～？」

　と、虚こ空くうに向かって呼びかける。

　すると、しばらくして。

　ヒュン──……ヒュン──……という硬く、高い音とともに、床に魔法陣が現れた。

　その数、二つ。

　それぞれの魔法陣から女の子たちが迫せり上あがってくる。

「ハッ、お呼びでしょうかヴィーナス様」

　一人目は黒髪ロングのお姉さんだ。異い端たん審しん問もん官かんらしく制帽をかぶり、タイトなミニスカートを合わせている。

　切れ長のキツそうな瞳ひとみ。四角いメガネをかけていて、口うるさい性格がそのまま表れているから困っちゃう。……まあ、おっぱいが大きいから許してあげてるけど。

　彼女の名前はグルヴェイグ。六芒の女神のひとりだ。

「ヴィーナスさま……来たよ」

　そして二人目。

　私よりも小柄で、私よりもぺったんこな女の子。

　紫色のストレートヘア。ぱっつんの前髪。そして死人のように淀よどんだ瞳。

　この子は魔ま獣じゆう使いだ。白と黒のゴシックでロリータな衣装を着ているけれど、肩のケープはどう見ても魔獣の毛皮だ。……倫理観の線引きがわかんないや。

　名前はペルヒタ。グルヴェイグと同じく、六芒の女神のひとりだ。

「あとの子たちは～？」

　グルヴェイグとペルヒタがひざまずいて頭こうべを垂たれる中、もうしばらく待ってみたけど、新しい魔法陣は現れなかった。すぐに来られるのは二人だけらしい。

　私は雲のベッドに寝っ転がったまま、

「まーまーお二人さん、面おもてを上げ～い」

　と言って、ひらひらと手を振った。

　二人がひざまずいたまま顔を上げる。

「にしても、ペルヒタ。このあいだはダメダメだったね～。私がうんと魔力を分けてあげたおかげで、魔王たちにバレないように王都にドラゴンを投入できたっていうのに。一体何十種類の認識阻害魔法をかけたんだっけ？」

「……ごめんちゃい。まさか、わたしの可愛いドラゴンちゃんたちがフツーに負けるとは思わなくて……」

　とは言ったものの、ペルヒタは無表情のままだ。

　すると、グルヴェイグが鼻を鳴らした。

「フン。詰めが甘いからこういう失敗を犯すのです。私ならば、魔王の一味など余裕で処刑してやれますが？」

「……おばさんには、無理」

「お、おばっ!?」

　グルヴェイグが黒髪を逆立てて激げき昂こうする。

　けれどもペルヒタはどこ吹く風だ。

「女盛ざかりは一ケタ台だもん。十歳を超えたら、もうおばさん……」

「どういう価値観ですか！　というか、あなた私より年上でしょうに！」

「わたし……九歳だもん」

「み、見た目はそうかもしれませんが、それって下一ケタの話ですよね!?」

　しょうもない言い合いをする二人の女神に、私はクスッと笑みをこぼした。

　そしてベッドを降り、ピンと背筋を伸ばす。

「あ、そうそう。私──女神王ヴィーナスは決めましたっ！」

『!!』

　グルヴェイグとペルヒタが言葉を収め、また恭うやうやしく頭を垂れる。

　私はたっぷり言葉を溜めて、

「魔王ジュノの計画を阻止するための、次なる刺し客かくは──」

　ビシッとその子を指さした。

　紫色のロングヘア。ちびっ子魔獣使いのペルヒタを。

「ふぇ？　またわたし？」

「ま、グルヴェイグと共闘してもいいよー。今回は使役してた龍族を投入しただけだったし、次はもーっとイケてる作戦を考えて、しっかりリベンジしてね～」

「んっ……おっけー」

　ペルヒタは無表情のまま、ぐっと親指を立ててみせる。あーもう、この子はお人形さんみたいでホントにかわいい。

　すると、グルヴェイグが大きな魔法陣を発動させた。

　遠見の魔法陣だ。

　人間界の田舎いなかの村が映っている。

　グルヴェイグは、ニタァ～とドＳ感たっぷりに笑い、

「では、魔王の一味を処刑するための作戦を練りましょう。まずは敵情視察です」

「ってことは、コレは魔王の村なの？」

　私が訊ねると、すぐに「ハッ」という肯定が返ってきた。

「ペルヒタ、よ～く見ておきなよ。次こそは、キミがあいつらをグチャグチャにするんだからねー」

「はーい……」

　そんな具合に、三人で魔法陣をのぞき込んだ。

　村の中──少し大きな建物の庭で、男女がお茶会を開いている。

　そこにはアルテミスの姿があった。

　天界にいたときよりも笑顔が優しい。一緒にいるのは魔王ジュノと金髪の女。そしてピンク髪の幼女。

『ちょっとジュノ！　私の【知力】が一八に下がってるって、どういうこと!?』

『うむ。あまりにもアホなプレイ……いや、儀式が原因だろうな。いけない尻肉サンドウィッチなどと言っているからこうなるのだ』

『それを言って喜んでたのはジュノだけでしょ！』

『まぁまぁスピカ様。【知力】二〇が一八になったところで……』

『えぇ、いろいろと残念なのは変わりませんよっ♪』

『アルテミス！　リリス！　そういうことを言う子のケーキは、私が没収よ！』

『『キャーッ!?』』

　お茶会は笑いにあふれ、端はたから見ていても仲の良さが伝わってくる。

「…………はぁ～」

　私は思わずため息をついてしまった。

「いいなぁ……。天界にいるよりも、ずぅっと楽しそう……」

「め、女神王様！　やつらを羨うらやんでどうするんですか！」

「もぅ……。やつらを倒す作戦、考える流れだったのに……」

　グルヴェイグとペルヒタに詰め寄られ、私はやれやれと肩をすくめる。

　三〇〇年ぶりに復活した魔王、ジュノ。

　彼がこれからどう出るのか。

　リリアヘイムを魔界にするために、何をやらかすつもりなのか。

　正直、ちょっとだけ楽しみだ。

「ま、相手にとって不足はないかな。新生魔王には負けないよ～」

　私はつぶやき、天井を見上げた。

　魔族の王をひねり潰す快感を、何度も何度も夢想して──。


〈了〉
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「むう……。コーヒーなるもの、やはり美び味みなり！」

「お気に召したみたいでよかったです♪　アルテミスさんにお願いして、王国で一番高いお豆を取り寄せてもらいましたからね～」

　ある晴れた日の午後。

　工房の中庭にて、堕天使幼女のリリスとともにティータイムを愉たのしんでいたときだ。

　ふと、甘い視線を感じた。

　傍らのリリスが、俺の顔をジ～ッと見つめていたのだ。

「む？　どうしたのだ、リリス」

　彼女はうっとり目を細め、

「いや～、魔王様の見た目がほぼリリスの希望どおりになって、ホントによかったな～って思ってたんですよ♪」

「ほう？」

　昔の俺は、漆しつ黒こくの魔ま導どう鎧がい装そうそのものだった。その後女神どもに封印され、三〇〇年の時を経て、こうして人間族の肉体を得て復活を遂げたのだ。

　そういえば、今の俺の外見はどのようにして決められたのだろう。……気になる。

　リリスにそう伝えると、彼女は当時を懐なつかしむように目を細めた。

「それじゃ～お話ししちゃいましょう。魔王様の身体ができるまでの神話を……」

「ま、待つのだ。そんなに大層な話なのか？」

「そりゃ～もう！　魔王様の外見を決める会議は、魔導研究師たちのあいだで二〇年ぐらい続きましたからね。乙女の趣味と趣向がぶつかり合い、大ゲンカに発展したことだってあります！」

「その会議がスムーズに進んでいれば、俺はもっと早く復活できたのでは……？」

　思わず頭を抱えたくなった。いやしかし、そうなるとスピカと逢えなくなってしまうのか？　うーむ……。

　思い悩む俺を尻目に、リリスは語り始める。

「最も大きな論争は、リリス率いるイケメン派と、ショタ派の間で発生しました。魔王様の肉体を長身のイケてる美青年にするか、小さくて可愛らしい美少年にするか……。数年にわたって議論が続きましたよ！　ええ！」

「何が『ええ！』なのだ……」

「当初は、カワイイ魔王様を甘やかしたいという理由でショタ派が優勢でした。ですが、やっぱり威厳を重視すべきだと反論し、イケメン派が押し切ったかんじですね」

「そ、そうか……」

　ヘタをすれば、俺は子供の姿で復活していたのか……。背筋が寒くなってきた。

　だが、リリスの話は終わらない。

「次に大きな論争は、魔王様の股こ間かん事じ情じようについてですっ！」

　ビシッと股間を指さされ、俺の暗黒黄金球がヒュンッと縮こまった。

「これは三つどもえの戦いになりました！」

　テーブルを叩いて熱弁するリリス。

「先ほどの議論で敗れたショタ派は、『短くて小さい方がカワイイ』と強硬に主張し、リリス率いるイケメン派は『魔王様なのだから、ご立派な方がいい』と言い返しました。しかし、そこへ第三勢力が現れたんです！」

「ほ、他に選択肢があるのか……？」

「はいっ。『いっそ、オークより大きくしちゃおう』という一派です！」

「オ、オーク……」

　俺の頰ほおに冷や汗が流れた。オークは繁はん殖しよく力りよくが非常に強く、オスの股間には凶悪きわまるモノが生えているという。

「まあ、そこはリリスの話術が光りました。当初の案よりも太さと長さをアップすることでオーク派を取り込み、乙女の論争に勝利したんですっ！」

「…………」

　なにはともあれ、リリスのおかげで俺の股間は（常識の範囲内で）立派な仕上がりになったわけだ。それには感謝しなければなるまい。

　と、そこで俺は気がついた。

　リリスの瞳が、トロンと濡れていることに！

「ん～♪　えっちなお話をしてたら、リリス……そういう気分になっちゃいました！　魔王様、おクチでご奉仕させてくださいっ！　い～っぱい飲ませてくださいっ！」

　まったく……こやつめ。

「──いいだろう。堕天使幼女の奉仕、受けて立つのみ！」

　俺はイスから立ち上がった。

　ここは白昼の中庭だが、構うものか。

　俺はジュノ。史上最強の快楽魔法『魔ま導どう調ちよう律りつ』を操り、女神どもを堕おとし続ける魔王なのだから！

　リリスが俺のズボンを下ろす。

　魔界の素晴らしき日常は、今日もこうして過ぎていく──。
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　本書をお手に取っていただき、まことにありがとうございます。

　前シリーズ「フラワーナイトガール」からお読みいただいている読者様、ご無ぶ沙さ汰たしております。そして多くの皆様はじめまして。是これ鐘がねリュウジと申します。

　デビュー五周年記念の新シリーズということで、本作を簡単にご紹介いたします。




　復活した魔王が、高貴な女神をエロい魔法で堕おとしまくるエロ系ファンタジー！




　と、まあそんな頭の悪……シンプルなコンセプトの作品です。悲ひ壮そうな決意や重苦しい葛かつ藤とうは置いておいて、基本的には明るく楽しく愉ゆ快かいにエロい作品を目指して執筆いたしました。お楽しみいただけたなら嬉うれしいです！




　さて、本書はたくさんの方々のお力添えによって、こうして形になっています。

　……特に一般レーベルで〝このテ〟の作品を出版するまでには、普段よりも多くの方々にご尽力いただくこととなりました。深く感謝申し上げます。

　担当編集様。

『美しくも切ない青春ラブコメ』やら『コメディ調の連作ファンタジー』やらの企画をこね回していた私に、「次はエロ系で！」と道を示していただき、ありがとうございました。企画書をお送りしてからたった数日後に「会議通りました」とご連絡をいただいたときには、あまりにスピーディーなお仕事ぶりに驚きよう愕がくした記憶があります。

　にろ先生。

　素す晴ばらしいイラストをありがとうございました！　スピカのしなやかな腹筋やアルテミスのややお肉が余り気味のおなか等……特に感動いたしました。

　そして読者の皆様方。

　最後までお読みいただき、本当にありがとうございました！　本シリーズの行方ゆくえがどうなるのか……それはまだわかりませんが、最後までお付き合いいただければ幸いです。

　それでは、またお会いできることを願って！


二〇一八年一月　是鐘リュウジ



[image: ]


















新しん生せい魔ま王おうの女神狩りヴイーナスハント




～史し上じよう最さい強きようの快かい楽らくスキルで、奪うばわれた世せ界かいを取とり戻もどす～








是これ鐘がねリュウジ





ファミ通文庫





2018年2月28日　発行





ver.002





©Ryuji Koregane 2018





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ファミ通文庫『新生魔王の女神狩り　～史上最強の快楽スキルで、奪われた世界を取り戻す～』

2018年2月28日　初版発行





発行者　山下直久

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










デザイン／AFTERGLOW












本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/midashi20.jpg
3

- @

JN\M CEEDY  REBIHRP w0t

m

NN





item/image/midashi21.jpg
Ao,

i





item/image/p285.jpg
/\

/ m/

BHICBHTKEEDHDMNESTENEY
COEASAMERIEBTVWERESEE U,
CBEBULET.

HoEWN BHEH (ERER |
EZUATWERFETULLSH, \
EERBICEBRICADDBOSAE q\)

BTTVWEEFESZENTT,

CDELSRBRFEFES LU
HoFVMEREFOTL SO
EEXEICBALRIEHHZLDD
FREREIBVD EVSD (EVEIT 51
EBOTHEDET,

7





item/image/p040.jpg





item/image/cover.jpg
LA T

Shmsm -MAOU NO st

: ; / \ cVcnus-C]‘[un’r ‘ t;(j.‘






item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/midashi17.jpg
A,

kil

GCGRD FHEH-RRS0[IEE |

N





item/image/midashi16.jpg
Ao,

A
Y

CEED RBH 20N | OO RER

N

A
Y





item/image/midashi19.jpg
A,

kil

SRy HEHBT— AKXV KBS BRI

NN





item/image/midashi18.jpg
Ao,

i
Y

=< U RE

| |

A

N





item/image/midashi11.jpg
3

wmw D 5ionsEE

m

—

—

N





item/image/midashi10.jpg
3

wmw D merHSKERS

N

N





item/image/midashi13.jpg
3

=¥ CEED 541181100

N

—

—

N





item/image/midashi12.jpg
Ao,

kil

CEID v omsoOR IR KE

NN





item/image/midashi15.jpg
3

kil

wmw CED w8 B0 HR

N

N





item/image/midashi14.jpg
3

- @

= @ED memrisono

m

NN





item/image/p076.jpg





item/image/allcover-001.jpg
O SetEHO KEES

KL% O VEBREL AR
SMEHATNT DR &t
ROOS NEBHESHVIIO
OHSBINAL HHEHS
i (EBEE] vwAE O
Su- -
P BEHODIeH
VBB PeRRY
B EREERRE S
@985 Slee— BTN
NN\ o R LR
[FEXIVETE SRRV
NKURKEKHKEHOO PR UL
PIOGHN L= FHEHSK

EHENNANN—E—

~B{HIETIS KHH2N” QS LPIB R Ol —~

B |
{

IREE= A DI U0
Ry Koragons i
| REKEKRI OSSN EQHOV K WES

BEUPYILR
SO HRW M
PO FoBovREME

r_koregane

DI O E D
e
REEV RSP E Y
HEROOSEE RV R
Hpe $8p
BRI
DB Twitter ARFE—
ORI

PP

=

HIAFRD





item/image/p149.jpg





item/image/midashi06.jpg
3

wmw EBD ruwH iz

N

N





item/image/midashi05.jpg
3

mw CED rurrorpRE

N

N





item/image/midashi08.jpg
A,

- @

CRD) FHBHONIRRESE

N





item/image/midashi07.jpg
A,

kil

€D 2200 R HE~viAs R

N





item/image/midashi09.jpg
3

- @

mvmw CED 5 Q0sERKH

m

N





item/image/midashi02.jpg
3

mvmw P =urrcrr RS

N

—

—

N





item/image/midashi01.jpg
3
=

Hlmw €I =8 100 o=

N






item/image/midashi04.jpg
A,

REINE

kil

Fe R MEREIHK > v H-HIREC K £k #:H

N





item/image/midashi03.jpg
A,

- @

CED =+BHBREVCER MO

N





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		CONTENTS



		第一話　新生魔王と三〇〇年後の世界



		第二話　新生魔王の魔界化計画



		第三話　新生魔王は初陣にて無双する



		第四話　誇り高き第四王女ＶＳ史上最強の快楽魔法



		第五話　新生魔王の魔導調律



		第六話　新生魔王と告解魔法



		第七話　高貴だった“元”王女と性なる儀式



		第八話　新生魔王とアルテミス教の街



		第九話　新生魔王と金色の告解魔法士



		第十話　新生魔王の女神狩り



		第十一話　新生魔王と新生魔族



		第十二話　新生魔王と堕落した“元”女神



		第十三話　新生魔王の三つどもえ



		第十四話　新生魔王はスピカとともに



		第十五話　新生魔王と龍族たちの強襲



		第十六話　新生魔王とたった一つの打開策



		第十七話　新生魔王と迅速なる「ご休憩」



		第十八話　新生魔王たちの新たなる力



		第十九話　女神王ヴィーナスと天界の刺客たち



		第？？？話　新生魔王ができるまで



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/p186.jpg





item/image/p260.jpg





item/image/p015.jpg





item/image/p171.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/p130.jpg





item/image/kuchie-002.jpg





item/image/p247.jpg





item/image/kuchie-003.jpg
Wi Vet -
TIT IR
-y ‘.’ ‘

y W





